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    第一話　僕の地味な人生が……


    



    　学校に行くときはいつも憂鬱だった。


    　教師という職業はなんと惨みじめだろう。世間のイメージとは違い、尊敬されるどころか、ウザがられ小馬鹿にされ、からかいの対象にさえなってしまう。


    　高校生になれば体つきは大人と変わらないくせに、その精神は幼いままだ。いや、純粋さと純真さと大人に対する畏い敬けいを持つ幼さならば、何の問題もないだろう。


    　しかし、彼らの幼さは全能感に満ちていて、未来のか細い可能性が自身の実績と結びついていて、良識や良心よりも見栄や刹せつ那な的な享きよう楽らくを優先する。


    　──つまりは、生意気で残酷な生き物。


    　彼らは自分よりも格下だと思う相手に容よう赦しやしない。それは教師さえも例外でなく、見た目がキモく、コミュ障気味で、なんの特徴も特技もない根暗な自分の扱いは、ゴキブリ以下だった。


    　キモオタ、体臭がゲロ、性犯罪予備軍、萌もえないゴミ──。


    　今日も生徒たちの口から自然に漏もれる言葉が、すでに痛みを覚えることを放棄した心に、彫刻刀で削るような鋭利な傷跡を残していく。


    　教師とはなんと惨めな職業だろう。


    　──いや、違う。


    　本当はわかっていた。教師が惨みじめなのではない。本当に惨めなのは自分自身なのだと。


    　事実、生徒に尊敬される教師は大勢いて、生徒たちと楽しくコミュニケーションをとり、楽しげに仕事をしている者も多くいる。なかには生徒の心を誑たぶらかし、爽さわやかな笑顔の下で若い肉体を啄ついばむクズな教師もいた。


    　──クズ教師。


    　同僚を侮ぶ辱じよくする言葉は、単なる痩やせ我慢のルサンチマンに過ぎない。そんなことくらい指摘されなくとも理解している。


    　体操服の上からもわかる〝女の体〟を、チラ見するのがやっとの自分にとって、あっさりとその肌に手を伸ばし、舌を這はわせ、童貞にはその言葉の定義故ゆえに経験のない卑ひ猥わいな快楽に興じる教師は、狂おしいほどの羨せん望ぼうの対象だった。


    　同じ教師という立場が、その格差をまざまざと見せつけ、惨めな気持ちを倍増させる。


    　大人になれば、環境が変われば、自分は別の何者かになれると思っていた。


    　──けれども違った。


    　小学校、中学校、高校と虐いじめられてきた自分の立場は変わることはなく、大学時代の空気のように扱われていた時期を虐めからの解放と勘違いし、社会に出ることの恐怖に怯おびえた結果、不快な記憶しかないはずの学校に、教師というかたちで戻ることを選んでしまった。


    　まるでＤＶ男の下に戻る馬鹿な女のように、愚かな判断をしてしまったのだ。人は未知の恐怖よりも、慣れた不快を選んでしまうものなのだろうか？


    　生きる価値もなく、生きる意味もなく、存在する必要すらない。そんな自分に絶望し、けれども抗あらがうこともなく妥協し、灰色の日々を積み重ねていく。


    　永遠に続くと思われた、モノクロの人生。


    　けれどもそれは、ある日を境にして、太陽が差すように眩まぶしいくらいのカラフルな色に彩いろどられた──。


    「……先生、あのね」


    　その少女は学校でも有名な美少女で、モデルのような顔立ちに短めのスカートからすらりと伸びた足が印象的だった。めちゃくちゃにしてやりたいと、何度もオカズにしたことのある教え子だ。


    「あたし、先生のことが……好き……なんだ。付き合ってくれないかな？」


    　その瞬間、二人っきりというシチュエーションに興奮と期待を抱いだいて硬直していた股こ間かんが、激しく液体を撒まき散らしていた──。

  


  
    



    



    



    第二話　あざとい美尻の美少女と秘密の旧校舎


    



    「うわあああああああああああああああああああああっっ!!」


    　村むら埜の良りよう二じは悲鳴とともに布ふ団とんから飛び起きた。そうしてそこがベッドの上であり、自分の部屋であることを認識すると、ようやく安あん堵どの息を吐く。


    「よかった。夢か……。なんて最低な……。あんな、卑ひ猥わいなことまで──」


    　聖せい実じつ館かん高校の教師である良二は、中途半端に伸びたぼさぼさの髪に、地味で冴さえない風ふう貌ぼうをしている。陰気で気弱な性格と、猫背とオドオドした雰ふん囲い気きのせいで、周囲からは二次元オタクだと思われていた。


    　しかしそんな周りのイメージに反し、良二は適度に鍛えられた筋肉質の引き締まったボディをしている。ストイックでマメな性格の良二が、日々の日課として真ま面じ目めに筋トレに励んでいる証拠だ。


    　良二は教師の立場を利用して女生徒に手を出す行為を、最低最悪のクズ行為だと認識している。当然、神に誓って、女生徒にエッチなことをしたいなどと思ったことは一度たりともない。彼の精神は誠実な教師の鑑かがみそのものだった。


    　──それなのに。


    　良二は左手に握られた一体の美少女フィギュアを忌いま忌いましげに見つめる。周囲の偏見と違い、アニメにまったく興味のない良二はよく知らないのだが、なんでも結構有名なアニメのキャラクターであるらしい。


    　ピンクを基調としたファンタジックな衣装に長い金色の髪。魔法少女モノと呼ばれるジャンルのキャラだそうだ。


    　その美少女フィギュアは良二の左手の中、今はだらしなく大おお股またを開き、ふてぶてしくも満足げな表情で寝息を立てている。


    　まるで生きているかのように見えるのだが、それもそのはずで、この中には二か月ほど前に亡くなった良二の兄、村埜誠せい一いちの霊魂が宿っているのだった。


    　──村埜誠一。


    　良二が小学生のときに少年院に入り、そのまま行方不明になった四歳年上の兄。その後の足取りは杳ようとして知れなかったが、彼の遺体を確認したときに、誠一が有名なヤクザになっていたことを警察から知らされた。


    　最強悪鬼、極道王、伝説のスケコマシ。


    　数々の異名を持つヤクザだった兄は、プロの殺し屋に命を奪われ、短い人生の幕を閉じた──はずだった。


    　しかしなんの因果か、兄の霊魂は良二の中に宿り、良二の意識がないときに、ヤクザ的ハチャメチャな思考で好き勝手に行動するという、とんでもないことをしでかしていたのだ。


    　その事実に気づいた霊感少女で良りよう二じの教え子でもある鷲わし宮みや神かん奈なの協力で、誠せい一いちの霊魂をフィギュアに閉じ込めることに成功するも、フィギュアを手放すと、すぐさま誠一に体を乗っ取られてしまうという制約がついてしまったのだった。


    　しかも、この美少女フィギュアが動いて見えるのも、これに宿った誠一の声を聞けるのも良二ひとりであるため、周囲からはフィギュア相手に話しかける痛い人間と誤解されるという、悲しく不本意なオマケが付いている。


    「セックスはスポーツでヒーリングだ」と豪語する誠一に貞てい操そう観かん念ねんはなく、誠一のターンになったときは、生徒やその周辺の貞操がたびたび奪われた。それは良二にとって卑ひ劣れつで最低でクズな行為でしかない。


    　故ゆえに誓うのだ。どんなに周囲から不本意な誤解を受けたとしても、決してこの美少女フィギュアを手放したりはしないと。


    「──ったく、兄さんのせいで僕の人生が台なしですよ」


    　恨うらめしそうに言った良二は、満足そうな寝息を立てる美少女フィギュアの頬ほおを指先で突きたい衝動に駆られたが、ふと大おお股また開きで丸見えのパンツが気になり、そっとスカートを戻してやった。


    　良二は脇わきに置いてあった眼鏡めがねをつけると、一度背伸びをして、洗面所へと移動する。


    　いつもより一時間ほど早いが、二度寝する気はなく、そのぶんジョギングの時間を長めにしようかと思案していた。


    　そして、電気がついたままとなっていた洗面所のドアを開ける。


    　──そこには、全裸の少女がいた。


    　真っ白なみずみずしい肌に、女性らしいやわらかい肢体。まだ幼さの残る顔立ちに大きく優しげな瞳ひとみで、驚きの表情をこちらに向けている。


    　さらに視線を釘付けにするのは、たわわに実った豊満な乳房。しかも少女は今まさにショーツを穿はこうとして片足を上げた前傾姿勢のため、豊満な胸は重力と弾力の間で妖よう艶えんな谷間とボリュームを形成し、つんと下を向いた桜色の乳首が得も言われぬ美しさといやらしさを醸かもし出している。


    　良二が勤務する高校の特進クラスに所属する優等生で、学園でもベスト５に入る美少女──野の々の原はら能の乃のだ。


    「なんですとぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ!!」


    　状況を理解した良二は、眼鏡にヒビが入るほどの勢いで叫んだ。


    「きゃっ！」


    　能乃がびくりと体を震ふるわせ、


    『ん？　なんだ？』


    　同時に誠せい一いちも目を覚ます。


    「に、兄さん！　これはいったいどういうことですかッ!?」


    　くるりと後ろを向き、シャワーを浴びた後だろう能の乃のの裸を見ないようにすると、良りよう二じは手の中の美少女フィギュアに唾つばを飛ばす勢いで問いかけた。


    『なんだよ、良二。朝から大声出しやがって。まあ、落ち着けよ。大たい概がいのことは慌てる必要のない些さ細さいなことさ』


    　誠一は興味なさそうに答えると、咽のどの奥が見えるほどの大あくびをしながら背伸びをする。


    「これが落ち着いていられますか!?　どうして僕の部屋に野の々の原はらさんがいるんですか！」


    「あの……」


    　そのときだ。今にも消え入りそうな声が、良二の背中に投げかけられた。その悲しげな響きに、思わず良二は背後を振り返る。


    　真っ白なマシュマロみたいなおっぱいを押し潰つぶすようにして、いじらしく両手を胸の前で組む、全裸の能乃の姿があった。


    「だから、隠すか何かしてええええええええええええっっ!!」


    　またもや、もろに教え子の裸を見てしまった良二は、顔にビンタするような勢いで、自分の両目を手で覆おおう。そんな良二に、再び震ふるえる声が投げかけられる。


    「……そうですよね。ご迷惑……ですよね？　私みたいなのが、まるで恋人のように……勝手にシャワーを使うだなん……て。先生にとっては、大勢いるセフレの中の一人でしかないのに……」


    「え？　ちょっと、僕という人間を思いっきり勘違いしたうえに、なんかやけに心が痛む誤解をなさっているような……？　それ以前に、野々原さんはセフレなんかじゃありませんから！　僕の大切な生徒の一人です！」


    　なんとなくヤバい空気を感じ取った良二は、慌ててフォローを入れた。そんな良二の胸に、やわらかく重量のある物体が飛び込んでくる。


    「ぐえっ！」


    　唐突な衝撃に、良二は押されるまま後ろの壁に背中をぶつけた。年頃の少女が放つ甘い蜜のような匂いが鼻び腔こうを刺激してくる。


    「……うれしい。「性」の「使徒」と書いて「性徒」。先生にとって、能乃は特別な存在だったんですね」


    「っていうか、そんな単語ありませんから!?」


    『いいか、良二。言葉ってのは、同じモノでも受け手によって、その解釈は様々さ。とある国語学者によれば、言葉はトートロジーでしか表せないらしい』


    　誠一が達観したような口調で言う。


    「それにしても変わり過ぎですよ！　もはや共通認識ですらないじゃないですか！」


    　突っ込みを入れながらも良りよう二じは、全裸の能の乃のに抱きつかれている状態に、強い背徳感を覚えた。できるだけ彼女を見ないようにしながら、そっと両肩に触れて能乃の体を押し離そうとする。


    　けれどもその柔やわ肌はだに触れた瞬間、女性独特のやわらかで張りのある感触に、静電気が走ったみたいに思わず手を離してしまう。


    （や、やわらかい!?）


    　良二は指先に感じる蕩とろけそうな感覚に尻しり込ごみし、戸惑ったように両手を能乃の肩の近くで彷徨さまよわせた。


    　それにしても、と良二は思う。


    　女性の体というのはなんとも不思議なものだ。能乃は豊満で肉づきがよいほうなのに、こうして胸の中に収まると、とても小さく感じてしまう。


    　その肩も華きや奢しやで細く、肌に関しては指先が沈み込むようなやわらかさを持ちながらも、しっかりと押し返してくる抵抗感を持ち、吸いつくようなしっとりとした不思議な触り心ごこ地ちを与えてくる。


    　この肌に自分の生身の肌を重ね合わせたら、どんなに気持ちいいか。


    （はっ！　僕はなんて卑ひ猥わいな妄想を!!　教師失格だぞ、村むら埜の良二！　これじゃクズの兄さんと同じじゃないか！）


    　良二が頭を過よぎったクズな妄想を必死に振り払おうとしていると、能乃が何やらゴソゴソと、良二の胸の前で動いていた。そしてスースーする感覚。


    「え？　野の々の原はらさん？　何を────ひゃうっ！」


    　良二は思わず素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった。唐突に走った痺しびれるような快感に、びくりと体が痙けい攣れんする。


    「あ、ああん……！」


    　連続で襲いくる快楽に、甘い声を漏もらしてしまう。


    　驚いて能乃を見ると、彼女は良二のシャツの前をはだけさせ、割れた腹筋にふくよかなおっぱいを形が変わるほど押しつけながら、良二の乳首を舌と唇くちびるで愛あい撫ぶしていた。


    　さらに右手で、もう片方の乳首も高速で弾くように愛撫している。いわゆる両輪乳首責めだ。
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    「ってええええええっっ！　何やってんですかぁあああああっっ！　──ああん！」


    　良二は絶叫をあげるが、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めた情熱的な愛撫にすぐに腰砕けになってしまう。乳首がこんなにも気持ちいいだなんて、童貞の良二にとって未知の体験だった。


    『どうだ、すげえだろ？　男の攻め方もきっちり仕込んでやったからな。そのうえ能乃の愛撫はねちっこく誠実だ』


    「女子高生になんてことを教え込んでるんですかぁあああああっ！」


    「んっ、先生の……ドルフィンさんも……こんなに固くなって……」


    　気がつくと、ズボンを押し上げる突起物が餌えさをねだるイルカのように自己主張していた。


    『まさに「教師びんびん物語」だな』


    「今の若い人は知りませんから！」


    「……先生。今からエッチ……しませんか？」


    　能の乃のが上気した顔と興奮した瞳ひとみで、そんなことを口にした。彼女の右手は良りよう二じの股こ間かんを、上下に擦こすったり先端をこねくり回したりと忙せわしなく刺激している。


    「はひゃっ！　だ、駄目です。そんなことっ！」


    　良二はびくんびくんとなりながらも必死に抵抗する。


    『良二、いいことを教えてやる。朝のソープランドはたいてい値段が安い』


    「そんな情報どうでもいいわ！」


    　誠せい一いちに突っ込みを入れたおかげで、若干理性を取り戻した良二は、意を決して能乃の体に触れ、抱き締めるようにして持ち上げると、胸の谷間に顔が包み込まれるのも厭いとわず、全速力でベッドに駆け込んだ。


    「きゃん！」


    　そのまま能乃をベッドの上に放り投げると、素早く荷物と着替えを手に取り、急いで玄関先で着替えを済ます。


    『おい、良二。ちょっと待て、まさか据え膳ぜんを食わずに行くつもりか？』


    　誠せい一いちが不満げに言った。


    「何が据え膳ぜんですか！　生徒に手を出すなんてクズの極みです！」


    『クズで上等！　こんないい女を抱けるなら本望だ』


    「兄さんの価値観を押しつけないでください！　僕はっ、こんな人生なんて望んでいないんだぁああああああああっっ！」


    　早朝の賃貸マンションに、今日も良りよう二じの絶叫が響き渡った。


    



    　私立聖せい実じつ館かん高校へ続く坂道を、良二は疲れ果てた様子でとぼとぼと歩いていた。


    　今朝の能の乃のとのやりとりで精神的にかなり消耗したうえに、煩ぼん悩のうを発散させる目的で日課としているジョギングコースを全力疾走したため、肉体的にも疲ひ弊へいしていたのだ。


    『つーか、劣情を運動で発散させるとか、どこの中坊だよ』


    　左手の中の美少女フィギュア──誠一が呆あきれたように言う。


    「生徒に手を出すよりマシでしょ！　生徒に手を出したら駄目って、何度言ったらわかるんですか!?」


    『死んでも理解する気はねえよ』


    「……実際死んでますからねぇ」


    　ケラケラと笑う誠一に、良二は深いため息で答えた。


    『だいたい運動で発散するくらいなら、オナニーでもしろよ。体に悪いぜ』


    「余計なお世話です」


    『そういやおまえ、ちゃんとオナってんのか？　俺が憑ひよう依いしてから一度もやってるとこ見たことねえんだが？』


    「兄さん、変なこと訊きかないでください。デリカシーないですよ」


    　良二は不機嫌そうに答えた。


    『デリカシーって……。おまえはどこぞの純情乙女おとめか？　兄弟なんだから別に恥ずかしくもなんともないだろ？』


    「普通に恥ずかしいです！　……兄さんのズレた価値観で判断しないでくださいよ」


    『……おい、良二』


    　ふと誠一の声こわ色いろが真剣なものに変わる。


    「なんですか？」


    　なんとなく嫌な予感を覚えながらも、訊かずにはおれなかった。


    『今おまえ、犬のウンコ踏んづけたぞ』


    「ええっ！　──うわっ！」


    　驚いた良二は足の裏を確認しようとしてバランスを崩し、側溝に片足を突っ込んでしまった。


    『あ～あ、なにやってんだか』


    　呆あきれたような誠せい一いちの声が耳に届く。


    「なにあれ、ダサいよね」


    「もしかして、ウンコ踏んづけたんじゃない？　マジきたねえ～」


    「っていうか、下ばかり向いて歩いてるのに、なんでウンコ踏むわけ？」


    　そればかりではなく、近くを通りすぎる生徒たちの冷ややかな声も聞こえてきた。


    　じくりと胸が痛む。生徒に馬鹿にされるのは良りよう二じにとって日常の風景とはいえ、なにも感じないわけではない。どうして自分はこんなにも惨みじめなのだろう。羞しゆう恥ち心しんを刺激されると同時に、なんでも完かん璧ぺきにこなす誠一と駄目な自分を比べ、恨うらめしい気持ちにもなる。


    「先生、大丈夫？」


    　そのときだ。気落ちする良二に向かって、不意に甘ったるい声が投げかけられた。想定外の出来事に、良二は溝に片足を突っ込んだまま、ぎょっとして声の主を振り返る。


    　そこにいたのは、快活なオーラを放つ見み目め麗うるわしき少女だった。


    　ツンとつり上がった切れ長の目め尻じりに、星を撒まいたような好奇心あふれる大きな瞳ひとみは、勝ち気で陽気なイメージを抱いだかせる反面、どこか小悪魔的であざとい雰ふん囲い気きを醸かもし出している。


    　整った小さめの顔を亜麻色の髪が包み込んでおり、その先端を緩ゆるやかな二つ結びにしている。すらっと伸びた手足に適度な膨ふくらみを持つ体のラインは、見る者をして陶とう酔すいさせるような抜群のフォルムを形取っていた。


    　聖せい実じつ館かん高校でもベスト５に入る美少女のひとり──茜あかね空そら優ゆう妃きだ。


    「先生、どったの？　鳩が豆鉄砲くらったみたいな顔してるよ？」


    　不思議そうに言う優妃の顔には特段、嫌悪の色も軽けい蔑べつの色も浮かんでいない。


    　良二の受け持ちのクラスの生徒ではないため、どんな性格なのかよくわからないが、どうやら良二に対し悪いイメージを抱いていない希け有うな存在らしい。


    『おい、良二。誰だ、こいつ？　すげえ、いい女じゃねえか』


    　うれしそうに言う誠一の声で、良二は我に返った。直感的に優妃と誠一を近づけるのは危険だと判断する。もう手遅れかもしれないが、好色漢で貞てい操そう観かん念ねんとモラルのない誠一が、優妃のことを放っておくわけがない。


    「兄さんは、知らなくてもいいんです！」


    　良二は美少女フィギュアを脇腹に隠すように、両手で握りしめた。


    『わっ、馬鹿見えねえだろ！』


    　誠一は激しく抵抗するが、それは良二にだけ見えるイメージで、美少女フィギュアは実際には暴れてはいない。


    「兄さん？」


    　誠一の声が聞こえない優妃は、口元に人差し指を当て、きょとんとした表情をする。彼女としては自然な動作なのだろうが、どことなく小悪魔的なあざとさを感じてしまう。


    「っていうか、手に持っているそれ、『魔法哲学少女』ってアニメに出てくる『ソウタイなんとか』ってキャラだよね？」


    『「相そう対たい性せい理り論ろん」な』


    　誠せい一いちがすぐさま訂正を入れる。


    「え？　相対性理論？　なんですか？　それ？」


    　良りよう二じは思わず素すっ頓とん狂きような声をあげた。


    「なんかね、宇宙に行ったら年を取らないって話らしいよ。あれ？　ユキムラ先生って、数学の先生じゃなかったっけ？　知らないの？」


    　良二の科白せりふの意図を勘違いした優ゆう妃きが得意げに説明する。


    『誰だよ、ユキムラ先生って。良二。おまえ教師なのに、名前すら覚えてもらえてねえのか？』


    「……彼女は僕とは接点がありませんから。それにしてもなんですか、相対性理論って。いや、それ自体の意味は知ってますけど……」


    　良二は小声で誠一に問いかけた。


    『このキャラの名前だよ。七なな臥がカリンが変身した魔法少女の名前が相対性理論なんだ』


    　誠一は別にオタクというわけではないが、サブカルチャーにもやけに詳しい。いや、正確には、幅広くいろんなことを知っている感じだ。単に博識といったほうが近い。


    「いや、そこは理解しているんですけど、理論がキャラの名前になるって変じゃないですか？」


    『オタク文化における擬人化ってやつさ。今までも動物や伝説上の生き物を美少女として女体化する文化はあったが、最近では物体や概念までも女として扱い、右手のオカズにしているのが現状だ』


    「変態じゃないですか!?」


    『奴らは顔が可愛かわいくて突っ込む穴さえあれば、木の穴にさえ劣情できる生き物なのさ。実際に、木の穴に萌もえ絵を組み合わせただけの画像が、「エロ可愛い」と評され、数万リツイートもされている』


    　良りよう二じは言葉を失った。心を持たないものにまで欲情できるのなら、女性を人間ではなく、物として扱うこともできるのではないか、という疑問を抱いだく。


    『とあるサブカルチャー評論家によれば、オタクは記号に欲情しているのであって、ケツが赤くなったメスに欲情する猿とレベルが同じらしい。だがそれを言いだしたら、男が女の顔や体に欲情するのも一種の記号といえるから、すべての人間に当てはまるだけだがな』


    「……そんなのおかしいですよ。相手の心は？　自分とは違うなにかを受け入れられてこそ、恋愛と言えるんじゃないですか？」


    「っていうかさ、ユキムラ先生。一応声かけた立場だし、溝に入ったままだと、あたし離れられないじゃん」


    　優ゆう妃きが片手を腰に当て、ちょっと不満げな表情をして言う。


    「あ、すみません」


    　良二は慌てて溝から足を上げた。誠せい一いちとの話に夢中になっていて、優妃の存在を完全に忘れてしまっていた。


    「そんじゃ、もう溝に落ちたりしたら駄目だよ。ばぁ～い」


    　優妃は片手をひらひらさせると、颯さつ爽そうとした足取りで去っていく。


    「さすがは茜あかね空そらさん、歩き方きれいね」


    「やっぱり実物はすごいね。オーラが半端ない」


    「すごく綺き麗れい。憧れちゃうわ～」


    　周囲からも優妃を賞賛する囁ささやき声が聞こえてくる。しかし、当の本人はまったく意識していないかのように自然体だ。


    『あの歩き方、モデルか何かやってたのか？　あの女』


    「……ええ」


    　今さら隠し通す気力もなく、良二は素直に認めた。


    　良二は詳しくは知らないが、茜空優妃はテレビや雑誌に引っ張りだこの有名なティーンズモデルだったらしい。過去形なのは、今はモデルを休業して、学業に専念しているからだ。


    『道理でそこらへんのＪＫとはオーラが違うと思ったぜ。特にあの尻しりのライン。おそらく天下一品の上物だ。身近にあんないい女がいるのに、なんで放っておくんだよ。あの夜よ桜ざくらとかいう地味眼鏡めがねより断然いいじゃねえか』


    「ど、どどどどどどどどうしてそこで夜桜先生が出てくるんですか！」


    　良りよう二じは激しく動揺した。彼女の名前を聞くだけで、心臓がバクバクと高鳴り顔が赤くなる。


    『どうしてって、おまえが惚ほれてる相手じゃねえか』


    「べ、べべべべべ別に僕は夜桜先生のことなんかっ!?　そ、それ以前に夜桜先生のことを地味眼鏡って、ひど──」


    



    「誰が地味眼鏡だって？」


    



    　不意に聞き覚えのある声が割って入ってきた。いつもは胸を躍らせるはずのその声は、今回に限ってやけに険けんを含んでいて、良二の心を激しく凍らさせる。


    　ギチギチと錆さびついたように強こわ張ばる首を動かして、良二は後ろを振り返る。そこに立っていたのは、話題の本人──夜桜静しず流るその人だった。


    　黒く艶つやのある長い髪に、ピンと飛び出たアホ毛に可愛かわいらしい眼鏡をかけた、清せい楚そで落ち着きのある女性だ。良二よりも一つ年上で、聖せい実じつ館かん高校で国語の教師をしている。


    　静流はにこりと笑顔を浮かべてはいるが、どこか異様な雰ふん囲い気きが漏もれ出ており、良二はだらだらと冷や汗が流れるのを止められなかった。


    「お、おはようございます。夜桜先生……」


    　良二は顔が引きつりながらも、やっとのことで挨あい拶さつをした。


    「うん、おはよう。それで？　地味眼鏡って誰のことかな？」


    　良二がなんとしても避けたい話題を、もう一度むし返してきた。胸が痛みを発するような気まずい空気があたりを包み込んでいる。静流は笑顔を浮かべてはいるが、心の中では笑っていないことは、基本的にコミュ障気味の良二にも十分に理解できた。


    　静流とはここしばらく、ずっと気まずい関係のままだ。


    　先週、良二は誠せい一いちの協力のもと、不良少女である姫ひめ園ぞの雅みや琵びを痴ち漢かん集団から救い出すことに成功した。その結果、雅琵から必要以上に懐なつかれてしまい、その現場を静流に目撃されてから、なにかとギクシャクした仲になってしまっていたのだ。


    　良二としては、なんとしても静流と仲直りをしたいのだが、今回もよりによって間の悪い科白せりふを聞かれてしまった。どうしてこうも理不尽なのかと、悲しくなってしまう。


    　良二が好かれたい相手は、静流ただひとりだ。それ以外の女性に好意を抱いだかれても、ありがた迷惑でしかない。ましてや生徒と関係を持つことなど、言ごん語ご道どう断だんの汚点だ。


    「で？　地味眼鏡って誰のこと？」


    　静しず流るが再び質問してきた。明らかにわかってて尋たずねてきている。


    「えっと、あの……、そのですね……」


    　良りよう二じは歯切れ悪く言葉を濁した。基本的に相手に威圧的に出られると、頭がパニックになってしまって、どう答えたらいいかわからなくなる。


    「さっき話していたの、茜あかね空そらさんだよね？」


    　唐突に話題が逸それた。どうやら優ゆう妃きとのやりとりから目撃されていたらしい。話題が逸れたことに、良二は内心で安あん堵どの息を漏らし、嬉々として飛びついた。


    「そ、そうなんです。確か夜よ桜ざくら先生のクラスの生徒でしたよね？」


    「茜空さん、本当に素敵だよね。可愛かわいくて綺き麗れいで、オーラも凄すごいし」


    「そうですよね～。歩き方から僕らとは別世界というか」


    　良二は「あははは」と笑いながら答えた。


    「だよね～。地味眼鏡めがねと呼ばれるような私なんかとは全然違うよね～」


    　刹せつ那な、良二は笑顔のまま硬直した。同時に、静流の表情は批難するようなジト目に変わり、冷酷なオーラを遺い憾かんなく発揮する。


    「──このエロ教師。最低」


    　静流はふんと鼻を鳴らすと、怒って立ち去ってしまった。


    「しょ、しょんなぁ～。夜桜先生～」


    　良二の悲痛な叫びが、静流の背中を空しく追いかけていった。


    



    「生徒に手を出すような淫いん行こう教師は、去勢されてワニの餌えさにでもなってしまえばいいのです！」


    「ひぐっ！」


    　校長の辛しん辣らつな科白せりふに、良二は心臓がねじ切られそうなダメージを受けた。


    　ここは私立聖せい実じつ館かん高校の職員室。朝礼の際に、アルパカのような髪型をした校長が、今日も教師たちに叱しつ咤たを飛ばしている。


    「いいですか！　私たちは保護者の方々の信頼を得、何物にも代えがたい大切な子女を預かっているのです！　前途ある生徒たちの未来の可能性のためにも、私たちは健全なる精神と誠実な心を持って生徒に接するべきなのです！　それなのに教師の立場を利用して、生徒に淫いん猥わいな行為を働くなど言ごん語ご道どう断だん！　クズの中のクズです！」


    「うぐっ！」


    　まさに正論。一切の反論を許さない至極まっとうな主張である。


    　けれども誠せい一いちのせいで、何人もの生徒やその親にまで淫行を働いてしまった良二としては、罪悪感で消え去りたいくらいに胸の痛い言葉だった。


    （ぼ、僕は、なんてクズなんだ）


    　悲痛な思いに囚とらわれる良りよう二じに対し、不意に校長の物言いたげな視線が向けられる。


    　見た目と日頃の不ふ甲が斐いなさからオタクだと誤解されている良二は、校長のオタクに対する間違った偏見も相まって、生徒に手を出しそうな危険人物として、日頃から侮ぶ蔑べつと叱しつ咤たの対象となっていた。


    　しかも、自分の意思ではないにしても、生徒に手を出したのは事実なのだから、良二としてはなんとも言いがたい複雑な思いを抱いだいている。


    　しかしながら、ここ最近の校長の様子はいつもと違っていた。


    　校長は良二と目が合うと、びくりと怯おびえたような表情を見せ、それを取とり繕つくろうように視線を外す。以前とは別人のようにしおらしい態度だ。


    『おうおう、あのアルパカババア。露骨に苦手意識を抱いてやがんな』


    　誠せい一いちが可お笑かしそうに言う。反対に良二は、重いため息を吐ついた。


    　先々週の痴ち漢かん事件の際、雅みや琵びを信じなかった校長と彼女を信じた良二は対立してしまった。そのときに誠一と入れ替わるというハプニングが起き、誠一がもの凄すごい剣けん幕まくで校長をやり込めてしまったらしいのだ。


    　それ以来、校長は良二に対し、怯おびえにも似た苦手意識を抱いているようだった。周囲とトラブルなく生活したいと望む良二にとっては、なんとも気の重い話である。


    「毒ぶす嶋じま先生、聞いているのですか！」


    　不意に校長が声を荒らげて唾つばを飛ばした。良二に代わって最近叱咤の対象となっているのは、毒嶋一いつ輝きという名の物理教師だ。


    　毒嶋は良二とは違い、ガチのオタクだった。机の上には美少女フィギュアが置いてあり、使用する文房具にもアニメのイラストが描かれている。お世辞にも見た目がよいとは言いがたく、漫画家に「誰が見ても不細工だと思う顔を描いてください」と依頼したら、まず毒嶋の顔になると生徒たちに言わしめるほどの醜ぶ男おとこだった。


    　太っていて背も低く、髪もボサボサで一ミリたりとも洒しや落れっ気がなく、「存在を意識するのも憚はばかられる汚物」として、みんなに無視され続けていた教師だ。


    　それ故ゆえに、良二のほうがキモオタとして叩たたかれていたのだが、良二に苦手意識を持ってしまった校長は、今まで「いない者」として扱ってきた毒嶋に、矛ほこ先さきを向けざるを得なかったのだろう。


    「なんとか言ったらどうなんですか！　──ったく、これだから学校に美少女フィギュアを持ってくるような輩やからは！　揃そろいも揃ってクズばかりです！」


    　このように校長は毒嶋を貶おとしめながら、その実、良二に対して不満をぶつけるという離はなれ業わざを使ってくる。ある意味、毒嶋はとばっちりを食らっている状態なので、良二としては彼に対し申し訳ない気持ちがあった。


    　しかし、校長に怒鳴られている毒嶋はどう感じているのか、まるで一切の空気を読まないような不敵で不気味な無表情を決め込んでいる。


    「──くっ、もういいです！　とにかく、教師という自覚を持って生徒と接するように！　いいですか！」


    　リアクションの薄い毒ぶす嶋じまは扱いにくいらしく、校長が早々に引き下がるのも最近見慣れた光景だった。


    



    「はぁ～」


    　六時間目の授業中、担当科目のない良りよう二じは、人通りのない廊下で窓の外を眺めながら、本日幾度目となる深いため息を吐ついた。


    『なんだよ、辛しん気きくせえな。そんなに地味眼鏡めがねに誤解されたことがショックだったか？』


    「ど、どうしてそこで夜よ桜ざくら先生が出てくるんですか！」


    　良二はぎくりとする。誠せい一いちの指摘どおり静しず流るのことで悩んでいたのだが、一言も発していないのに、どうしてそれがわかるのだろう？


    『なんで誤ご魔ま化かすんだよ。めんどくせえな。おまえがあの地味眼鏡に惚ほれてることは知ってんだ。変に隠すなよ』


    「な、なななな何を言ってるんですか!?　た、確かに夜桜先生は素敵な女性ですよ。尊敬もしていますし、知性的でその、……美人ですし。だけど、だからといって僕が──」


    『じゃあ、今度入れ替わったときに、あの燕子花かきつばた撫なで子ことかいうぶりっ子教師を抱いていいか？』


    「へ？　燕子花先生？」


    　良二はきょとんとした。撫子は良二の同僚の家庭科教師だ。女子力が異常に高く分け隔てなく誰とでも気軽に接する性格から、男子生徒たちに絶大な人気を誇る。


    　良二に対しても積極的に話しかけてくれる希少な存在なのだが、その距離がちょっと近い気もする。やけに上目遣いで見つめてきたり、ふと目が合うとにっこり笑ってくれたり、やたらと体を触ってきたりするのだ。


    　良二としては「自分に気があるのでは？」と気が気でない。


    「いや、普通に駄目ですよ。ただでさえその……僕に気があるかもしれないのに、そんな誤解されるような行為をされちゃうと困るというか……」


    　良二はしどろもどろに答えた。撫子は生徒ではなく大人で、なんらかのモラルに反するわけではない。なので誠一に手を出すなとは言いづらいが、今は自分の肉体なので誤解させるようなことはするべきではない。


    『いや、だからあの女はおまえにまったく気はないって。ありゃ、天然キャラを計算して演じている腹黒タイプだ。しかも裏社会の人間の気配を持っていやがる。要注意人物だぞ』


    　誠一が真ま面じ目めな顔で忠告してきた。良二は内心で首を傾かしげる。どうして誠一は撫子のことを悪く言うのだろう。一年近く接してきたからわかるが、彼女は裏表のある人間ではない。


    「兄さん。もしかして燕子花かきつばた先生と何かあったんですか？」


    『いや、別に何もないぞ』


    「じゃあ、そんなふうに悪く言うのはやめましょうよ。彼女もまた素晴らしい女性じゃないですか」


    『まっ、いいか。──じゃあ今度、あの地味眼鏡めがねを抱いていいか？』


    「なぁあああんんですぅうううううってええぇええええええッッ!!」


    　良りよう二じは怒ど髪はつ天てんを衝く鬼の形相で誠せい一いちを睨にらみつけた。


    『おおう、何度見ても怖こええ顔だなぁ』


    「彼女に変なことをしたらぁああああ、兄さんといえどぉおおおおっ、絶っっっっ対に許しませんからぁあああああああああ!!」


    『わかったよ、冗談さ。可愛かわいい弟の思い人に手を出すほど腐っちゃいねえよ』


    「え？　いや、だから……別に僕は夜よ桜ざくら先生のことは、ただの仲のよい同僚で……」


    　良二は途端に頬ほおを赤らめ、歯切れ悪く答えた。


    『あの地味眼鏡はただの同僚なんだな？　じゃあ、あの腹黒ぶりっ子はどうなんだ？』


    「え？　燕子花先生ですか？　彼女もただの同僚ですけど？」


    『じゃあなんで俺が抱くと言ったときの、地味眼鏡と腹黒ぶりっ子に対する反応が全然違ったんだよ？』


    「え？　そんなに違いましたっけ？」


    　良二はきょとんとして答える。


    『自覚なかったのかよ！　さらにめんどくせえな！』


    　誠一が珍しく突っ込みを入れた。


    『まあ、いいか。俺にとってはどうでもいいことだからな。──ん？』


    　不意に誠一が疑問の声をあげた。その視線は窓の外に向けられている。


    「どうしたんですか？」


    『ほら、あれを見ろよ。旧校舎の陰だ。あれ、優ゆう妃きじゃねえのか？』


    　誠一が指さすほうを見ると、確かにそこに茜あかね空そら優妃の姿を見ることができた。肩には黄色を基調としたスポーツバッグ。きょろきょろとあたりを見回しながら、旧校舎の中へと消えていく。


    　今は六時間目の授業の最中。教師である良二なら授業がないこともあるが、生徒は別だ。聖せい実じつ館かん高校の普通科は不真ま面じ目めな生徒が多く、授業をサボることもザラだが、この時間のサボりなら街に繰り出すことのほうが多い。


    　いや、それ以前に優妃は特進科の生徒だ。授業をサボるのは異常とも言える。どこか嫌な予感を覚えた。


    『ずいぶんと人目を気にしているみたいだったな。怪しい雰ふん囲い気きがビンビンしやがる』


    「そんな色眼鏡で見ないでください。彼女はいい生徒です」


    　不安は覚えたものの、良りよう二じは優ゆう妃きを擁よう護ごしていた。


    『名前すら覚えてもらえない程度の関係なんだろ？　決めつける前に自分の目で確認したらどうだ？　優妃は元モデル。芸能関係はいろいろとヤバい噂うわさがあるぜ』


    　裏社会の実情に詳しい誠せい一いちにそのように言われると、心の中に生じた不安が膨ふくらむのを感じた。


    『非行を止めたいのなら、早いほうがいいぜ』


    



    　優妃のことを信じたいと思う反面、彼女のことをよく知らないのも事実。半ば誠一に唆そそのかされるようなかたちで、良二は木造の旧校舎に足を踏み入れた。


    　不真ま面じ目めな生徒がいる聖実館高校では、旧校舎で授業をサボっている生徒も多かったので、定期的に教師たちが見回りを行っていた。


    　その成果もあり、何度か痛い目を見た常習犯たちが減ったせいで、今ではあまり生徒の姿はない。それでも気を抜くとまたサボる生徒が居着くため、教師たちによる見回りは継続されていた。


    　今日の午後の見回り担当は、確か毒ぶす嶋じまだったはずだ。もしもの場合、毒嶋が来れば話がややこしくなるかもしれない。急いで優妃を見つける必要がある。


    『どうやら上の階に行ったみたいだな』


    　誠一が床を観察しながら思案するように言う。


    「どうしてわかるんです？」


    『足跡だよ。一番新しい足跡が上に向かっている』


    　確かにうっすらと埃ほこりが溜たまった床には複数の足跡が残っていたが、どれが最新のものか良二には判別がつかなかった。とりあえず捜す当てもないので、誠一の言うとおりに歩を進める。旧校舎の四階に着いたところで、近くの部屋からガサゴソと人の動く気配を感じた。


    「ここに茜あかね空そらさんがいるんでしょうか？」


    　良二は小声で誠一に問いかけた。


    『さあな。別人の可能性もゼロではないが、ここに誰かいるのは間違いねえ。しかもこの気配、人数はひとりで着替えの最中みてえだ。良二、急いで入るぞ』


    「なにアホなこと言ってるんですか。気配でそんなことまでわかるわけないでしょう」


    　呆あきれ気味に言う良二に向かって、『だったら開けてみろよ』と誠一が自信ありげに答える。


    　良二はちょっと不安になったが、子供じみた対抗心から、そっと教室のドアをスライドさせた。ガラガラと乾いた音が鳴り響く。


    「きゃっ。ごめん。まだ着替え終わって──」


    　中にいた少女が、振り返りながら言葉を発する。しかし、その科白せりふは途中で途切れた。


    　亜麻色の二つ結びの髪に、切れ長でつり上がり気味の大きな目、完かん璧ぺきに整ったプロポーションは、良りよう二じたちが捜していた茜あかね空そら優ゆう妃き、その人だ。


    　けれども想定と違うのは、その格好。まだ着替えの最中みたいだが、真紅を基調としたファンタジーチックな衣装は、どこか誠せい一いちの宿る美少女フィギュア──相対性理論を彷ほう彿ふつとさせた。


    『あの衣装は相対性理論おれのライバルキャラの「熱ねつ力りき学がく第だい二に法ほう則そく」だな』


    「そんな名前のキャラまでいるんですね!?」


    『当たり前だろ。「魔法哲学少女」っていうタイトルのアニメなんだぜ』


    「哲学の部分はどこに行った!?」


    　良二は硬直する優妃を放って、思わず突っ込みを入れていた。


    「な、なに!?　なんでユキムラ先生がいるわけ？　ちょっと、着替えの最中なんだけど!?　信じらんない！」


    　優妃から批難の声を浴び、良二は慌てて回れ右をして教室を飛び出した。幸い着替えほとんど終わっていたため、下着や生肌などはあまり見えてはいない。


    『今の反応……妙だな』


    　誠一が神妙な顔で呟つぶやいた。


    「え？　なにがです？」


    『いやな。……うん？』


    　何かに気づいたように誠一が視線を動かす。その視線の先を追った良二は、階段から姿を現す毒ぶす嶋じまを見つけた。どうやら旧校舎の見回りに来たみたいだ。


    「な、なんで、お、お宅がここに……？」


    　良二に気づいた毒嶋が、くぐもった低い声で呟く。彼が授業以外で言葉を発するのは、極めて珍しいことだ。


    「え？　いや、僕は別に……」


    　急に問いかけられて、良二は返答に困る。別に優妃は悪いことをしていたわけではないので、隠す必要はないかもしれないが、コスプレしていた事実を話すのは躊躇ためらわれた。


    「あのさ、ユキムラ先生。このことはみんなには内緒──」


    　そのときだ。教室のドアがガラリと開け放たれ、中から「熱力学第二法則」の衣装を着た優妃が姿を現した。


    　彼女はすぐさま毒嶋の存在に気づき、驚いた表情を見せる。


    「──チッ！」


    　鋭い舌打ちを発したのは毒嶋だった。彼は踵きびすを返すと、飛び降りるような勢いで、階段を駆け下りていく。


    「ちょっと待って！　これはその──！」


    　必死に呼び止める優妃。だが──、


    「つ、ついてくんな！」


    　階下から聞こえてきた毒ぶす嶋じまの叫びに、優ゆう妃きは体を硬直させて動きを止めた。俯うつむくその横顔は、悲痛な感情を浮かび上がらせている。


    　……恐ろしく気まずい空気が流れた。


    　おそらくは知られたくなかった秘密を毒嶋に目撃され、消沈しているのだろう。その責任の一端は自分にあることに、良りよう二じは良心の呵か責しやくを覚えた。


    「えっと、あの──」


    　無言の重圧に耐えかね、迷った末に話しかける。けれども、なんと言ったらいいかわからない。


    「ああ、ごめん。一瞬、ユキムラ先生の存在忘れちゃってたわ」


    　優妃は大して悪びれた様子もなく言い放つ。


    「いえ、それは別にかまわないんですが……」


    「あと、今見たこと忘れてくれるかな？」


    「ええ。もち──」


    「でないと、ユキムラ先生にエッチなことされたって、警察に通報するからね」


    　当然とばかりに了承しようとしていた良二は、続く優妃の科白せりふに絶句した。優妃って、こんな性格の子だったのか。


    「それと、いつまでそこにいるのかな？　今からあたし着替えるんだけど。それともなに？　ユキムラ先生って覗のぞき魔だったの？」


    「え？　あっ！　す、すみません！」


    　険けんのある優妃の科白に、良二はすぐさま階段を駆け下りた。


    



    　放課後。良二は教室で姫ひめ園ぞの雅みや琵びの補習に付き合っていた。雅琵はかつて素行の悪い生徒だったが、良二の情熱と誠せい一いちの活躍により、真ま面じ目めに授業を受けるようになっていた。


    　けれども、授業をサボりがちだったのでついていけず、しばらくの間、良二がそのフォローを行うと約束したのだ。しかし、授業をサボっていた時期が短かったことと、本人による努力のかいもあって、そろそろ補習をやめても問題ない感じにはなってきている。


    　今も真面目に練習問題に取り組む雅琵を横目に、良二は教壇の椅い子すに座りながら、先ほどの優妃のことを思い浮かべていた。


    　サブカルチャーに疎うとい良二も、コスプレという単語くらいは知っていた。ハロウィンやクリスマスなどイベント時には、ときおりその姿を見ることはある。けれども、アニメの衣装を着るコスプレを実際に目にしたのは、今回が初めてのことだった。


    　優妃がどんな気持ちで、学校であの格好をしていたかはわからないが、脅迫めいた口止めをしてきたことからも、まわりに知られるのを嫌がっているのは間違いないはずだ。


    　毒嶋が誰かとしゃべっているのをほとんど見たことはないが、優妃のことを公言しない保証はない。優妃としては不安で仕方ないことだろう。ここは毒嶋と話をしたほうがいいかもしれない。


    『おい、良りよう二じ』


    　そんなことを考えていると、誠せい一いちが声をかけてきた。


    『おまえ今、優ゆう妃きのことを考えていただろう？』


    　例の如く、鋭い慧けい眼がんで誠一が指摘してくる。もしかしたら、誠一の宿る美少女フィギュアをこうして手に握っていることで、心の声が聞こえているのかもしれない。そんな不安を覚えてしまった。


    　しかしそれを尋たずねたところで、誠一はこの手の質問ははぐらかすだろう。考えれば考えるほど、悪い想像をしてしまいそうになるので、良二は頭を振ってその考えを振り払う。


    「ええ、ちょっと毒ぶす嶋じま先生にお願いしに行こうかと」


    『はぁ？　やめとけ。あの手のタイプが素直に応じるか。交渉よりも、奴が握っている弱みを握り潰つぶすのが先だろ』


    「ったく、兄さんは。すぐに弱みを握れとか変なこと言って。──え？　握り潰す？」


    　良二は違和感を覚えた。弱みを握ると握り潰すとでは意味が逆になってしまう。どこか会話が噛かみ合ってない。


    『良二、いちおう訊きくが、あのテラキモデブに何を言おうとしてたんだ？』


    　誠一のほうも違和感を覚えたらしく、質問を投げ返してきた。テラキモデブとは毒嶋のことだろう。酷ひどい渾あだ名なだ。


    　良二は先ほど自分が考えていたことを、誠一に話して聞かせた。


    『ったく、これだから童貞野郎は……』


    　誠一が呆あきれたように息を吐く。見た目は可愛かわいらしい美少女フィギュアだが、やはりムッとはくる。


    「……童貞ってだけで馬鹿にしないでください。体のことをからかうのは、クズのやることですよ」


    『クズで上等！　だがよ、俺は別に体のことを茶化したわけじゃねえ。包茎とかハゲとか本人がどうしようもないことをからかうのはゲスの所作だ。しかし、童貞は違う！　童貞はあらゆる努力を放棄して、自己弁護と自己保身に走った結果だからだ。童貞は個性じゃねえ！　男としての堕だ落らくだ！』


    「うぐっ！」


    　良二は言葉に詰まった。兄の一方的な暴言に、反論したいし抵抗もしたい。だが、まるで正論の塊のように振り下ろされる圧倒的な言葉の暴力に、惨みじめな気持ちと罪悪感を刺激され、言葉を失ってしまう。


    （べ、別に好きで童貞やってるわけじゃないんだからね！）


    　そんな良二の感情を無視して、誠一が本題を切り出してきた。


    『結論から言うと、優ゆう妃きはテラキモデブに脅迫されている』


    「え？」


    　予想外の科白せりふに、良りよう二じは一瞬言葉を失った。


    「ど、どういうことですか？　そんな脅迫って！　あり得ないでしょう？」


    『なんであり得ないとか思うんだよ？　さっきおまえも優妃にされてただろ？　よくある光景じゃねえか』


    「いや、まぁ確かにさっきそんな体験しましたけど、兄さんが言うほど多くないですよ。──とにかく、そう思う根拠を教えてください」


    　誠せい一いちは『そうだな』と呟つぶやいて、根拠を示してきた。


    『まず、ドアを開けたときの優妃の反応を思い出してみろ。大して驚いたふうでもなく、コスプレを隠す素振りもなかった』


    　良二は記憶の糸をたどってみる。確かに言われてみればそのとおりだ。他人に見られたくない人間の反応としては奇妙である。


    『つまりは誰かが来ることが前提だったんだよ。待ち合わせをしてたんだ。そしてその相手は、あのテラキモデブだ』


    「え？　まさか、そんな!?」


    　良二は咄とつ嗟さに否定した。考えが飛躍しすぎている気がする。


    『なんで疑問を挟むんだよ。明めい々めい白はく々はくじゃねえか。でないと、あそこにテラキモデブが来る理屈が通らねえ』


    「いや普通に見回りですよ。旧校舎は教師が交代で見回ることになっているんです。今日の当番は毒ぶす嶋じま先生でした」


    『俺らが旧校舎に着いてから優妃に会うまで、人の気配はなかった。つまり毒嶋は俺らの後に来たんだ。それなのに、真っ先に四階に上がってくるのは変じゃねえか？　見回りなら普通は一階からだろ？』


    「それはその……、毒嶋先生はたまたま四階から回る人だったとか、あるいは僕らが毒嶋先生の存在にたまたま気づかなかったとか」


    　良二はしどろもどろに可能性を指摘する。


    『ずいぶん〝たまたま〟の多い話だな。そんなに金玉が好きか？　いいか、良二。可能性を指摘するだけなら馬鹿でもできる。だがな、事実を観察して、違和感を感じ取り、たった一つの真実にたどりつくには、ココが必要なんだよ』


    　誠一は、美少女フィギュアの頭をとんとんと指でつつきながら言った。脳みそ、知能、知性。おそらくそんな意味だろう。


    『二人は前もって会う約束をしていた。教師が見回りにくるのが周知のことなら、自分が担当の日に会う約束をするのもよくある手だ。テラキモデブが「来るな」と叫んで、優妃が動きを止めた理由もそれで説明がつく。ヒエラルキー的には、優ゆう妃きがテラキモデブの言うことを聞く道理がねえ』


    　確かに、と良りよう二じは思った。学園でもベスト５に入る美少女である優妃と、良二以下の扱いを受ける毒ぶす嶋じまとでは、そもそものヒエラルキーが違う。


    　優妃は学園カーストの上位に属し、毒嶋は教師とはいえ最下層に所属する。しかし二人の間では、その関係が逆転していた。


    〝脅迫されている〟という誠せい一いちの考えが、どんどん真実味を増してくる。男性教師が女生徒に対し、コスプレするよう脅迫。そこにはインモラルな犯罪の臭いが漂っている。


    「茜あかね空そらさんが危ない！」


    　良二は蒼そう白はくになって立ち上がる。


    「おい、キモ眼鏡めがね」


    　そんな良二の眼下に、いつの間にか雅みや琵びが立っていた。どこか不満げな表情をしている。


    「うわっ！　いつからそこに!?」


    「さっきからに決まってるだろ！　いい加減、フィギュア相手に話しかけるのやめろよな。そんなんだから、いまだに人気がないんだよ。……あ、でもライバルは減っていいのか」


    「え？　なんですって？」


    　最後のほうは呟つぶやくような小さな声だったので、良二には聞こえなかった。


    「え？　いや、なんでもないんだからな！　──ところで、『茜空さんが危ない』って、茜空優妃先輩のことか？　元ティーンズモデルの」


    　良二は反応に困った。興奮した結果、思わず口から出てしまった科白せりふを聞かれてしまったらしい。


    「ええ、そうですが……。よく知ってますね」


    「そりゃ有名人だし。とにかく綺き麗れいな人だよな」


    　そして雅みや琵びは、ちょっと頬ほおを膨ふくらませてから、


    「……もしかして狙ねらってんのか？」


    「そんなわけないじゃないですか！　生徒ですよ!?　僕が生徒に手を出すような人間に見えますか？」


    「見えないけど、実際に手を出してんじゃないか」


    「ですよねぇ!?」


    　良二は泣きそうな気持ちになった。これも全部誠一のせいだ。誠一のせいで、本当に最低のクズ教師になってしまった。


    「なぁ、キモ眼鏡にとってボクってなに？」


    　雅琵は射るような視線を横に逸そらし、頬を赤く染め、どこかはにかんだような表情で問う。


    「決まってるじゃないですか。大切な生徒の一人ですよ」


    　良りよう二じは毅き然ぜんとした態度で言い放った。誠実で真しん摯しな教師の笑顔を添えて。


    「…………はぁ」


    　しかし良二の意に反して、雅みや琵びは深い落胆のため息を吐つく。あれ？　なんだろう。想像していたのと違うぞ、と良二は首を傾かしげた。


    『良二、おまえガチで答えやがったな』


    　誠せい一いちも呆あきれたふうに言う。


    「……まぁ、キモ眼鏡めがねの本命は夜よ桜ざくら先生だもんな」


    「ナニヲイッテルノカナ？　ハハハハ。夜桜先生ハタダノドウリョウデスヨ」


    「……そんだけ露骨に動揺しておいて、何言ってんだよ」


    　雅琵は呆れと不満とが混じり合った複雑な表情で、小さく文句を言うのだった──。


    



    　次の日も良二は朝から陰いん鬱うつな気分だった。職員室の自分の席に座り、手に持った便びん箋せん入りのオシャレな封筒を眺める。今日の最重要ミッションは、この手紙を静しず流るに渡すことだ。


    　優ゆう妃きが毒ぶす嶋じまから、もしもなんらかの脅迫を受けているのなら、教師として放っておくわけにはいかない。


    　良二は当初、毒嶋に会って、その話を聞くつもりだった。けれども、『悪党が素直に言うはずないだろ？　証拠を消されたり、優妃が報復されたりする危険もある。先に優妃に会うべきだ』と誠一に諭され、考えを改めることにしたのだ。


    　なんとなく誠一が優妃に会いたいだけなんじゃ、と勘ぐりもしたが、「おう、もちろんじゃねえか。で、それがどうした？　そうであってもテラキモデブに先に会う理由にはならねえだろ？」と悪びれもせず論破されそうなので、良二はその無駄なやりとりを省略した。


    　そこで問題となるのは、優妃と二人きりで話をする方法である。直に優妃の教室に赴おもむけば、彼女を連れ出すことはそう難しくないだろう。


    　確かに、キモオタだと誤解され、生徒からの人気がない良二の呼び出しを断る者も多いが、溝に落ちた良二に話しかけてくるあたり、優妃はそのタイプではないと思う。さらにはコスプレという秘密を知った相手だ。無下にすることはないだろう。


    　ただし問題は、それを周囲に見られてしまうことだ。優妃と接点がない良二が、彼女に会いに行くことは違和感が強い。だから変な噂うわさを立てられる可能性がある。


    　良二と優妃が二人きりで会ったことが毒嶋の耳に入ることは、なんとしても避けなければならない。通常なら問題ないだろうが、コスプレの現場に良二がいたことは毒嶋も知っている。下へ手たに勘ぐられては、先に優妃に会う意味がない。


    　良二も毒嶋と同じく影が薄い存在として周囲から扱われているからわかるが、生徒たち──特に女生徒は、「秘密の話」を結構大声で話す。


    　無論、聞かれたくない相手が近くにいる場合は、ひそひそと話したり、そもそも話題に出さなかったりすることもあるが、彼女たちにとって良りよう二じみたいな存在は、眼中に入っていないのだ。


    　だから良二がたまたま隣を歩いていても、「ねえ、聞いた？　村むら埜のの奴さ～」的なことを平気で話し、誰ひとり最後まで良二の存在に気づかない。まさに空気、いわゆるエアー。


    　良二のような存在にしか経験できない、涙あふれる悲痛な実話である。


    　毒ぶす嶋じまも同類である以上、「良二が優ゆう妃きと二人で会っていた」という情報が生徒の口から漏もれる危険があった。なので直接会いにいく手段は、採用順位を下げたいと思っている。


    　そこで考えたのが、優妃の担任である静しず流るに呼び出してもらう方法。同性だし担任だし、特に周囲に違和感を与えることはないだろう。


    　しかしこれにも問題があって、どこに呼び出すべきかが難しかった。


    　秘密の話をする場合、通常なら進路指導室がベストだが、進路指導室は職員室を通って入る構造になっているし、ドアにもガラス窓が設置してある。毒嶋にバレる危険があった。


    　いろいろと悩んだ結果、旧校舎がベストだと判断する。見回りの時間は把握できないこともないし、良二が見回りを交代することもできる。


    　けれども静流に「旧校舎に優妃を呼び出してほしい」と頼むのは無理だろう。そんな怪しげなお願いを快くオッケーしてくれるはずがない。


    　そこで手紙を渡す、という作戦に落ち着いたのだ。


    『そんなに嫌なら、能の乃のあたりに頼めばいいだろ？　あいつなら理由も聞かずに、なんでも言うこと聞いてくれるぞ』


    「だから嫌なんですけど!?」


    　なんでもないことのように言う誠せい一いちに、良二はわなわなと憤いきどおりながら答えた。


    「彼女をこれ以上巻き込みたくありません。理由も聞かずになんでも言うこと聞くなんて、自主性の欠片かけらもないじゃないですか。なんて教育をしてるんですか！」


    『それは違うな、良二。おまえだって教師の端くれなら知っているはずだぜ？　日本の教育は、誰かの命令を聞くための従属教育でしかない。上の者の命令に対し、「なぜ？」と疑問を挟むことは禁止され、「なぜ？」は専もつぱら自身の従属能力を高めるメソッドとして使用される。「自主的・自発的」って言葉もそうさ。「上の者が命令する前に、その内容を察して先に動け」という意味でしかなく、要は上の者の手間を省はぶくための教育だ。従順で賢い人材をつくろうとする国家レベルの欺ぎ瞞まんでしかない』


    　良二は言葉に詰まった。正直、そのように感じることもしばしばある。本人の才能や素質を伸ばすための教育でなく、誰かに必要とされるための教育。それを〝幸せ〟だと教え込まれている。


    『だからよ、良二。──能乃を従順なメスとして教育しても、なんの問題もねえ』


    「大ありですよ!!」


    　そのときだ。良りよう二じの視界に、職員室に入ってきたばかりの静しず流るの姿が映る。彼女は無愛想に「おはようございます」と呟つぶやくと、良二の隣の席に腰を下ろした。まだ良二のことを許してくれていないらしい。


    　正直朝からへこむ態度だが、ある程度覚悟をしていたことなので、勇気を振り絞って話しかける。手紙をお願いするなら、人の少ない今がいい。


    「あの、夜よ桜ざくら先生」


    「何かな？　ちょっと距離が近い気がするんだけど」


    　棘とげのある態度を返してくる。


    「実は渡したいものがありまして」


    「渡したいもの？」


    　あえて視線を合わせないようにしていた静流だったが、その科白せりふに興味を引かれたのか、きょとんとした目を良二に向けてきた。


    「あの、これなんですが……」


    　良二は机の陰に隠すようにして、便びん箋せんの入った封筒を差し出した。


    　まじまじとそれを見ていた静流は、みるみる顔を真っ赤にしていき、「キ、キ、キ」という、ニホンザルが喧けん嘩かするときのような奇声を発した。何事かと、周囲から好奇の視線が集まってくる。


    「ちょっ、夜よ桜ざくら先生！　落ち着いてくだ──うわっ！」


    　静しず流るはいきなり良りよう二じの右手を掴つかむと、良二を引きずるようにして職員室を飛び出した。


    「ちょっ、夜桜先生。どこへ行くんですか!?」


    「へ？　あっ、あれ？　どうして村むら埜の先生がここに!?」


    　自分から連れてきておいて、静流が頓とん珍ちん漢かんなことを言う。顔は茹ゆで蛸だこのように赤いままで、混乱したようにキョドっていた。


    「夜桜先生が連れてきたんじゃないですか？　いったいどうしたんですか？」


    「ど、どどどどどうしてって！　あんな大勢の前で、い、いいいいきなり、ラララララララ！」


    　いったい静流は何を言いたいのだろう？　突然、ラララララと歌い出されても何がなんだかわからない。


    『ラブレターと言いたいんじゃないか？』


    　誠せい一いちがフォローを入れてくれる。そこでようやく良二は、渡した手紙をラブレターだと勘違いされたことに気づいた。


    「違いますよ。それはラブレターじゃありません」


    「ララララララぁあああ！　────え？」


    　いまだ混乱していた静流は、良二の科白せりふを聞き、急に我に返った。両目をパチパチと瞬まばたかせる。


    「これ、……ラブレターじゃないの？」


    「当たり前じゃないですか。そんなわけないですよ」


    　良二は笑いながら答えた。封筒には「茜あかね空そら優ゆう妃きさま」と書いてある。生徒にラブレターなど渡すわけがない。


    「そ、そうなんだ……。あはははは。そ、そうだよね？　あははははは」


    　静流も笑いを返す。しかしどこか、その笑いが乾いて聞こえるのは気のせいだろうか？


    「じゃあ、この手紙はなんなのかな？　──って、あれ？　茜空さん宛あてなの？」


    　封筒の表を見た静流の顔から表情が消える。微妙にどこか噛かみ合ってない気がするが、素直に質問に答える。


    「はい。その手紙を茜空さんに渡してほしいんです……」


    「何が書いてあるの？」


    「いや、あの……。それはちょっと聞かないでほしいんですけど……」


    　途端に静流の顔が険けわしくなった。不審者を見るような冷たい視線を向けてくる。


    「担任の私にも言えないことなのかな？」


    　試すような、脅おどすような、それでいて不満げな声。


    　良二はズキンと心が痛んだ。けれども──。


    　仮に優妃が毒ぶす嶋じまに脅されているのなら、確かに静流には伝えたほうがいいかもしれない。男である自分よりも、女性である静しず流るのほうが話しやすいこともあるだろう。


    　けれども優ゆう妃きは言った。このことは誰にも言わないでほしい、と。


    　ならば、次に口にする科白せりふは決まっている。


    「──はい。すみませんが、言えません」


    　良りよう二じは、きっぱりと断言した。


    　刹せつ那な、険しい顔をしていた静流の表情が変化する。わずかに目を見開き、まじまじと良二の顔を見つめてくる。


    　ややあって、ふっと彼女の緊張が解とけた。どこか懐なつかしい、優しげな表情を浮かべてくれる。


    「うん、わかったよ。これ、茜あかね空そらさんに渡しておくね」


    



    　放課後。旧校舎の二階の廊下で優妃が来るのを待っていた。廊下からは外の様子を一望することができ、仮に優妃以外の誰かがやってきたとしても、すぐに把握することができる。


    　ややあって、人目を避けるようにして優妃が姿を現した。優雅に美しく歩く姿は、遠目でも彼女の存在が特別であることを印象づける。


    「え？　なんでユキムラ先生がいるの？」


    　階段を上ってきた優妃は、良二の姿を見つけるや、驚きと不満の混じった声をあげた。


    「え？　いや、僕が呼び出したんですけど……」


    「普通に意味不明なんだけど？　しずっちは『村むら埜の先生から』って言ってたよ」


    　しずっちとは、おそらく静流のことだろう。良二には、なんとなく事情が飲み込めた。まず初めに、自分の名前は村埜であることを説明する。


    「え？　そうだったの？　なんですぐに訂正しないかなぁ？　名前間違えられてんだよ？」


    「はい。すみません」


    　普通の人には理解できないかもしれないが、自分の名前を訂正するのは、コミュ障気味の良二にとってはハードルの高い行為である。


    「じゃあさ、ユキムラ先生って、だれ？」


    「いえ。知りませんけど……」


    「ふ～ん。ま、いいか。今まで勘違いしてて、ごめんね。先生のことまるで興味なかったんだ。悪く思わないでね」


    　優妃は腰に手を当てながら、まったく悪びれた様子もなく言い放つ。元モデルだけあって普通に立っているだけでも、輝くようなオーラを放っていた。


    「で？　あたしをこんなところに呼び出してなんの用？　まあ、『旧校舎の件』って書いてあったから、なんとなく予想はつくけどさぁ」


    　優妃は面倒臭そうなため息を吐ついたあと、キッと表情を硬くした。


    「……もしかして脅迫の話だったりする？」


    　やはりか。良りよう二じは気が引き締まるのを感じた。


    「はい。そうです」


    「え？　うそ？　マジなの!?」


    　なぜか優ゆう妃きは両目を丸くした。その反応を訝いぶかしく思いながらも、良二は頷うなずき返す。


    「ええ。僕はこの手の冗談は苦手ですし」


    「いや、普通に冗談のほうがいいって！　──っていうか意外。ムラノンは、そんなことするようなタイプには見えないじゃん」


    　ムラノンとは良二のことだろう。早速渾あだ名なをつけられてしまった。なんともマイペースな性格のようだ。


    「え～と、まぁ、そうですよね……」


    　そんなタイプに見えないと言われ、良二は複雑な気持ちになる。別にまわりに自慢したいわけでもアピールしたいわけでもないが、生徒の人生を守るのは教師として当然のことだと思っている。


    「ムラノンって、実際は最低のクズ教師だったんだね」


    「………………へ？」


    　優妃の吐き捨てるような声に、良二は間の抜けた表情を返した。最低のクズ教師？　……あれ？　どうしてそんな話になっているのだろう？


    「言っとくけど、あたしに変なことしたらタダじゃおかないから！　秘密をバラすと言っても無駄だよ！　ムラノンの言うことなんか誰も信じない！　自分の立場が悪くなるだけだよ！」


    　腰に手を当て、凜りんとした態度と表情で言い放つ。つり上がり気味の大きな瞳ひとみは興奮に揺れ動き、気高く麗うるわしい大輪の花を思わせる。


    「兄さん。……これはどういうことです？」


    『どうもこうも、おまえがコスプレの件で優妃を脅迫しようとしている構図だろう』


    「いや、してないですよ！」


    　意に反して真逆の解釈を受けていたことに、良二は泣きそうな気持ちになる。道理で微妙に噛かみ合わないわけだ。


    「ち、違うんです！　茜あかね空そらさん！　僕にはあなたを脅迫するつもりなんて毛頭ありません！」


    「そっちには毛頭なくても、あの件をネタに、あたしに何かしようって時点で、それは脅迫なの！」


    「いや、だから！　なんにもしませんって！」


    　良二の必死の叫びに、優妃は目をパチパチさせた。


    「……え？　そうなの？」


    「そうですよ！　生徒を脅迫するなんて、最低のクズじゃないですか！」


    「うん。だからムラノンのこと、最低のクズ教師って言ったんだけど」


    「だから、それが勘違いだって言ってるんです！」


    「ん～、ちょっと待って。頭が混乱してきたんだけど？　じゃあ、ムラノンがコソコソとあたしを呼び出した理由ってなに？」


    　ようやく本題に入れるみたいだ。どっと疲れが出るのを感じたが、良りよう二じは気を取り直して、真剣な表情をつくる。


    「僕の用件は、──脅迫のことです」


    「やっぱりあたしを強ゆ請する気じゃん！　なんで否定したの？　意味不明なんだけど!?」


    「いや、違うんです！　確かに脅迫の件なんですけど、僕じゃなく毒ぶす嶋じま先生の件です！」


    「──え？」


    　刹せつ那な、優ゆう妃きの表情が驚きに変わり、次にマグマにも似た怒りを露あらわにした。


    「いーちゃんに何かしたら、絶対に許さないから！」


    「へ？　いーちゃん？」


    　良二は間の抜けた顔をした。いーちゃんというのが毒嶋のことだとは、話の流れ的に理解できたが、またもや重大な誤解があるような気がする。


    『良二、まだわからねえのか？　優妃とあのテラキモデブは、デキてんだよ』


    「ええっ？　毒嶋先生と茜あかね空そらさんは、付き合ってるんですかぁああああっ!!」


    　誠せい一いちの科白せりふに、良二は仰天してしまった。予想だにしていなかった展開だ。


    「え？　ちょっと、何を言ってるの？　あたしといーちゃんが付き合ってるから、脅迫しようとしたんでしょ？」


    　優妃は優妃で、良二の反応に違和感を覚えたらしく、混乱しているみたいだった。


    『どうでもいいが、良二よ。そろそろ無駄な漫才はやめて、本題に入るぞ』


    　呆あきれたように言う誠一の科白を受けて、良二は丁てい寧ねいに呼び出した理由を説明した──。


    



    「あはははははは！　な～んだ。そんな心配してたの？　馬鹿みたいじゃん！」


    　良二から事情を聞いた優妃は、腹を抱かかえてケラケラと笑った。


    「いえ、ですが、それ以外には考えられなくて……」


    　良二は恥ずかしい気持ちになる。誤解した上に、勝手な正義感を振りかざしてしまった。


    『これだから童貞野郎は。優妃の態度を見てれば、すぐに気づくことじゃねえか』


    　誠一が鼻で笑って、馬鹿にしたように言う。


    「……毒嶋先生に脅迫されていると言ったのは、兄さんでしょう」


    『ああ、言った。だが言ったのは昨日だ。昨日の時点ではその可能性が一番高かった。けれども今日、優妃の態度を見ていたら、すぐに違うと気づいた。いいか、良二。思考ってのは常に柔軟にしておくべきだ。新しい情報をインプットするたびに、常に更新していく必要がある。最近はそれを「キャラがぶれている」とか突っ込む奴がいるが、そんなのは成長できない奴の愚かな意見さ。変化こそが成長であり、頭のやわらかい人間ほど成功できる。昨日の俺と今日の俺とで考えが違っていて、なんの問題がある？』


    　漲みなぎる自信に裏づけされた誠せい一いちの言葉には、妙な説得力がある。確かに勝手な思い込みに囚とらわれて、それ以上頑かたくなに考えを変えないのであれば、それは人として未熟なのかもしれない。生まれたときから正しくて、最後まで正しいままの人間なんて、現実にはいないだろう。


    『しかし、解せんな』


    　珍しく誠一が不満げな表情をする。


    「何がです？」


    『優ゆう妃きがよりによって、あのテラキモデブとデキてる事実だ。どう考えても釣り合わねえだろ』


    「別にいいじゃないですか。本人たちが納得しているなら。問題があるとすれば、教師と生徒の恋愛という点です」


    『いいや、よくねえ！　いいか、良りよう二じ。人間ってのは無意識に物事の価値を判断し、道理を整えようとする本能がある。でなけりゃ、〝交渉〟なんて芸当ができるわけがねえ。優秀な男は美女を何人も抱ける。それが人類共通の不文律だ。だから男は自らの優秀さを競い、闘争に身を投じ、自分を高める努力をするんだ。それなのに、汚物に湧わく蛆うじのような輩やからに美女が宛あてがわれたらどう思う？　なぜソ連は崩壊したのか、歴史から学べ！』


    「個人の恋愛を国家崩壊レベルで語らないでください！」


    『良二。おまえに一つ、この世界の真実を教えてやる。この世にはいろいろな人間がいるが、唯一共通する考えがある。それはだな──〝自分より格下の奴が、自分より幸せそうにしているとムカつく〟だ！』


    「個人のクズな思考を、さもみんなが持っているかのような言い方はやめてください!!」


    　良二は全力で突っ込んだ。誠一のクズ思考は、天元さえも突き抜ける勢いだ。


    「……ねえ、ムラノン？　質問があるんだけど、やっぱり男の人って、Ｚ軸のある女の子よりも、二次元の女の子のほうが好きなのかな？」


    　優妃がぽりぽりと頬ほおをかきながら尋たずねる。真ま面じ目めな表情は、優妃にしてはどこかあどけない感じがした。


    「Ｚ軸？」


    『三次元の新しい表現だな』


    　良二の疑問に誠一が答える。


    「いえ。人にもよると思いますが、そんなことないですよ」


    「でも、ムラノンは、あたしみたいないい女が目の前にいるのに、フィギュアにばっかり話しかけてるじゃん。そっちのほうが好きってことでしょ？」


    「いや、これには事情があって……。それに僕は、生徒といえど女性と話すのは苦手ですし……」


    「ふ～ん、そうなんだ」


    　その事実を確かめるように、優ゆう妃きが近づいてくる。上目遣いに良りよう二じを観察しながら、周囲をくるりと一周した。


    　小悪魔的で太陽のような快活なオーラにあふれていて、どこかあざとさを感じさせる洗練された女性の魅力に、良二は落ち着かなくなる。


    「あ、あの、やめてもらえませんか……」


    　良二は消え入るような声でお願いする。


    「あはははは。ムラノンってば、可愛かわいいね」


    　優妃がステップを踏むようにして離れていく。蜜のように甘い声が、心ここ地ちよく耳じ朶だを震ふるわせる。


    「ムラノン。今日はありがとね。心配してくれて。……まぁ、そんなわけで、あたしはいーちゃんに脅おどされているわけじゃないから、心配しなくても大丈夫だよ」


    「はい。こちらこそ、すみません。でも、あの……、やはり教師との恋愛は──」


    「──って、ああっ！」


    　急に優妃が素すっ頓とん狂きような声をあげた。何事かと、良二は驚く。


    「あたしといーちゃんが付き合っていることは秘密だった。どうしよう？」


    　なるほど。確かにそれは公然と言えることではない。


    「あ、でも、ムラノンだったら大丈夫かも。ねえ？　ムラノンはこのこと絶対に秘密にしてくれるよね？」


    「ええ。それは、もちろ──」


    　良二は快く了承しようとして、


    「もしもこのことバラしたら、エッチなことされたって警察に通報するから」


    　あざとい笑顔で脅迫されてしまった。

  


  
    



    



    



    第三話　クズが教える本当に気持ちいいセックス基礎編


    



    　カップルなんて死んでしまえ！


    　そう思ったことが僕には何度もあった。


    　馬鹿で股またのユルい糞くそビッチの幸せそうな顔を見るたびに、ムカムカとした不愉快な感情が湧わき上がってくる。


    　男にだらしなく、セックスのことしか頭になく、動物のように本能に忠実で馬鹿な安っぽい女ども。男を見る目がなく、馬鹿な男に騙だまされて捨てられて、それでもまた馬鹿な男に惚ほれていく学習能力のない愚かな女ども──。


    　奴らが幸せそうにしているのを見ると、胸糞が悪くなる。


    　それは嫉しつ妬とだった。醜みにくいルサンチマンという感情だ。


    　そんな底辺の女ですら、自分を視界に入れてくれることはない。遠い存在、声をかけることもできない高嶺の花。別世界の輝きだった。


    　それがわかってるからこそ世の女に対し、嫉妬と憎悪の炎を燃やしていたのだ。


    　だが、今は違う──。


    「いーちゃん、お待たせ」


    　夏の日差しのような眩まばゆい笑顔が僕を出迎える。生まれて初めてできた恋人という存在。教え子のひとりでしかなかった少女は、今は僕にとって特別な女性となっている。


    　生涯縁がないと思っていた幸福に柄にもなく動揺し、興奮と感動で頭が真っ白になり、不器用な態度を返すのが精一杯だった。


    　──本当に僕なんかでいいのだろうか？


    　そんな不安は、甘酸っぱい多幸感あふれる刺激に、あっさりと覆おおい尽くされてしまう。世界はカラフルな色に染まり、耳に届く音は心躍らせるリズムとなり、以前は憎いと思っていたカップルたちの笑顔は、僕たちを祝福しているように感じられた。


    　世の男女たちが、どうして面倒で煩わずらわしく、時間の浪費でしかない恋愛に人生を注ぎ込むのか、今ならその理由がわかる気がする。


    　こんなにも楽しくて、刺激的で、興奮できて、充実感に満たされる愉悦が、ほかにあるだろうか？


    　おもしろいアニメを観ても、名作の漫画を読んでも、ゲームを最短でクリアしても、これほど自分という存在を満たす感動はなかった。


    　生物としての達成感を、生きているという意味を、男に生まれた価値を、存分に味わうことができる瞬間。


    　──それが〝彼女〟という存在だ！


    　僕は彼女に夢中になっていた。頭の中はすべて彼女のことで埋うめ尽くされ、空いた時間は彼女のために費やし、オタクグッズに浪費されていた給料は、彼女の笑顔を得るための糧かてとなった。


    　プラトニックな関係を望んでいた彼女とは、キスさえもしたことはなかったが、それでも僕のすべてを捧げるほどに、彼女の存在は僕の中で至高の女神として燦さん然ぜんと輝いていたのだ。


    



    　そう。あの日、彼女の本性を知るまでは──。


    



    　　　※　※　※


    



    『はくしょん！』


    　誠せい一いちが豪快なくしゃみをした。見た目は可か憐れんな美少女フィギュアだが、その所作は粗野なおっさんそのものである。


    『誰か俺の噂うわさでもしてんじゃねえだろうな』


    「恐ろしいことを言わないでくださいよ。兄さんの噂なんて、きっとろくなことじゃないですよ」


    　そんな話をしながら廊下を歩いていると、目の前の校長室のドアが開き、中から良りよう二じの同僚である燕子花かきつばた撫なで子こが姿を現した。


    　小柄で童顔。大きなくりくりした目に、小さな鼻と口。天てん真しん爛らん漫まんな明るい性格で、良二にも気さくに話しかけてくれる。異様に女子力が高く、コケティッシュな魅力で、男子生徒に抜群の人気を誇る家庭科教師だ。


    「あ、村むら埜の先生、こんにちは！」


    　良二の姿に気づくと、トタトタと走り寄ってきて、満開の笑顔を向けてきてくれる。誠一曰いわく、腹黒ぶりっ子で裏社会の人間らしいが、そんな感じはまったくしない。


    「あ、こんにちは。校長先生と何か話されていたんですか？」


    「ちょっと生徒会のことで話があって」


    　撫子の言葉を裏づけるように、校長室から生徒会のメンバーが姿を現す。


    『おうおう。こんなイケメン連中を侍はべらせて、女王様気取りかよ』


    「なんでそんな言い方するんですか。燕子花先生は生徒会の顧問でもあるんです。彼らは生徒会のメンバーで、特進科でもトップレベルの成績を誇り、スポーツも得意で、見てのとおり誰もが認めるイケメンなうえに、真ま面じ目めで人好きのする性格をしています。おまけに家は大金持ちという、すべてにおいて完かん璧ぺきな生徒なんです。それ故ゆえに生徒会の四人は〝Ｆエフ４フオー〟と呼ばれているんですよ」


    『Ｆ４？　もしかして、フラワーの頭文字か？』


    「いや、なんでフラワーなんですか？　普通にファビュラスですよ」


    『しかし、良りよう二じよ。おまえいつからそんな、少女漫画の脇役みたいな説明をするようになった？』


    「普通に説明しただけですけど!?」


    　いつものとおり、良二が誠せい一いちと話していると、不意に左腕を掴つかまれた。そこには眼鏡めがねの奥で冷めた目をする生徒会のメンバーがいた。


    「燕子花かきつばた先生が話しかけているのに、そんなモノと会話するなんて、失礼でしょう」


    　次の瞬間、良二は腕に鋭い痛みを感じて、美少女フィギュアを手放してしまった。遠のいていく意識のなかで、眼鏡の男子生徒に腕を捻ひねり上げられたことを認識する──。


    



    [image: ]


    



    「俺、ようやく参上」


    　村むら埜の良二は誠一の魂たましいが宿る美少女フィギュアを手放すと、その瞬間から誠一に肉体を奪われてしまう。外見上は際立った変化がないことと、まさかそんな超常現象があるわけがないという思い込みから、その事実に気づく者はほとんどいなかった。


    「もう！　暴力は駄目ですよ～。めっ！」


    　撫なで子こがそんな奴いないだろうというレベルのぶりっ子で、眼鏡の男子生徒の行為を注意する。


    「すみません。つい」


    　丁てい寧ねいに頭を下げると同時に、眼鏡の男子生徒は良二の腕から手を離した。


    「ごめんね～、村埜先生。大丈夫でしたぁ？」


    　うるうるした目でパーソナルスペースに入ってくる撫子。良二ならともかく、今は誠一なので、そんな撫子の所作に動揺することはない。


    「ああ、問題ないぜ。綺き麗れいな顔しているわりには、なかなか骨があるじゃねえか」


    　誠一は眼鏡を外しながら答えた。そして眼鏡の男子生徒のお尻しりをむんずと鷲わし掴づかみにする。


    「ふひゃっ！　な、なにをする!?」


    　男子生徒は抗議の声をあげながら、身を捩よじって誠一の手から逃れた。


    「ずいぶん可愛かわいらしい声をあげるじゃねえか。こっちのほうも優等生なのか？」


    　からかうように言う誠一の科白せりふに、眼鏡の男子生徒は屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがめた。


    「僕を侮ぶ辱じよくするのか！」


    「事実を言ったまでさ。俺は趣しゆ味み嗜し好こうを馬鹿にしたりはしない。それなのに、それを侮辱と感じるのなら、テメエの中にそれを見下す心があるって証拠だ。人のせいにしてんじゃねえよ」


    　日頃の気弱な様子からは想像もつかない強気な態度に、男子生徒たちはたじろいだ表情を見せる。本能が危険と恐怖を感じ取り、足が竦すくむのを感じた。


    「ほんじゃな。俺に可愛かわいがってほしけりゃ、そう言いな。こう見えて俺は、男もいける口だぜ」


    　呆ぼう然ぜんとする撫なで子こたちを放って、誠せい一いちは悠ゆう然ぜんとその場を後にした。


    



    「あ、ムラノン」


    　学校をサボって競馬に行こうとしていた誠一は、校舎を出たところで優ゆう妃きとばったり出くわした。おそらく、旧校舎へ向かう途中だったのだろう。


    「なんだ、優妃かよ。今日も逢あい引きか？」


    「そんなわけないじゃん。ちょっとひとりになりたかっただけだよ。そんなムラノンこそ何して──ああ、旧校舎の見回りかぁ」


    　勝手に納得した優妃は、ふと何事か考えるような仕草をした。


    「ねえ、ムラノン。今は時間空いてたりする？」


    「いや。すでにスケジュールは埋うまってるぜ。今からの時間は優妃のためにとっておいた」


    「なに、それ。なんかムラノンらしくない科白せりふ」優妃はくすりと笑い、「じゃあ、相談に乗ってよ」


    



    「──実はあたしね。いーちゃんと上う手まくいってないんだ」


    　旧校舎の四階の教室で外の風景を眺めながら、優妃がぽつりと呟つぶやいた。優妃は高いところから眺める風景が好きらしい。


    「まあ、そりゃそうだろうな」


    　優妃の悩みに、それは当然と頷うなずき返す。


    「え？　なんで!?　あたしってそんなに駄目かな？」


    「ちげーよ。駄目なのは、テラキモデブのほうさ。明らかに釣り合ってねえだろ」


    「ちょっと。テラキモデブって、いーちゃんのこと？　酷ひどくない？　せめてあたしの前じゃ普通に名前で呼んでよ」


    「なんでだ？　おまえだって人を渾あだ名なで呼ぶだろ？」


    「あたしのは愛があるもん。相手を馬鹿にしてない」


    「俺だって馬鹿にしているわけじゃねえ。事実を口にしているだけだ」


    「なにその言い訳。クズの科白じゃん」


    「おうよ、クズで上等」


    　悪びれることなく言い放つ誠一に、優妃は大きくため息を吐ついた。


    「なんかこの前とは別人みたい。まぁ、いいか」


    「だいたい、なんで毒ぶす嶋じまと付き合うことにしたんだ？　ヤツからすれば優妃は、本来なら口を利くことさえ憚はばかられるような身分だろ」


    「まあね。あたしってば美人だし、元モデルだし、今でも外を歩くと芸能界に入らないかって誘われるし、いーちゃんとは住む世界が違うのかもね」


    　どこか悲しげな表情で優ゆう妃きが答える。


    「自分で自分のことを美人だと言う女は、嫌いじゃねえな」


    「ありがと。前にモデルの先輩に言われたんだ。大事なのは心の在り方だって。美人が自分の美を謙けん遜そんしちゃいけない。そしてその後で、どうやったらもっと美しくなれるか、客観的に自分を分析するんだって。美はもって生まれたものだけど、心の持ち方や努力不足でそれを無駄にしている人も多いんだって」


    「なかなかいいこと言う先輩じゃねえか。だったら、客観的に見て釣り合わない相手と別れる努力をしてみたらどうだ？」


    「普通は上う手まくいく方向で相談に乗るもんじゃないの？」


    　優妃が不満げな表情をする。


    「……もしかして、おまえのほうから告白したのか？」


    「うん、そうだけど。よくわかったね。……あたしね、昔から人とは好みが違っていたの。みんながハンバーグやエビフライが好きって言ってたときに、あたしはピーマンや人参が好きだった。みんなは犬や猫を可愛かわいいと言うけど、あたしが一番可愛いと思ってるのはゲジゲジなの。ゴキブリが嫌いって言う人の感性も正直わからないんだ」


    「つまり毒ぶす嶋じまは、ゲジゲジやゴキブリと同類ってわけか。ゲジゲジやゴキブリに失礼な話だな」


    「そっちのほうが失礼じゃん！　確かにいーちゃんはイケメンじゃないけど、よく見ると可愛いし、こう、胸がキュンってなるの！」


    　優妃が自分の胸をバンと叩たたいて力説した。


    「美女と野獣の組み合わせなら理解できなくもないが、美女とゲテモノの組み合わせは異常だぜ。ゲテモノには男としての価値がねえ」


    「そこまで言う!?」


    「まあ、いい。それで毒嶋と、どのあたりが上手くいってないんだ？」


    「うん、それがね……」


    　優妃は滔とう々とうと説明をはじめた。


    　付き合って最初にデートして以来、一度もデートしてくれないこと。そればかりか、一緒に外を歩くことさえも毒嶋は嫌がるようになった。


    　折を見て学校で会うことを除けば、毒嶋の安アパートで過ごすことが多く、特に会話があるわけでなくて、延々毒嶋がプレイするゲームを見たり、毒嶋の後ろで彼が観るアニメを眺めていたりと、あまり二人でいる必要のない感じだった。


    　優妃から積極的に話しかけても無視されるか、「今はアニメ観てるだろ。話しかけんな」と怒られる感じだ。


    　また、毒嶋の家に買ってくる差し入れは優妃がお金を出していて、毒嶋が払ったことは一度もない。そればかりか、漫画やアニメ雑誌などを買ってくるよう、パシリに使われることも多いらしい。


    「なんか、あたしの知ってるカップルのイメージとだいぶ違うんだよね」


    「そりゃ、典型的な〝都合のいい愛人〟ってやつだな。チンピラに多い関係だ。おまえのようないい女のいるポジションじゃねえ。さっさと別れたほうが幸せだぜ」


    「うそっ!?　いーちゃんはそんな人じゃないもん！」


    「騙だまされている女はみんなそう言うぜ」


    「そりゃ、そうかもしれないけど……。でも、いーちゃんはチンピラっていうよりか、二次元オタクだし、だからムラノンに相談したんだけど……。本当にそうなのかな？」


    　優ゆう妃きの態度に深い動揺の色が浮かんだ。不安げに胸元に置いた手を握り締める。


    「ああ。普通だったら、優妃みたいないい女相手だったら、一緒にいるだけで自慢になる。わざと人の多いところに連れ出してデートするもんさ。おまえを無視して、アニメやゲームに興じるなんざ論外だ。優妃のことを大して好きじゃない証拠さ」


    「……そんな。……うそ、よ」


    「本当に嘘うそだと思ってるなら、俺に相談なんてしねえだろ。たまに抱かれる程度で愛情の再確認をしているかもしれねえが、二次元オタクは命の通ってないものや概念にまで欲情できるんだ。下へ手たな勘違いはしないことだな」


    　誠せい一いちの優妃を諭すための科白せりふに、優妃がきょとんとした表情を返す。


    「え？　あたし抱かれたりしてないけど？」


    「マジかッ!?」


    　誠一が心底驚いたような声をあげた。


    「……うん。実はそれもよくわかんなくて……。付き合ってしばらくしたら、あたしの体に触ってきたの。それでそういうのが何度か続いて、ある日なんとなく、もう一線越えるのかなぁ、って雰ふん囲い気きになって、そのしようとしたんだけど、……いーちゃんは途中でやめちゃったの」


    「なんでだ？」


    「わかんないよ。……もしかして、あたしのアソコが変なのかな？　いーちゃんがやめちゃったの、アソコを見た後だし。ねえ、ムラノンも二次元オタクなんでしょ？　なんかわからない？」


    「二次元オタクは漫画やアニメでしか女の裸を見たことないから、実物を見ると興奮しないって話を聞いたことがあるな。とりあえず、アソコが変かどうか気になるなら、俺が見てやるよ」


    「はぁ？　なんで!?　彼氏でもない相手に見せるわけないじゃん！」


    「なに言ってんだ。おまえは産婦人科の医者にも同じこと言うのかよ？　俺は教師なんだぜ。生徒の体の悩みを聞くのも仕事のうちだ。妙な誤解するんじゃねえよ」


    「それはそうかもしれないけど……」


    　優妃は眉まゆ根ねを寄せて、考えるような素振りをする。誠一の堂々とした態度からは一切のいやらしさも後ろめたさもなく、自信に満ちたプロ意識が窺うかがえた。


    「やっぱりすぐには決心できないよ。相談に乗ってもらってアレだけど。……とりあえず今日はありがと。悩みを聞いてくれただけでも気が楽になった。それじゃあね！」


    　ウインクをした優ゆう妃きが、投げキッスをするような感じで手を振ってから去っていく。動作のひとつひとつに、色気とあざとさを感じさせた。


    



    　茜あかね空そら優妃が再び良りよう二じの前に現れたのは、誠せい一いちが優妃から相談を受けた日から、ちょうど一週間後のことだった。


    　ちなみに良二は、誠一が入れ替わっていたときのことを尋たずねたが、適当に流された感じで、優妃から相談を受けたという話までは把握していない。


    「ムラノン。ちょっといいかな？」


    　授業に向かう途中の良二を呼び止めて、優妃が話しかけてきた。どうやら教室の前で待ち伏せしていたらしい。


    「え？　あっ、な、なんでしょう？」


    　良二は激しく動揺して、あたりを見回す。生徒たちに、優妃と自分が話している姿を見られるのはマズい。……って、あれ？


    　そういえば、と良二は思い直す。毒ぶす嶋じまの脅迫の件は良二たちの単なる勘違いで、優妃に被害が及ぶことはないのだ。それならば、別に優妃とこそこそ会う必要もないだろう。普通に接すればいいのだ。


    「どうしたの？　きょろきょろして？」


    「あ、いえ。僕の勘違いでした。すみません」


    「普通に意味がわからないんだけど。とりあえず今日、放課後会えないかな？　ほら、先週、……見てくれるって言ったじゃん」


    　珍しく照れたような表情を見せる優妃。いつもは凜りんとした気高い女性のイメージがあるが、こうして見ると年頃の普通の女の子に思える。


    「……兄さん。僕にはまったく心当たりがないんですけど。何か隠していることあります？」


    　良二は口元を手で隠すようにして、こそこそと誠一に問いかけた。


    『変な言い方するなよ。小学生じゃねえんだから、わざわざ一から十まで教えるわけねえだろ。優妃とは先週ちょっと話をしたんだよ』


    「卑ひ猥わいなことはしてないでしょうねぇ！」


    『今のところはな』


    　誠一が自信ありげにニヤリと口元を歪ゆがめる。


    「すでに狙ねらってる!?」


    「じゃあ、ムラノン。放課後旧校舎で！」


    　優ゆう妃きは良りよう二じの答えも聞かず、走り去ってしまった。しばらくして授業開始を告げるチャイムが校舎に鳴り響いた。


    



    「それで、いったいどんな話をしたんです？」


    　旧校舎へ向かう道すがら、良二は誠せい一いちに問いただした。約束の内容は判然としないが、優妃に会わないわけにはいかない。教師として真ま面じ目めな良二は、それが一方的なものであっても、生徒からの約束を無視するような性格ではなかった。


    『確か、「毒ぶす嶋じまがゲジゲジやゴキブリに見えるけど、変かな？」って内容だったと思うが』


    「絶対違うでしょ！　思いっきり兄さんのフィルタが入ってるじゃないですか！」


    『なんで信じねえんだよ。俺はこう見えて、嘘うそや誤ご魔ま化かしやハッタリ、挙句に詐さ欺ぎまでやったことがあるがな。──大抵騙だまされるほうが悪い！』


    「今の弁解らしき内容のどこに信じられる要素があるんですか!?」


    『とりあえず女は男よりも嘘が上手な生き物なんだ。「優妃はそんな女じゃない」ってのは理由にならねえぞ』


    「わかりましたよ。で？　茜あかね空そらさんが言っていた〝見る約束〟ってなんのことです？」


    　良二はため息を吐つきながら尋たずねた。ただでさえ良二は口喧げん嘩かが苦手なので、変に弁が立つ誠一と張り合っても、疲ひ弊へいした上で論破されるだけだ。


    『いや、まったく記憶にねえな。普通に話を聞いていただけだと思うが……？』


    　誠一が腕組みしながら答える。本当に覚えていないみたいだ。


    　そこはかとなく嫌な予感はするが、優妃はしっかりと自分を持っているタイプの生徒だ。さすがに非常識なことはしないだろう。


    　やがて旧校舎に着くと、先に優妃が待っていて、そのまま一緒に四階の教室へと向かった。


    「ここ、茜空さんがコスプレしてた部屋ですね……」


    「わっ！　それあたしの中で黒歴史なんだから思い出さないでよね！」


    　どこか緊張していた様子の優妃が、慌てるような仕草で言った。


    「黒歴史？」


    『元はアニメの中で使われた言葉だったが、その後用途が広がって、〝恥ずかしい消し去りたい過去〟という意味で使われるようになったんだ』


    　例の如く、誠一がフォローしてくれる。


    「それじゃあ、ムラノン。準備するから、後ろを向いて目を瞑つむっていてくれるかな？」


    　優妃が頬ほおを赤らめて、戸惑いながらも注文してくる。


    「え？　はぁ……。はい、わかりました」


    　訝いぶかしく思いながらも、根が素直で基本は人を疑うことを知らない良二は、言われるとおりに後ろを向いて、目を瞑った。スルスルという衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。


    　ドクンと胸が鳴った。これはもしかして着替えてる？


    　思えばここは優ゆう妃きがコスプレをしていた場所だ。もしかして〝見る約束〟とは、コスプレのことかもしれない。とりあえず誠せい一いちが盗み見ないよう、美少女フィギュアの顔を手で隠した。


    『おい、良りよう二じ。何すんだよ！　見えねえだろうが！』


    「やっぱり覗のぞいていたんですね。最低です」


    『あのな。別に俺に対して、後ろを向けとか目を瞑つむれとか言われてねえだろ？』


    「兄さんは子供ですか!?」


    「ムラノン。いいよ。……こっち向いて、見てくれるかな？」


    　誠一とやりとりしているうちに、優妃のほうも準備が終わったらしい。良二は言われるままに後ろを振り返る。


    



    　──そこには全裸の優妃がいた。


    



    　机の上に腰かけて、大きく股またを開いている。いわゆるＭ字開脚だ。


    　そればかりか、右手を秘部に添え、くぱぁんっと女の子の大切な部分を開いて見せつけていた。


    「……どうかな？」
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    　良りよう二じは衝撃のあまり、眼鏡めがねが砕け散るような錯覚を覚えた。頭が真っ白になり、呼吸さえも止まってしまう。


    「どうかな？　じゃ、ないでしょぉおおおおおおおおおおおおおおっっ!!　あなたはいったい何をやってるんですかぁああああああああっっ!!」


    　我に返った良二は、肺が押しつぶされるほどの絶叫をあげた。両目をしっかりと瞑つむり、両手で目の上を隠した。


    「え？　だって、見てくれるって言ったじゃん！」


    「いや、いくらなんでも、そんなものを見せるだなんて想像できませんよ！　何を考えているんですか!!」


    「ちょっと酷ひどくない!?　そんなに変かな？　おかしい？」


    「変ですよ！　おかしいです！　いつもの毅き然ぜんとした茜あかね空そらさんからは想像もつきません！」


    『おい、良二!!』


    　誠せい一いちの鋭い声が飛んだ。あまりの気迫に、良二は思わず視界を開く。そこには震ふるえるようにして涙を流す優ゆう妃きの姿があった。


    「……ううっ。……ひど……いよ。そこまで……言うこと、ない……じゃん。ふぇええ……ん。こんなの……酷い……よう」


    　ボロボロと涙を流す優妃に、胸が締めつけられる思いがした。けれども何がなんだかわからない。ずっしりと重い罪悪感に、体の重心が揺れ動く。


    「あの、……茜空さん？」


    　良二は優妃に優しく声をかけた。体を隠すようにして蹲うずくまっているが、いまだ全裸のままだ。けれども目を逸そらすのが憚はばかられるような、真剣で張り詰めた空気が漂っている。


    『馬鹿野郎が！　なんてことを言うんだ！　女の体を貶けなすなんざ、男の風上にもおけねえ！　クズも呆あきれるほどのゲスな行為だぞ！』


    　誠一に叱しつ責せきされ、自分がとんでもなく酷い仕打ちをしたことを悟った。後悔と慚ざん愧きで、良心がキリキリと痛みを発する。


    「すみません、茜空さん。僕はなんてことを……。ただ、本当に傷つけるつもりはなかったんです。てっきり、コスプレを見せるんだと思い込んでいて、だから裸だったことに驚いただけで……」


    「……ぐす、ぐすん。……いいよ。もう、わかった。やっぱり……わたしのアソコって、変だったんだ……。これじゃ……、いーちゃんに嫌われるのも……仕方ない……よね」


    　嗚お咽えつ交じりに、優妃が弱々しく呟つぶやく。蜜のように甘い声が、今は悲痛なモノへと変へん貌ぼうしている。


    『すまねえ、良二。今思い出した。優妃は毒ぶす嶋じまがセックスしてくれないことに悩んでいて、アソコの形が変じゃないかと相談してきたんだ。だから、俺が見てやるって言ったんだ』


    　良りよう二じはじくりと罪悪感を刺激された。自分としては優妃の行為を変だと言ったつもりだったが、それは年頃の女の子の尊厳を著いちじるしく傷つける残忍な刃となっていたのだ。


    「本当にすみません！　僕は裸を見せる行為を変と言ったのであって、決して茜あかね空そらさんの体を侮ぶ辱じよくしたわけじゃないんです！」


    「……いいよ、そんな嘘うそ。今さら……取とり繕つくろわないで！」


    「嘘じゃないです！　本当に茜空さんの体、とても綺き麗れいで、最高に素晴らしくて、全然変じゃないです！」


    「もういいって！　……惨みじめじゃん。嘘をついてまで、慰なぐさめない……でよ」


    　良二は愕がく然ぜんとした。ショックのあまり頑かたくなに耳を塞ふさいだ優ゆう妃きには、どんな言葉も届かない気がする。自分が傷つけてしまった彼女の心を、慰めることなどできないのだろうか？


    『舐なめろ、良二』


    　そのときだ。重厚で張りのある誠せい一いちの声が聞こえた。


    「え？」


    『アソコを舐めろと言ったんだ。今さらどんな言葉を投げかけても無駄だ。言葉はしょせん空気を震ふるわせる振動でしかねえ。だがな、粘膜と粘膜の接触は、中身と中身の接触──つまりは、心と心をつなげる行為だ！』


    「何を言ってるんですか、兄さん!?　そんなことできるわけ──」


    『優妃の体は最高のモノだ。おまえもそう思ってんだろ？　このままだと優妃は自分に自信をなくして、ずっとセックスができなくなるかもしれねえぞ。こうなったのは半分は俺の責任だが、とどめを刺したのはおまえだ。つまりは良二、おまえが全部悪いんだ！　だったら責任をとるのがスジってもんだろう！　舐めろ、良二。優妃のアソコが変じゃないってことを証明するには、それしかねえ！』


    　誠一の言葉が重くのしかかる。確かにこれは、優妃の将来に関わる重大な場面だ。教師として一人の人間として、見過ごすわけにはいかない。


    　良二は意を決すると、いまだに涙を流す優妃の股またの間に顔を近づけた。


    「茜空さん。……失礼します」


    「え？　なに!?」


    　驚く優妃を放って、良二は舌で必死に愛あい撫ぶをはじめる。


    「きゃっ、……んぁあん。駄目っ！　……ムラノン、きたな……いよぉ。……んんんっ……ふっ！」


    「いいえ、汚くなんてありません。とても綺麗です！」


    　良二は愛撫をしながら、夢中で答えた。


    『良二。あまり強く舐めるんじゃねえぞ。最初は丁てい寧ねいに舌の腹で温めるように、全部をゆっくりと優しく愛撫するんだ』


    「ぁあああん。……なに、これ!?　……んんんんっ、気持ち……いい！　マジで、ヤバイ……よぉ。……あああん、……くううん、……ああ……ふぅうんんっ！」


    『よし、いい感じだ。次は舌の先を尖とがらせて、八の字を描くように動かすんだ！』


    　誠せい一いちの細かい性指導により、女性のアソコを舐なめた経験のない良りよう二じでも、優ゆう妃きの快感を高めることができていた。


    「……あぁあんっ！　駄目っ！　……なんか……あんっ、……来ちゃう……よぉおおおっ！」


    『良二、もう一息だ。あふれてくる汁を吸い取るように、全部を吸え！　音を立てるくらいでちょうどいい！』


    「はい！」


    　誠一に言われるまま、一心不乱に吸ったり、舐めたり、こねくり回したりする。


    「ふぁああああああああああんんんっっ!!　……もう、……イクぅううううううううううううっっ!!」


    　絶叫とともに、優妃の体がピンと大きく仰のけ反ぞった。彼女の強こわ張ばった太ももが、良二の頭を締めつける。


    　やがて全身から力が抜けた優妃は、荒い息の下で、びくびくと時折痙けい攣れんするだけとなった。


    『良二、最後の仕上げだ。五感すべてで感じた感想を言え！』


    「茜あかね空そらさん。あなたのアソコは、とても綺き麗れいで、すごく美お味いしくて、舌触りも素晴らしくて、蕩とろけるような匂いがして、喘あえぎ声もいやらしかったです。──ぜんぜん、変じゃないですよ！」


    



    「それじゃあ、その美少女フィギュアの中には、死んだお兄さんの霊が宿っているんだ？」


    　空が赤焼けに染まり、黄昏たそがれ時に彩いろどられた旧校舎の教室で、優妃が驚きの声をあげた。彼女は今は制服に着替え、窓の縁に腰かけている。


    　優妃との約束を誤解した理由を説明するうえで、誠一の存在を話すことは、どうしても必要不可欠だった。良二としても、いらぬ誤解を抱いだかれるくらいなら、素直に話してしまったほうがいいと考えている。理解者が増えてくれるのなら、それに越したことはない。


    「信じてくれるんですか？」


    　良二は希望を抱くような気持ちで尋たずねた。


    「う～ん、まぁ。正直微妙だけど、確かにこの前話したムラノンとは、雰ふん囲い気き違うしね。試しに、美少女フィギュアを放してみてよ。違いを確かめるから」


    「だ・め・で・す!!」


    　優妃の提案を、良二は鬼の形相で拒絶する。


    「説明したとおり、兄さんは貞てい操そう観かん念ねんと常識のない、スケベでクズな人物なんです。僕と入れ替わったら最後、そのたびに誰かが兄さんの毒牙にかかり、エッチなことをされてしまうんです！　だから絶対に、このフィギュアを奪うようなことはしないでくださいね！　お願いしますから!!」


    「わかった、わかったから。そんなクズな性格なら、世に放つわけにはいかないしね」


    　良りよう二じの気迫に押された優ゆう妃きは、苦笑いをしながら承諾した。


    「でも、そのお兄さんとは何度か入れ替わったんでしょ？　ってことは、うちの生徒は何人かムラノンと、そのエッチしたってこと？」


    　その科白せりふに、良二は真っ白になってしまった。魂たましいが抜け出た気分になる。


    「……僕じゃないです。したのは兄さんです。でも、世間的には僕がしたことになっていて……。僕は淫いん行こうを働く、クズ教師になってしまったんです」


    「あはははは。なんか大変そうだね。でも、さっきのペロペロは、ムラノン──だとどっちかわからないか。じゃあ、良二先生のほうはオトノンで、お兄さんのほうはアニノンって呼ぶね。そのオトノンがしてくれたんでしょ？　アニノンのほうじゃなく」


    　良二は思い出したくない黒歴史をほじくり返され、さらに心の中で涙を流した。事実なので仕方なく肯定する。


    　優妃を傷つけたことに対する罪悪感と、なんとか彼女を救いたいという思いから、パニックに陥っていたとはいえ、誠せい一いちの指示に従ってしまったことに強い後悔を覚えていた。


    　明らかに性に対するモラルが下がっている。この兄は持っているだけでも危険な存在だと、改めて認識した。


    「なんか、すごく上手だったよ。ほかと比べてないからわからないけど。優しさと愛情をすごく感じたっていうか。オトノンもそっちの才能があるんじゃない？」


    『実は俺も思ってたんだ。童貞だからその才能をまだ見ることができなかっただけで、もしかしたらおまえは、俺を超えるスケコマシになれるかもしれねえ。弟子が師を超えるって展開、俺は好きだぜ』


    「二人とも妙なフラグを立てないでください！　僕はそんな人生なんて望んでいません!!」


    



    「それでさぁ、いーちゃんのことだけど……」


    　良二が誠一のことを優妃に打ち明けてから、数日が過ぎていた。あれから何度か旧校舎に呼び出しを受け、そのたびに毒ぶす嶋じまとの恋愛相談を受けるようになっていた。


    　普通は教師と生徒の恋愛は秘密にすべきものだ。秘密にすべきだからこそ、相談できる相手もいなく、偶然その秘密を知ってしまった良二たちは、優妃にとって唯一相談できる相手でもあったのだ。


    　良二は最初、毒嶋と優妃が付き合っていることに難色を示していた。やはり、教師は生徒に手を出すべきじゃない、という考えがある。


    　けれども、これは淫いん行こうではなく恋愛だと優妃から諭され、すでに付き合っている以上、もはや手遅れだと諦あきらめた良二は、やや流されるような感じで彼女の相談に乗っていた。


    「今度はいーちゃんが、黒のセクシーな下着を着てほしい、って言ってきたから、それ買って着てみたんだけど、写真だけ撮ったあと帰れって言われたの。あれ、なんなのかなぁ？」


    　開け放たれた窓から入ってくる風が、優ゆう妃きの前髪を揺らす。その物憂げな横顔は、神聖な絵画のような雰ふん囲い気きをまとっていて、見る者の心に深い感慨をもたらした。


    「僕が思うに、普通に照れ臭かっただけじゃないですかねぇ」


    「ええ？　でも、いーちゃんのほうから指定してきたんだよ？」


    『おい、良りよう二じ。いくらなんでもそれはねえだろ』


    　二人が呆あきれたような反応をする。数において劣勢な良二は、ややたじろいだように言った。


    「でも、予想外に可愛かわいかったりしたら、頭が真っ白になって、どうしたらいいかわからなくなって、とりあえず距離を置こうとするじゃないですか」


    「でも、付き合ってるんだよ？　……アニノンはなんて言ってる？」


    『これだから女と付き合ったことない童貞野郎は』


    「……なんか、汚い言葉で否定しています」


    　良二はしょんぼりと答えた。


    「う～ん、どっちの意見を信じればいいんだろ。アニノンは恋愛経験豊富すぎだし、いーちゃんはどちらかと言えばオトノンに近い感じだけど、オトノンは恋愛童貞だし」


    「いや、兄さんは恋愛経験が豊富ってわけじゃないですよ。単に口く説どくのが上う手まいだけです。兄さんの感性が普通と大きく違うのは、もう理解したでしょ？」


    『おいおい、恋愛の形は人それぞれだろ？　未経験者より断然俺のほうが正しいって』


    「いいえ、兄さんのは断じて恋愛とは言えません！」


    　良二は美少女フィギュアに向かって唾つばを飛ばしながら言った。


    「ちょっと。どうでもいいけど、アニノンの言葉も通訳してよ。せっかく二人もいるのに、片方だけの意見を言われても、もったいないじゃん」


    　優妃が腰に手を当て、呆れたように抗議する。意見としては真っ当に思えるが、やはりクズでエロな誠せい一いちの考えを伝えるのは、危険のような気がする。


    「とにかく、わたしはいーちゃんともっとラブラブしたいの。どうしたらいいと思う？」


    『ずばり、セックスだ！』


    「兄さんは、また……」


    「オトノン、通訳」


    「……セックスをすればいいそうです」


    「それができたら苦労しないよ。どんなに誘っても無視されるんだもん」


    『受け身だから駄目なんだよ。薬を盛って、意識がないうちに拘こう束そくして、そのまま逆レイプすればいい。一度セックスの味を覚えれば、盛りのついた犬みたいになって、情が芽生えることも多いんだ』


    「だからそれ犯罪ですよね!?」


    「オトノン」


    　優ゆう妃きに急せかされ、良りよう二じは誠せい一いちの科白せりふを伝えた。


    「で、オトノンのほうは否定ばっかりしているけど、どんな案があるの？」


    「え～と、たとえば毒ぶす嶋じま先生の趣味を勉強して、話題を広げるとか」


    「もうやったよ。でも、知らないと舌打ちされるし、逆にこっちが知りすぎてると不機嫌になっちゃうの」


    『クズだな』


    　誠一が率直な意見を述べた。


    「じゃあ、可愛かわいい衣装を着て、迫ってみるとか」


    「だからそれもやったじゃん。記憶力ないの？」


    「はい。……すみません」


    　良二はしょんぼりと項うな垂だれた。どこか理不尽な気はするが、優妃は思ったことは結構スパッと言うタイプだ。


    『大事なのはアプローチの仕方だ。同じことをやったとしても、実力が違えば結果も違う。優妃は男の口く説どき方を学ぶべきだ』


    　気は進まなかったが、良二は誠一の科白をそのまま優妃に伝えた。


    「う～ん」


    　優妃は思案するような顔になって、次に上を指さした。


    「オトノン、あれ何かな？」


    「え？　なんです？」


    　良二は釣られるように真上を見上げた。


    「ごめん、オトノン。悪く思わないでね」


    　そして甘い蜜のような優妃の声が耳じ朶だを打ち、次の瞬間、左手の中から美少女フィギュアが消える感覚を覚えた──。
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    「俺、参上」


    　誠一は眼鏡めがねを外すと、髪をかき上げながら言った。


    「あ、本当だ。なんかそう言われてみれば、やっぱ雰ふん囲い気きが違う気がする」


    　優妃はポンと手を叩たたいて、納得した感じで呟つぶやいた。


    「で？　どうして俺を呼び出したんだ？　俺とセックスしたくなったのか？」


    「そんなわけないじゃん。自意識過剰だよ。さっき言ってた──らしい、のかな？　とりあえず男の口く説どき方。それをレクチャーしてくれるんだよね？　そしたらオトノンを通すより、アニノンと直接話したほうがまどろっこしくないじゃん」


    　優ゆう妃きはさも当然とばかりに言い放つ。


    「まぁ、そりゃそうだな」誠せい一いちはカカカと笑った。「じゃあ、早速だが優妃。おまえは自分のどこが一番魅力的か、理解しているか？」


    「当然。元モデルを馬鹿にしないでね。この煌きらめくばかりに美しい美び貌ぼう、適度に鍛えられ、きちんと食事制限している完かん璧ぺきなボディ。そして健康的でエネルギッシュな精神。まぁ、欠点は完璧すぎることかな？」


    「いいや、違うな。やっぱりおまえはわかっていない」


    　誠一はやれやれと言ったふうに、顔を横に振った。


    「……なによ。大した自信じゃない。じゃあ、どこがあたしの一番の魅力か教えてよ」


    　自尊心を刺激されたのか、優妃が不本意な顔をする。


    「ずばり、おまえの最大の魅力は──尻しりだ！」


    「…………は？」


    　優妃の表情が心底呆あきれたものへ変わった。


    「おまえの尻はただの尻じゃねえ！　世界をとれる尻だ！」


    「……アニノンって、そんなキャラだっけ？」


    「なに言ってんだ。最高に褒ほめてんだぜ。安産型か肉づきの悪い貧相な尻が多い日本において、おまえの尻はまさに理想に近い。俺が抱いた女の中でもベストスリーに入るナイスヒップだ！」


    「うん、まぁ。褒められて嫌な気はしないけどさぁ。……ちなみに一番って誰？」


    「ブラジル人のジェシカだな。リオのダンサーで腰使いも歴代ナンバーワンだ」


    「日本人じゃないじゃん！」


    「おうよ。その意味じゃ、優妃の尻は日本一と言える。だが──」


    「な、なに？」


    　急に凄すごんできた誠一に、優妃は後ずさりするような気持ちになる。


    「あくまでそれは服の上から見た尻の形だ。芸能人から転向した某ＡＶ女優のように、尻が汚い可能性もある」


    「見せろってこと？　この前裸は見せたじゃん」


    「優妃もモデルなら知っているだろ？　ポーズによって美しさは変わる！」


    「──うっ！」


    　優妃は驚きよう愕がくに目を見開いた。その正論は否定できない。


    「いいか、優妃。尻は人間にとって、一番遠い位置にあるんだ。足の裏を見れる奴はいても、自分の尻をちゃんと見た人間はいない」


    「それはそうかもしれないけど……。背中もそうだよね？」


    「背中は鏡を使えば見ることはできるだろ」


    「それならお尻しりもそうじゃない？」


    「そう思うなら今度鏡の前でやってみろよ。……親が心配するぜ」


    「確かに親は心配しそうだよね！」


    　優ゆう妃きは思わず突っ込みを入れていた。


    「そういうわけで脱げ。全部だ」


    「……え？　お尻を見るだけなら、下だけでいいじゃん」


    「尻のことを何もわかっちゃいねえな。いいか、尻は肉体美の中心なんだ。一部だけ切り取ったら、それは美じゃねえ！　単なるフェチシズムだ！」


    　不思議だった。誠せい一いちの科白せりふには、妙な説得力と力強さがある。確かに優妃は尻のことを語れるほど、尻を知らない。


    「わかった。いーちゃんのためだったら、あたし頑張るんだから！」


    



    　誠一と優妃は都内のラブホテルにやってきていた。


    「えっと、なんか勢いに押されて来ちゃったけど、本当に本番はナシだからね。ムラノンブラザーズにはお世話になってるけど、約束破ったら怒るから」


    　優妃が不審者を見るような目で釘を刺してくる。


    「おう、わかってるって。興奮して理性が抑えられないようなガキじゃねえよ。ちゃんと貞操は守ったうえで、テクを仕込んでやる。それじゃ、早速服を脱げ」


    　誠一に促され、優妃は躊躇ためらいがちに服を脱いだ。


    　一度裸を見られているが、恥ずかしさがないと言えば嘘うそになる。けれども、人に見られる仕事をしてきていたので、覚悟が決まれば、それほど抵抗もなかった。


    「ひゅ～う。やっぱり優妃は、最高の女だぜ。本当、毒ぶす嶋じまにはもったいない女だ」


    　誠一が上機嫌に言う。やはり素直に褒ほめられて嫌な気はしない。


    「で、どうしたらいいの？」


    「元人気モデルなんだろ？　ポージングは得意じゃねえのか？」


    「了解。衣装の代わりに、お尻の美しさを表現すればいいんだよね？」


    　優妃は自信ありげに頷うなずくと、まるでファッションショーの舞台のように、優雅なウォーキングで室内を回り、尻が見やすいようにと座り込む誠一の目の前で、元プロの実力全開のポージングを決める。


    「どう？」


    「おう、やっぱりバランス的にも最高の尻だ。股こ間かんにビンビン来るぜ。ベッドの上でのポージングはやったことあるか？」


    「前に一度だけ。でも、なんとなくわかる。──今から、やれってことよね？」


    　プロだったころの感覚を思い出したのか、興奮と自信に満ちた表情で問うてくる。誠せい一いちは「ああ」と大きく頷うなずいた。


    　ベッドの上に移動した優ゆう妃きは誠一の注文を受けながら、寝そべったり、四つん這ばいになったり、反り返ったりと様々なポーズを決めてみせた。
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    「ブラボーだぜ。こんだけのナイスヒップを見せられたら、落ちない男はいねえ」


    　誠一は手を叩たたきながら、賞賛の声を送る。


    「でも、いーちゃんは見てくれないんだよねぇ」


    　優妃が自じ虐ぎやく気味に呟つぶやいた。


    「だからそこは、拘こう束そくして無理やり見せつけるんだよ。それは大前提だ。だが一度勃たたせてしまえば、こっちのもんさ。後は入れてしまえばセックス完了だ」


    「そんなに上う手まくいくかなぁ」


    「らしくねえな。そんな弱気でどうするよ。しかし、優妃の尻しりが綺き麗れいなのはわかった。だが、まだまだ色気が足りねえ」


    「え？　なにそれ？　言ってること違わなくない？」


    「そうでもないさ。おまえのモデルの先輩も言ってたんだろ？　美は心の持ち方と努力が大事だって。今のおまえに足りないのは、その努力さ。尻で感じられるようになって、初めて美は完成する」


    「……それってまさか？」


    「今から、尻しりでも特訓だ」


    　青ざめる優ゆう妃きに向かって、誠せい一いちは悪徳商人のような笑顔を浮かべた。


    



    「……んんっ。あっ、……んっ、…………くううっ！」


    　ツンとお尻を突き出した姿勢の優妃に、誠一が愛あい撫ぶを加える。尻を気持ちよくするために大事なのは時間だ。焦あせらず丁てい寧ねいに優しく愛撫する必要がある。


    「だいぶ尻で感じるようになったみたいじゃねえか。さすがは日本一の尻。感度も並なみじゃねえな」


    「……もう、変なこと言わないで……よぉ。……んんんっ！」


    「じゃあ、そろそろ本気でいくぜ」


    　言って誠一は、指をリズミカルに動かしはじめた。


    「え？　うそうそ！　それは──、んんっ！　……ぁああっ！　……んふぅ！」


    「大丈夫だって。ちゃんとほぐれ具合を見て判断している。この感じだとすぐに次の段階まで進めるぞ」


    「……そ、そんなの……あっ、……ひぃっ、……くふんっ！　う、うれしく……なんか……ぁああああああっ！」


    「どうやら、ここが好きみたいだな。ここを刺激されると、すげえ気持ちいいだろう？」


    　けれども優妃は答えることができない。誠一の抜群のエロテクニックが、正確に優妃の快感を高めていく。


    「……んんんんっ！　うそっ？　……はぁああん……、来ちゃうよぉ！　こんな……、お尻で……ああっ！　……んんっ！　イッちゃう……なんて……、はぁああああっ！　だめぇっ！　うんんんんんっ！　……イクっ、……イクっ！　……んはぁあっ！　イクウウウウウウウウウウウウウウウッッ!!」


    　優妃は弾けるような快楽に、頭が真っ白になりながら、絶頂を迎えた。


    



    「はぁ～、マジで自己嫌悪なんだけど……。お尻でイクとかマジあり得ない」


    　ベッドの上、まだ快感の余韻が残る上気した顔のまま、優妃が口くち惜おしげに呟つぶやいた。


    「なんでだ？　むしろ天性の才能に感謝すべきところだろ？」


    　誠一はあっけらかんと言い放った。


    「はあ～。オトノンの言うとおり、アニノンは世に解とき放ったらいけない存在だったかも」


    　そんな優妃に、誠一が備え付けの冷蔵庫から、冷えたウーロン茶をもってくる。砂糖の入っていない飲み物をもってくるあたり、気が利く人間なんだろうな、と優妃は思った。


    「よし。少し休憩したら、セックステクニックを伝授するぞ」


    「え？　まだやるの？」


    　当然のように言う誠せい一いちに、優ゆう妃きは驚いた声をあげた。


    「当たり前だ。そのための助っ人だって呼んだのに、意味がねえだろ？」


    「は？　助っ人？」


    　ぽかんとする優妃を放って、誠一はスマホを確認する。


    「お、もう五分も前に到着してるじゃねえか」


    　そして入り口のドアを誠一が開けると、二人の女生徒が姿を現した。セミロングの胸の大きな子に、黒髪をサイドで一つ結びにしている少女だ。


    「え？　だれ？」


    「おう、今から紹介するぜ。こっちのむっちりが能の乃ので、この不機嫌そうなのが神かん奈なだ」


    　誠一は簡単に名前だけを紹介する。しかしそれは、優妃が訊ききたかったことではない。


    「え？　普通に意味がわかんないんだけど」


    「はぁ……。確か二年の茜あかね空そら優妃先輩でしたね。先輩も村むら埜の先生に口く説どかれてしまったのですか」


    　混乱する優妃に、神奈がため息交じりに言う。


    「え？　普通に口説かれてないけど。別にあたしのタイプじゃないし」


    「え？」


    「そうなんですか？」


    　驚く神奈と、うれしそうにする能乃。


    「まぁ、そんな感じだな。優妃は別に俺の女じゃない。ちょっとセックステクを教えている最中だ」


    「っていうか、あんたたちは口説かれたクチなんだ。本当にいたんだね」


    「──はい」


    「違います！　私は半分自分のミスの責任をとっているようなものです！」


    　能乃は気持ちよく肯定したが、神奈は不満たらたらのようだ。


    　神奈の家は先祖代々悪霊を祓はらってきた家系で、自身も霊感を持つ神奈は、良りよう二じに宿る誠一の存在に気づいた。そこで誠一の魂たましいを美少女フィギュアに封印しようとしたところ、いくつかのハプニングに見舞われ、美少女フィギュアを手放したら誠一になってしまう、今の良二を作り出してしまったのだ。


    　半ば仕方のないこととはいえ、神奈はこの件に関し責任を感じていた。


    「ところで村埜先生。意味がわからないんですけど、どうして私たちを呼んだんですか？」


    　神奈が詰問するような口調で問う。


    「どこが疑問なんだよ。優妃とはセックスできないから、俺が抱くための女がいるだろ？」


    「こ、この人は……」


    　さも当然のように答える誠せい一いちに、神かん奈なは盛大なため息を漏もらした。


    「それなら、なんで二人いるの？　一人で充分じゃない？」


    　優ゆう妃きが疑問を挟む。誠一はニヤリと笑って、好色漢らしい科白せりふを吐いた。


    「なに言ってんだよ。一人より二人のほうが、二倍も楽しいじゃねえかよ」


    



    [image: ]


    



    「……これはいったい、どういうことですか？」


    　良りよう二じは憤いきどおりと憔しよう悴すいと徒労が混じり合った表情で、誰ともなく問いかけた。


    　ここはラブホテルの一室。左右には満足げな表情で寝息を立てる能の乃のと神奈の姿があった。


    「あれ？　もしかしてオトノンなの？　元に戻ったんだ？　意外に落ち着いているんだね？」


    　あっけらかんと言い放つ優妃は、聖せい実じつ館かん高校の制服に身を包んでいた。襟えりを整えていることから、ちょうど着終わったタイミングなのだろう。


    「落ち着いてる？　落ち着いてるですって!?　そりゃ、落ち着きますよ！　何度この展開を経験したと思ってるんですか！　僕はぁああああっ！　僕はぁああああああああああああああっっっ!!」


    　抑えていた感情が昂たかぶってきた良二は、血の涙を流さんばかりに絶叫をあげる。


    「オトノン、落ち着きなよ。絶望感がシャレにならないから！」


    「ええ、シャレじゃありませんからっ！　茜あかね空そらさん、僕は言いましたよね？　兄さんを世に放ったら、未来ある女生徒たちが酷ひどい目に遭わされるって」


    「あはははは。ごめんね～。ちょっとアニノンのこと甘く見てたわ。でも、今回は新規の女の子には手を出してないから、セーフかな？」


    「え？　茜空さんには何もしてないんですか？」


    「え？　いや？　なんもしてないことはないけど、一応貞操は守ってくれたかな。案外アニノンは約束守ってくれるよ」


    「僕との約束は全然守ってくれないんですけどね!?」


    「とにかくね。アニノンのおかげで、なんか上う手まくいきそうな自信がついたんだ。ありがと、ムラノンブラザーズ！　週末になったら必ずいーちゃんを落としてみせるから。上手くいくように、お祈りしててね！」


    　甘い蜜のかかったような声で、優妃があざといウインクをしてくる。輝くような表情は、自信に満ちあふれていた。


    　良二はなんとなく複雑な気持ちになる。優妃が元気になってくれたことは素直にうれしい。これも誠一の考えが正しいことの証明だろう。けれども人は、肉体的なつながりがなければ本当にわかり合えないものだろうか？


    「じゃあね、オトノン。あたしは先に帰るね。ばいば～い！」


    　スキップするように去っていく優ゆう妃きの背中は、すべてが上う手まくいきそうな幸福の気配に包まれていた。見る者すべての気持ちを明るくする、眩まばゆいくらいの幸福。良りよう二じの頭の中の迷いや疑問など、どうでもいいといった感じで、吹き飛ばしてくれる。


    　なぜか良二はくすりと笑ってしまった。


    　すべてが上手くいってほしい。素直にそう願う。


    



    　──けれどもその次の週、優妃が学校に来ることはなかった。

  


  
    



    



    



    第四話　本当にあった!?　エロいビデオ


    



    「ねえ、村むら埜の先生。ちょっといいかな？」


    　一限目が終わり、良二が次の授業の準備をしていると、夜よ桜ざくら静しず流るが遠慮がちに話しかけてきた。


    「え？　あっ、はい！　もちろんです！」


    　良二は勢いよく立ち上がって答える。優妃に手紙を渡すよう静流にお願いして以来、徐々にだが、会話してもらえるようになっていた。けれども、こんなふうに呼び出されるのは、最近の関係から言えば、やはり特別なことだ。


    （なんでしょう？　『今まで冷たくして、ごめんね』とかかな？）


    　良二は期待半分、不安半分の気持ちで静流の後をついていき、生徒指導室へ入った。


    　個室で憧れの静流と二人っきりというシチュエーション。爽さわやかで甘い静流の匂いが漂ってくるようで、自然と鼻息が荒くなってしまう。


    「兄さん、いったいなんの用でしょう？　も、もしかしてこここここここ告白とか!?」


    　心臓がバクバク言いはじめた良二は、小声で誠せい一いちに相談する。


    『……いや、あり得ねえだろ』


    「ですよねぇ～。わかってますよ。僕なんかが、夜よ桜ざくら先生に好かれるわけ……」


    『いや、そこじゃねえよ。表情見りゃわかるだろ？　明らかにバッドニュースのほうだ』


    　誠せい一いちに指摘され、弾んでいた心が風船のように萎しぼんでいく。改めて静しず流るの表情を見ると、確かに暗く沈んでいるように見えた。


    　良りよう二じは情けない気持ちになる。喜びのあまり相手の気持ちを考えることさえしなかった。自分の愚かさに忸じく怩じたる思いを抱いだく。


    「どうしたんですか？」


    　思い切って良二のほうから切り出した。明らかに静流は、言葉の選択に迷っているようだった。


    「あ、うん。ごめんね。私から呼び出したのに。あの……、茜あかね空そら優ゆう妃きさんのことだけど……」


    　静流が遠慮がちにその名前を出す。


    　刹せつ那な、良二はダラダラと冷や汗が流れる感覚を覚えた。不安と後ろめたい気持ちから、腹が鈍い痛みを発する。


    　果たして、どの件を口にするつもりなのか？


    　単に、「よく旧校舎で会ってるみたいだけど？」程度であれば、特に問題ないだろう。ちょっとした相談に乗っていると答えれば、それで済むはずだ。


    　けれども最悪なことに、クズエロ兄貴の誠一のせいで、あろうことか優妃を連れてラブホテルに行ってしまっている。それで何もしていなければ、まだマシだろう。


    　けれども誠一は、ある意味セックス以外のすべてのエロ行為を優妃に行っていたのだ。


    　そのことがバレたらと思うと、生きた心ここ地ちがしなかった。


    「ねえ、村むら埜の先生。正直に答えて、茜空さんに……何か変なことした？」


    　──ズキュン！


    　良二の心臓を良心の塊が貫いていく。


    　変なこと？　ええ、しましたとも。主にクズな兄さんが。そういや僕もテンパったときに、エロいことしてしまいましたね。生徒のアソコを舐なめるなんて、教師として最低です。はい。僕もクズ教師になってしまいました。もう、夜桜先生に会わせる顔がありません。さようなら、今までありがとうございました。


    　良二は頭の中で、瞬時に教師としての辞世の言葉を残した。


    　きっと静流は軽けい蔑べつするだろう。汚らしいものでも見るような目で、蔑さげすんでくるだろう。それも仕方のないことだ。なにせ自分は、史上最低のクズ教師なのだから──。


    「実はね、茜空さん。今週の頭からずっと学校を休んでいるの」


    「え？　それはどういう──」


    　良二はすぐに我に返った。どうやら話の流れが、自分の想定していた方向とは違う向きに動いているようだ。


    「それがわからないの。本人とは連絡が取れて、体調が悪いからって言うんだけど。たぶん、──違う気がする」


    　今日は水曜日だ。だからもう、三日も休んでいることになる。確かにちょっと重い風邪にかかったりすれば、三日くらいは休むだろう。そこはおかしくはない。


    　けれども、──何か嫌な予感がした。


    　担任である静しず流るが「違う気がする」と言うのなら、やはりその勘は正しいような気がする。


    　誠せい一いちも言っていた。「可能性を挙げるだけなら馬鹿でもできる。物事の陰に潜んだ違和感を見つけ出すことが、真実へとつながる」と。


    「それで、どうして僕に？」


    「手紙の件。中身は何か知らないけど、あれは茜あかね空そらさんにとって、大切なことだったんでしょう？　村むら埜の先生は、それを解決すべく頑張っていたんだよね？」


    　静流が真しん摯しな目で問いかけてくる。


    「えっ？　いや、あの……。どうしてそう思うんですか？」


    「そんなの……、わかるよ。村埜先生が自分の意思を押し通すときって、大抵そうだから」


    　良りよう二じはどう答えていいかわからなかった。確かにあのときは、優ゆう妃きが脅迫されているのではないかと思い、切迫していた。けれどもそれは良二たちの勝手な勘違いで、実際はそっけない彼氏の態度に悩む、年頃の女の子の恋愛相談だ。


    　教師と生徒の恋愛ということもあり、相談できる相手が誰もいなかったが、それほど奇異で大きな悩みというわけではない。


    　しかし同時に、優妃が学校に来ない理由にも、なんとなく想像がついた。


    『フラれたか。まあ、優妃にとってはそのほうがいい』


    　誠一が先に答えを言う。


    　──失恋。


    　多くの男女が一度は経験するだろう、そのつらい経験を、今現在優妃は味わっているのだ。だから学校を休んでいるのだろう。


    「……確かに僕は、茜空さんから、とある相談を受けていました。おそらくそれが絡んでいるんだと思います」


    「それって、担任の私にも言えないことなの？」


    「え～と、あの……、それなんですが……。茜空さんに、秘密にしておいてほしいと頼まれているので……」


    「そっか。それなら仕方ないね」


    　もう少ししつこく尋たずねてくるかと思ったが、静流はあっさりと引いた。


    「私が心配しているのは、茜空さんの安否だから。──実は、今から彼女の家に行くつもりだったの。でも、その前に村埜先生が何か知ってるかなと思って」


    　確かにその判断は正しかっただろう。実際、良りよう二じもその理由に行き着くことができた。


    「じゃあ、私が行くよりは、村むら埜の先生が行ったほうがいいかな？」


    「いや、それは──」


    　良二は反射的に拒否した。失恋が原因で寝込んでいるのなら、静しず流るのほうが適任だろう。静流が相手ならば、「あはははは。実は失恋しちゃったんだよね～。ごめんね、心配かけて」と優ゆう妃きは明るく言いそうなものである。


    　むしろ良二のほうが、この場合はどう接していいかわからない。優妃はそんな性格ではないとしても、「ムラノンブラザーズの言うとおりにしたら駄目だったみたい」と言われてしまったら、申し訳ない気持ちになるし、精神的に未熟な子供故ゆえに、良二たちに八つ当たりして、かえって自分の殻に閉じこもる可能性もあった。


    『おい、良二。毒ぶす嶋じまの名前は伏せて、恋愛相談を受けていたと伝えるくらいはいいんじゃねえか。秘密にしてって話は、恋愛相談の件じゃねえだろ？』


    「確かにそうですけど……」


    『杓しやく子し定じよう規ぎな奴だって、しゃもじを定規代わりにするくらいの応用力はあるんだ。それとも俺に代わるか？　おまえには今の優妃の扱いは無理だろ？』


    　胸が痛いくらいの正論だった。誠せい一いちも今回は、良二は適任ではないと判断している。


    「あの、夜よ桜ざくら先生。僕が茜あかね空そらさんから受けていた相談の内容なんですが……」


    「え？　言っちゃうの？　秘密なんでしょ？」


    「あ、いえ。秘密の部分は言いません。あくまで伝えてもいいと思う範囲でです」


    　良二の科白せりふに、静流は真ま面じ目めな表情となって、姿勢を正した。


    「うん、お願い。言える範囲で教えてくれないかな？」


    「はい。実は僕は、茜空さんから、……恋愛相談を受けていました」


    「……………………え？」


    　一拍おいて、静流の顔が間の抜けたものに変わる。


    「えっと、なんかリアクションがおかしくないですか？」


    「え？　そ、そうかな？　でも、だって、……恋愛相談なんでしょ？　どうして村埜先生にするの？　だって、ほら、村埜先生って、もっとも恋愛から遠い人じゃない」


    　──ぐさり！


    　鋭い刃が良二の心を貫いていった。


    



    　──もっとも恋愛から遠い人じゃない！


    　────もっとも恋愛から遠い人じゃない！


    　──────もっとも恋愛から遠い人じゃない！


    



    　静しず流るの声が、エコーのように響き渡り、その都度全身を貫いていく。もはやショックを受けすぎて、声すら出せない。


    『野郎、なんて女だ！　たった一言で良りよう二じのライフをゼロにしやがった！』


    　誠せい一いちはなぜかノリノリだった。


    「あ、ごめん。別に変な意味じゃなくてね」


    　ショックを受ける良二に気づいて、静流は慌ててフォローを入れはじめる。


    「単に意外だっただけで。ほら、村むら埜の先生って、恋愛のアドバイスなんてできる人に見えないでしょ？」


    



    　──恋愛のアドバイスなんてできる人に見えないでしょ？


    　────恋愛のアドバイスなんてできる人に見えないでしょ？


    　──────恋愛のアドバイスなんてできる人に見えないでしょ？


    



    　グサグサグサ！


    　さらに致命的なダメージを負う。傷口に塩を塗るとは、まさに今の状況のためにあるような言葉だった。


    『もうやめろ！　良二のライフはとっくにゼロだ！』


    　誠一は実に楽しげだった。


    



    「じゃあ、たまたま村埜先生が、二人が喧けん嘩かする現場に居合わせて、それがきっかけで恋愛相談を受けることになったと」


    　良二は魂たましいの抜けた表情でこくんと頷うなずいた。そんな精神状態でも言葉を紡つむぐことができたのは、誠一が言うべき科白せりふを教えてくれたからだ。良二は機械仕掛けの代弁者のように、誠一の言葉を音にして、しゃべっただけだった。


    「……おそらく、……失……恋」


    「失恋？　──ああっ、そっか。だから、茜あかね空そらさんは休んで……。だとしたら、無理に学校に連れてきても……。だけど、それじゃぁ。──ぁあああああああああっっ！　ど、どどどどどど、どうしよう!?　む、むむむむ村埜先生。私、こういう経験ないの！　どど、どうしたらいいと思うッ!?」


    　急に動揺しはじめた静流が、弾かれるように身を乗り出してきた。あわあわと口元が震ふるえている。


    『そういや忘れてたぜ。この地味眼鏡めがねのほうも、恋愛に関しては良二と同じで幼稚園レベルだったな。……最悪のコンビじゃねえか』


    　誠一の呆あきれる声をよそに、魂の抜けた良二を前にして、静流はパニックに陥っていた。


    



    　良りよう二じと静しず流るは話し合いの結果、二人で優ゆう妃きの住むマンションに向かうことにした。


    　静流の言葉にショックを受けていた良二だったが、今は驚くほど回復している。理由は単純明快だ。


    　静流と二人きりで優妃の家まで移動。それはすなわち、二人っきりでデートするようなものであり、そしたらそれはもうデートと言ってしまっても過言ではないわけで、つまりはデートだ！　やっほぉいいい！　という心境から、良二の精神は奇跡の復活を遂げたのである。


    『──っていうか、俺もいるんだけどな』


    「わかってますけど、折角の幸せな気分に水を差さないでください」


    　誠せい一いちの突っ込みに、良二は不機嫌に返す。


    『へいへい、わかってるよ。可愛かわいい弟が、惚ほれた女と一緒に出歩けるようになったんだ。俺もうれしいぜ』


    「ははははは。何を言ってるんですか、兄さん。僕は別に夜よ桜ざくら先生のことなんか──」


    『良二、おまえ。ここに来て、まだ誤ご魔ま化かせると思ってるのか？』


    　誠一がやれやれと言ったふうに、ため息を吐つく。


    「ここが茜あかね空そらさんの住むマンションみたいだね」


    　少し前を歩く静流が、前方のマンションを指さしながら言った。


    「……結構高そうなマンションですね」


    「うん。茜空さんは元人気モデルだから、自宅はあるけど学校から遠いって理由で、ここを購入したみたいなの。ちなみに自宅のほうだけど、ご両親は仕事で今は海外にいるらしいから、人に貸してるんだって」


    　高校生にもなれば、親元を離れて寮やアパートなどに住む生徒もいるが、優妃は自分で貯めたお金があったために、一室を購入できたらしい。


    「じゃあ、一人暮らしなんですね。でも購入ってことは、ずっと住むつもりなんでしょうか？」


    「どうなんだろう？　まだ将来の進路については話したことないから」


    『いや、なに言ってんだよ。金があるなら購入するのが普通だろ。そうして自分が住まなくなったら、賃貸として貸し出すか売りに出せばいい。不動産の基本だ』


    　誠一の指摘に、良二は言葉に詰まる。まだ賃貸暮らししか経験のない良二にとっては、未知の領域の話だ。


    　一階のセキュリティーで優妃の部屋の番号を押して、彼女に連絡をとる。向こうのモニターには、こちらの映像が映っているはずだ。


    　しばらくして、ゴトッという固い音が聞こえ、通信がつながる気配がした。


    「茜空さん？　私です。夜桜です」


    『……ああ、しずっち来たんだ。ごめんね、心配かけちゃったね。……あれ？　もしかしてオトノン？　なんでいるの？』


    「す、すみません。僕もいろいろと気になったんで……。あの、邪魔なら帰ります」


    「え？　村むら埜の先生、ちょっと待ってよ。私ひとりにしたら、来た意味ないでしょ？」


    　静しず流るが悲鳴のような声をあげる。


    『……ごめん、しずっち。せっかく来て……くれたけど、……ぐすっ、……オトノンと……二人で、ううっ、……話が……したいんだ』


    　音声の向こう側から、湿った声が聞こえてくる。泣いているのは明らかだった。


    　良りよう二じと静流は顔を見合わせる。二人が想像していた以上に、心の傷は深いのかもしれない。


    「村埜先生、お願いしていいかな？」


    「──はい。わかりました」


    　さすがの良二も、未経験や不慣れを理由に拒否できるような雰ふん囲い気きではなかった。良二は力強く頷うなずくと、優ゆう妃きが開けたセキュリティーのドアを通って、彼女の部屋へと向かった。


    　部屋の前のインターホンを押して、再度来訪を告げると、「鍵は開いてるから」という素っ気ない返事が返ってきた。「お邪魔します」と言いながら、ドアを開けて中へ入る。


    　部屋の中は優妃の性格を表わすように開放的で、センスのある鮮やかなインテリアで彩いろどられており、全体的に上品な感じがした。


    「ごめんね。不細工な顔見せちゃうけど」


    　ブルーのキャミソールにオレンジの短パンを穿はいた優妃が、寝室らしきところから姿を見せた。


    　たくさん泣いたのだろう。その輝く星空のようだった瞳ひとみは憔しよう悴すいに濁っており、目の下のクマと泣き腫はらした目が、悲壮感を漂わせている。だが髪の毛は湿っていて、ちゃんと風呂には入っているようだ。


    　──いや、おかしい。良二はすぐに違和感を覚えた。


    　今現在湿っているということは、ほんの少し前まで、お風呂にいたことになる。失恋して学校を休むほど憔悴しきっていた優妃が、今の今まで風呂に入ったりするだろうか。


    「オトノン……。あたし、……あたしね。──うわぁああああああああああああんんんっ」


    　堪こらえきれず慟どう哭こくの声をあげる優妃が、激しい感情をぶつけるような勢いで、良二の胸に飛び込んできた。悲痛に歪ゆがむ顔を押しつけながら、恥も外聞もなく泣きじゃくっている。


    「すみません、茜あかね空そらさん。僕が至らなかったばかりに……」


    「ち……う、の」


    「え？」


    「違うの。そうじゃ……ない、の。あたし……ね、もう汚れちゃった。知らない……男たちに、……エッチな……ビデオを……。うわぁああああああんん！」


    　良二は鈍器で頭を殴られたような衝撃を受けた。今、なんと言った？　……汚された？　知らない男たち？　ビデオ？


    　最悪の想像が脳裏を過よぎる。自分は何かまた、致命的な間違いを犯していた。そうだ。優ゆう妃きは強い女の子だ。失恋が原因で、何日も学校を休むはずがない──。


    『良りよう二じ、落ち着け。優しく抱き締めてやれ。相手の呼吸に呼吸を合わせるんだ。辛抱強く、優妃が話すのを聞いてやれ』


    　誠せい一いちが淡々と指示を飛ばす。兄も今の状況が普通でないことを感じ取っているようだ。


    「茜あかね空そらさん。ゆっくりでいいです。自分の呼吸でいいので、何があったかを教えてくれませんか？」


    



    　──その日は珍しく、毒ぶす嶋じまのほうから会いたいと連絡があったらしい。


    　優妃は誠一からセックステク以外にも、自然にスキンシップをとる方法も教わっていて、毒嶋の部屋に行った際に、それを実践していた。


    　けれども毒嶋は嫌がるような態度を見せたので、優妃は意い気き消しよう沈ちんしたまま家に帰ったのだが、その翌日に毒嶋から連絡が来たのだ。


    　毒嶋と外で会う行為──つまりデートは久しぶりだったため、あれこれと楽しみにしていたのだが、合流した毒嶋が向かった先はラブホテルだった。


    　正直、驚きと戸惑いはあったが、これは絶好のチャンスだと思った。毒嶋と結ばれることができれば、きっと彼も優しくなってくれるだろう。


    　意を決して、優妃はラブホテルに入っていく。毒嶋はラブホテルに入るのは初めてだったらしく、いろいろと手こずっていた。前に誠一と来たことのある優妃は、なんとなくやり方はわかっていたので、それとなく教えてあげた。


    　部屋に入った毒嶋は、持っていた紙袋の中から黒い下着を取り出した。以前、優妃が購入したセクシーなもので、毒嶋の家に置いていたものだ。


    　優妃としては置き場に困るものの、持って帰るつもりだったが、毒嶋が置いて帰るよう強要したのだ。だから毒嶋がそれを持っていることは不思議ではない。


    　優妃は言われるままその下着に着替え、ベッドに上がったが、次に毒嶋が出してきたのは拘こう束そく具ぐだった。毒嶋の持っているエッチな漫画本などで見たことはあるが、実際に目にするのは初めての経験だ。


    　良二たちに相談していたときに、毒嶋が特殊な趣しゆ味み嗜し好こうを持っている可能性の指摘は受けていた。そこで、それとなく毒嶋のコレクションを調べたところ、いわゆる凌りよう辱じよくものというジャンルに傾倒しているように思えた。


    　その意味では、毒嶋が拘束具を出してきたことは、それほど予想外でもなかったが、抵抗がなかったと言えば嘘うそになる。けれども誠一との特訓で、覚悟を決める下地はできていた。


    　後ろ手に両手を固定され、足も棒状のものに固定される。口には穴の開いたボールをはめ込まれ、目隠しで視界を奪われた。


    　恐怖と不安を覚えたものの、これから毒ぶす嶋じまと結ばれるのだと思うと、じんじんと痺しびれるような興奮が湧わき上がってきた。


    　だが──、


    　ガチャリとドアが開く気配。そして複数の足音が響いてくる。


    「んんん!?」


    　優ゆう妃きは「なに？」と問いかけたつもりだったが、口くち枷かせのせいで明めい瞭りような言葉にならない。


    「うひょ～っ！　現役ナマＪＫだぁ～！」


    「拙せつ者しや、感動でござる！」


    「ＺＡＫＵさんて、マジでリア充だったんですね！」


    　ＺＡＫＵとは、毒嶋が使っているハンドルネームだ。毒嶋は現実では友人の類たぐいはいないが、ネットの世界では何人か友人と呼べる仲間がいた。


    「ぐふふふっ。げ、現実の女なんて、く、糞くそゲー以下だよ」


    　毒嶋の余裕ぶった声が聞こえる。彼にとって、この状況は想定外ではないらしい。いや、それどころか、信じたくはないが、彼らを呼んだのは毒嶋本人の可能性が高い。


    「ＺＡＫＵさんの科白せりふが遊び人っぽい！」


    　そしてゲラゲラと笑う複数の声。対照的に、優妃の気持ちは暗く陰いん鬱うつな海に沈んでしまいそうになっている。


    「でも、ＺＡＫＵさん。これ、マジっすか？　本当に好きにしていいんすか？」


    「も、もちろんさ。ぼ、僕の彼女だから、僕の言うことは、な、なんでも聞くんだ」


    「んんんっ！」


    　優妃は首を振って拒絶の意思を示す。毒嶋のことは好きだが、見ず知らずの男たちに体を触られるのは我慢できない。


    「なんか嫌がってるみたいでござるが？」


    「お、お仕置きだから。う、裏切り者の糞ビッチは、き、きちんと躾しつけないと」


    「俺はどちらかというと無理やり系が好きかな」


    「出た！　ＤＯＲＡさんの鬼畜発言」


    　再び爆笑が耳じ朶だを打つ。


    「しかし、本当に美しい体でござる」


    「俺もう、我慢できないよ」


    「触ってもいいっすか？」


    「も、もちろん。だけど、ほ、本番はなしだぞ。……お、おい。優妃！　おまえは、ぼ、僕の彼女なんだからなっ！　ぼ、僕に恥をかかせるなよ！　こ、これからも僕の彼女でいたいんだろ？　ビ、ビデオにも撮ってるからな！　へ、下へ手たに逆らうと、学校中に動画を、ば、バラまくぞ！」


    　毒ぶす嶋じまが絶望の科白せりふを浴びせる。それを皮切りにして、男たちが優ゆう妃きに襲いかかってきた。


    　持って生まれた美しさを、努力によって継続している麗うるわしさを、まっすぐな一いち途ずな精神を、顔も知らない男たちが、ゴツゴツした手で、ぬめぬめした舌で、無残にも汚していく。


    「んんっ！　んんんんんんんんんんんんんんんんんんんっっ!!」


    　優妃のくぐもった絶望の悲鳴が、空しく部屋に響き渡った──。


    



    「酷ひどい。なんて、ことを……」


    　優妃から話を聞いた良りよう二じは、不快感と激怒の感情で表情を歪ゆがめた。彼氏なのに、好きな相手のはずなのに、どうして恋人が嫌がるようなことを平気でできるのか。


    　それ以前に毒嶋は教師だ。生徒に対する行為としても、非道極まりない。クズを通り越して、ゲスの所業だ。絶対に許すことはできないと思った。


    「オトノン。あたし、これからどうしたら……」


    『ビデオの件はなんとかなるぜ。「暴き屋」に依頼すれば、半日でしかるべき対処をしてくれるはずだ』


    　暴き屋とは、クラッキングや不法侵入などをして、イリーガルに情報を入手してくる裏社会の人物らしい。姫ひめ園ぞの雅みや琵びの痴ち漢かん冤えん罪ざい事件の際も活躍し、冤罪被害者たちと痴漢団体が同一であった事実を突き止めた。


    　情報を入手できるということは、同時に情報を消す行為もできることを指す。物理媒体のビデオを処分し、データを消し去ることも可能なのだろう。


    「ビデオの件は心配しないでください。兄さんの知り合いに、その手の専門家がいます」


    「え？　消せるってこと？」


    「ええ。だから、心配しないで」


    「でも、そのことがバレたら、……あたし、いーちゃんに嫌われるかも」


    　良二は愕がく然ぜんとした。予想外の科白に、頭の回転が追いつかない。


    「嫌われるかもって……、毒嶋先生は茜あかね空そらさんに、あんな酷いことをしたんですよ!?　それなのにまだ──ッ!?」


    「……オトノンの言うことはわかるよ。あたしも何度も嫌いになろうとした。だけど、──できなかったんだ！」


    　それはどこか悟ったような、悲痛な独白だった。


    「馬鹿だね、ほんと。……たぶん、いーちゃんは、あたしのことは好きじゃないんだと思う。あんなに酷いことされたんだ。普通なら嫌いになるのが当然だよね？　……でも、どうしてもできない。できないんだぁあああああああっ!!」


    　再び優妃がボロボロと涙を流す。おそらく彼女はこの三日間、迷って迷って考え抜いて、嫌いになろうと努力をして、それでもやっぱり気持ちを変えることができなかったに違いない。


    『別れるよう言え、良りよう二じ』誠せい一いちが鋭く言い放つ。『このままじゃ、不幸になるのは目に見えている。こういった行為はどんどんエスカレートしていくぞ。優ゆう妃きみたいないい女が、苦労してまで付き合う価値のある奴じゃねえ』


    　良二は目を閉じた。優妃の一いち途ずな想いは尊重したい。何が幸せかは本人が決めることなので、口出しするのはどうかと思っている。だけど──。


    　今回ばかりはあまりにも度を超していた。もはや個人の恋愛相談ではなく、犯罪の領域だ。このまま優妃を放っておくことなどできない。


    「茜あかね空そらさん。兄さんと僕で意見が一致しました。毒ぶす嶋じま先生とは別れるべきです」


    　しかし優妃は良二の腕の中、激しく頭を振った。


    「わかってる。わかってるよ！　……だけど、気持ちがそうならないの！　理屈じゃないんだよ！　好きって気持ちが消えてくれない！　嫌いって気持ちが生まれてくれないのっ！　……苦しいよう、……苦しいよう」


    　──人を好きになる気持ちは、どうしてこうもままならないものだろう。


    　確かに優妃の言うとおりだ。心は理屈じゃない。優妃が毒嶋を好きになった理由は、他人には到底理解できないものかもしれない。


    　同時にそれは、理屈でどれだけ説明しても、好きという気持ちを変えることができないことを示す。


    　優妃の純真な想いは、これからどこに向かうのだろう？


    『良二。大人と子供の最大の違いは、なんだかわかるか？』


    　唐突に誠一が尋たずねてきた。誠一が何かを諭すときのパターンだ。単純な一般論を聞いているわけではないだろう。おそらくは──。


    「未来を知っている、ですか？」


    『そうだ。子供は目の前のことがすべてで、それ以外に生き方があることを知らない。ひとつの恋が終われば人生が終わったように感じ、受験に失敗すれば未来がないように考え、真ま面じ目めに勉強して将来得る高収入よりも、雀の涙ほどの低賃金しか出ないアルバイトに時間を費やす。だが大人は子供の頃の感情を知ったうえで、その先の未来を見ているから、適切なアドバイスができる』


    　誠一の言うことはわかる。優妃にとっては毒嶋との恋愛が世界のすべてだ。でも、それはおそらく違う。この恋は数多くある恋愛物語のなかの、ひとつでしかない。


    　恋愛経験のない良二でも、それくらいは知っている。でも同時に、優妃の気持ちも理解できた。今の良二にとって静しず流るは世界のすべてだ。それが否定されたら、──理性を保てる自信はない。


    　だからこそ、導いてやる存在が必要なのだ。本人が閉じこもっている世界が、それだけではないと教える存在が──。


    「茜あかね空そらさんは努力家なんですよね？　元モデルですし、今もそのプロポーションを維持している。毒ぶす嶋じま先生の気を引こうと、いろいろ頑張って、一生懸命やっていました。──だから、できるはずなんです。嫌いなるための努力も」


    「……オトノン？」


    「今はまだ時間がかかるかもしれません。ですけど、きっと茜空さんならできます」


    「……できる……のかな？」


    　優ゆう妃きが不安げに、けれども何かに気づいたように呟つぶやいた。


    「はい。まだ恋愛相談は継続中です。僕では頼りないかもしれませんが、兄さんもいます。今度は嫌いになるための努力をしましょう！」


    



    　優妃の住むマンションを後にした良りよう二じは、すぐさま聖せい実じつ館かん高校へと戻った。毒嶋の居場所を確認するや、彼が教鞭を執る教室のドアを開け放つ。


    　今は授業中だが、生徒たちに人気のない毒嶋の授業を聞いている者は半数以下だった。


    　それでも闖ちん入にゆう者しやの登場は皆の興味を引くのには充分だったらしく、生徒たちは何事だろうといった視線を、良二に向けてきている。


    「キモ眼鏡めがね、どうしたんだ？」


    　真ま面じ目めに授業を受けているグループにいた姫ひめ園ぞの雅みや琵びが、驚いた声を漏もらす。良二はちらりとそっちを見ただけで、ツカツカと毒嶋の前に立った。


    「大事な話があります。今すぐ、来ていただけませんか？」


    「あ、……うっ。で、でもぉ……今は、じゅ、授業中だしぃ～」


    　ガマガエルのようなこもった低い声で、毒嶋が拒絶の意思を示す。口からヘドロのような臭いがして、わずかに良二の顔を顰しかめさせた。


    「それを承知のうえでお願いしているんです！」


    　良二は有無を言わさぬ勢いで、毒嶋の腕を掴つかむと、そのまま教室を後にする。


    



    「え？　なになに？　どうなってんの？」


    「まさか、オタク対決？　フィギュアを巡ってバトルとか！」


    「つーか、キモ眼鏡って、あんな性格だっけ？」


    「ほら、キモオタって内弁慶っていうじゃん。オタク同士なら強気に出れるんじゃない？」


    　良二が去った後の教室は騒然となっていた。自然、「見に行こうぜ」という声も出てくる。


    「ほら、みんな。まだ授業中だよ。突然でごめんだけど、毒嶋先生は用事ができたから、自習にしてほしいの」


    　良二たちと入れ替わるようにして、静しず流るが姿を現す。良二から、生徒たちが野次馬根性でついてこないようにと、牽けん制せい役を頼まれたのだ。


    「おおっ！　静しず流るちゃんだ！」


    「夜よ桜ざくら先生が授業してくれるんですか？　でも、今は物理ですよ？」


    　本人は無自覚だが、静流は男女問わず生徒たちから結構高い人気を誇っている。撫なで子こと違い、アイドルっぽさはないが、清せい楚そで初心うぶで真ま面じ目めな年上の女性という、ある意味人気のポジションに収まっていた。


    「えっと、私は、その……自習を見守るっていうか。物理はずっと苦手科目だったから、みんなのほうが得意かも。あはははは……」


    　生徒たちは「意味ないじゃん」とか「おもしろそうだから授業してみてよ」など好き好きに言うが、完全に〝良りよう二じたちの後をつける〟という思考はなくなっていた。


    



    　毒ぶす嶋じまを連れた良二は、今は人ひと気けのない屋上へ向かう階段の踊り場で、毒嶋の腕を放した。


    「な、なんだよ!?」


    　毒嶋は露骨に不機嫌な表情をするが、その声には覇は気きはなく、うっかりすると聞き漏らしそうになる。


    「毒嶋先生！　あなたは教師として最低です！」


    「──ひぐっ！」


    　良二の剣けん幕まくに毒嶋は露骨に怯おびえた表情となった。落ち着きがなく視線を左右に彷徨さまよわせる。


    「な、なんだよ。突然。わ、わけがわかんない……だろ？」


    「茜あかね空そら優ゆう妃きさんの件と言えば、わかりますか？」


    　突如、毒嶋は動揺したように目を見開いた。窪くぼんだ目の奥が、爛らん々らんとした光を放つ。


    「──ど、どういうことだよ！　お、お宅には、か、関係ない……だろ!!」


    「関係あります！　大切な生徒です！」


    　良二の真しん摯しな声が響き渡る。毒嶋は雷にでも打たれたみたいに、びくりと全身を震ふるわせた。だが──、


    「ぐふっ、ぐふふっ、ぎっ、ぎっ、ぎっ」


    　ややあって毒嶋が奇妙な音を漏もらす。一瞬なんの音かわからなかったが、それが彼の笑い声であることに気づいた。


    「ぐふふふふっ。大切な生徒……か。ぐふふふふっ、な、なんだよ。え、偉そうなことを言って……け、結局は、それかよ」


    　醜みにくい深海魚みたいな顔をさらに歪ゆがめて、毒嶋が心底馬鹿にしたように言う。


    「お、お宅も……あ、あの性悪ビッチに、だ、騙だまされたん……だ!!　た、誑たぶらかされて……いるのさ！　あ、哀れだなぁ、も、モテない男は！　ぐふっ、ぐふふふふっ！　ぎぃひひひひひっ!!」


    『良二よ。とりあえず、ぶん殴れ。こいつは存在自体が生理的にムカつく』


    　誠せい一いちが左の手のひらに右の拳こぶしをぶち込みながら言う。しかし、その美少女フィギュアの動きが見えるのは、良りよう二じだけだ。


    「ちょっと待ってください。騙だまされてるって、どういうことですか？」


    「ぎぃひひひひひっ！　そ、そのままの意味……さ。あの優ゆう妃きとかいう、糞くそビッチは……、ぼ、僕たちみたいな……、も、モテない男を騙して、か、からかって、ば、馬鹿にしてるんだ！　む、村むら埜の良二！　お、お宅も被害者なん……だよっ！　か、可愛かわいい見た目に、だ、騙されて……、か、勝手気ままに振り回されて……、み、惨みじめだよなぁ!!」


    　一瞬、何を言われたのか理解できなかった。けれども、その言葉の意味が脳に染みこんでいくにつれて、沸ふつ々ふつと怒りが湧わき上がってくる。奥歯と美少女フィギュアを握る手に、ギリリッと力が入った。


    「あなたはそれでも教師ですか！　彼女はそんな生徒じゃない!!」


    「か、可か哀わい想そうに……。そ、そんな生徒じゃない……だってぇ？　ぎぃひっ、ぐっふっふっ。お、お宅はいったい、あの糞ビッチの、な、何を知ってるんだ？　か、可愛くて若い女に、う、生まれて初めてちやほやされて、……う、有頂天になってるだけさ。そ、それとも何か？　じ、自分だけは、と、特別だとでも？」


    　ねちねちと痰たんが絡みつくようなしゃべり方に、不快物質が溜たまっていく。


    　あの優妃が、きらきら輝いていて、自分をしっかり持っていて、一いち途ずな想いを抱いだく少女が、他人を騙すなんてことはあり得ない。


    　それなのに、それを、彼氏である毒ぶす嶋じまが口にすることが堪たまらなく不愉快だった。


    「そんなふうにしか茜あかね空そらさんのことを見れないから、あんな酷ひどいことができるんだ！　自分の恋人を複数の男たちに悪戯いたずらさせてビデオに撮るなんて、犯罪じゃないですか！」


    　小馬鹿にするような表情を浮かべていた毒嶋が、心外だと言わんばかりに醜みにくく歪ゆがめられる。


    「は？　な、なんだよ、それ？　し、知らない。そ、そんなこと、す、するわけない……だろ？」


    「え？　だって、茜空さんが……」


    「だ、だから、騙されてるん……だよ！　な、なら、そのビデオはどこにあるん……だ？　しょ、証拠は？　一方的にぼ、僕を悪者扱いして！　ど、どうせ僕が……キモいから、だろ？　さ、差別だろ、それ!?」


    『なに言ってんだ、こいつ。人は見た目が八割。アメリカで行われた陪審員制度の調査では、見た目と量刑には相関があることがわかっている。不細工は悪で、美人は正義。世界の常識だろうが』


    「いや、そこで兄さんの偏かたよった発言を聞くと、逆に不安になるじゃないですか!?」


    『待て、良二。下に誰かいる！』


    　誠一の鋭い声に我に返った良二は、すぐさま下のほうへ視線を向けた。ここからは姿は見えないが、いる可能性は否定できない。内容が内容なのだ。第三者に話を聞かれるのはマズい。


    　良りよう二じは無言で下りていくと、そっと廊下を覗のぞき込んだ。


    　そして、その人物と目が合う。


    「うおっ！」


    　ビクリと仰のけ反ぞったのは、燕子花かきつばた撫なで子こだった。いつもの天てん真しん爛らん漫まんで向日葵ひまわりのように咲く顔は、まるで別人のように険けんを含んでいる。


    「うん？　あれ？」


    　気のせいかと思い、良二は目を瞬まばたかせた。さすがに今のヤクザのような形相は、普段の撫子のイメージからは想像もできない。


    「ど、どうしたんですかぁ？」


    　撫子がうるうるとした表情で、上目遣いに覗き込んでくる。いつもの女子力の高い撫子だ。さっきのは目の錯覚だったのだろう。そういや「うおっ！」とか、おっさんの悲鳴みたいな音も聞こえたような気がするが、それも勘違いに違いない。


    「燕子花先生。いつからそこにいたんですか？」


    「いつからっていうか、今ですよ。なんか怒鳴っているような声が聞こえたので、気になって。怖いけど、勇気を振り絞って近づいたんですぅ。そしたら村むら埜の先生が現れて──。どうかしたんですか？」


    　撫子は上目遣いのまま、器用に首を傾けて尋たずねてきた。


    「えっと、それは……、あの」


    　良二が返答に困っていると、不意に毒ぶす嶋じまが動く気配がした。良二の脇わきを駆け抜けると、階下へと走り去っていく。


    「あっ、待ってください！」


    　良二は制止の声をかけたが、当然ながら毒嶋の足を止めることはできなかった。


    



    　　　※　※　※


    



    「いーちゃん！」


    　太陽みたいに輝く彼女の笑顔を見るたびに、天にも浮かぶような幸福感を覚えていた。


    　なんでもない仕草に痛いくらいに心臓は脈打ち、全身に勢いよく血液を送り出す。耳まで焼けるように熱くなり、震ふるえる指先は汗でべっとりとなる。


    　僕の彼女。


    　僕の女神。


    　僕のすべて。


    　だけど──。


    　それを目撃したのは、単なる偶然だった。


    



    　彼女に幻滅されたくなくて、自分なりにデートの下調べをするのが、最近の日課みたいなものになっていた。いつもは行かないような若者の街に繰り出し、ネットを見ただけではわからない情報を確かめていく。


    　ふと僕の耳に、甘い蜜のような声が聞こえてきた。


    　どくんと心臓が高鳴った。聞き間違えるはずがない。彼女の声だ。


    　今日は用事があると言っていたが、なんたる偶然だろう。


    　喜び勇んで彼女の姿を捜す。


    　いた。彼女だ。


    　──そして彼女は、若い小洒じや落れた感じのイケメンと楽しそうに歩いていた。


    　僕が知ってる相手。彼もまた僕の教え子のひとりだった。


    「……ごっ、……ぐがぁっ、……あっ？」


    　奇妙な音が口から漏もれるのが自分でもわかった。一気に血の気が引いていく。地面が消えたように、ぐらりと重心が不安定になる。


    　信じられなかった。


    　嘘うそだと思った。


    　だが、愛する彼女の姿を見間違えることなど、絶対にあり得なかった。


    　胸の奥が爛ただれたような痛みを発する。肺が押し潰つぶされたように、呼吸をするのさえ苦痛に感じた。


    　──彼女は、ほかの男とデートしていたのだ。


    　単なる男友達に違いない。


    　そんな逃避した思考を、すぐさま自分自身で否定する。


    　本気で愛した相手だからこそ、理解できる。


    　あの甘えるような笑顔も、指先を交差させてつなぐ手も、弾むような足取りも、一度も僕に向けられたことのないものだ。彼女の本命は、彼に違いない。


    　ショックで自我が崩壊しそうになった。カラフルだった風景が、ガラガラと廃はい墟きよのように崩れ落ちていく。


    　それでも僕は、何かを期待していたのだろうか？　そのまま失意のうちに立ち去るようなことはせず、まるで背後霊のように、未練がましく彼女の後をつけはじめた。


    　ごくごく普通のカップルのデート。ただひとつ違うとすれば、それが自分の彼女とほかの男という点だ。


    　そして僕の絶望をあざ笑うかのように、二人は黄昏たそがれの路地裏に入っていき、艶あでやかなネオンが彩いろどる卑ひ猥わいな建物の中へと消えていった。


    「いーちゃん、あたしね。いーちゃんとは、まだプラトニックな関係でいたいの。いいよね？」


    　恥じらうような申し訳なさそうな表情で言う彼女の顔が思い出される。


    　同時に、その本当の意味も理解した──。


    



    「いーちゃん、どうしたの？　元気ないじゃん」


    　次の日。心の整理がつかないまま、喫茶店で彼女と会うことになった。


    　何も知らない彼女は、さも心配しているような表情で首を傾かしげてくる。その男心を擽くすぐるような動きも、計算されたあざとい演出なのだろう。


    　僕は押し潰つぶされそうな精神の苦痛に耐えかねて、彼女の浮気──いや、本命とのデートの件を話した。


    「あはははは。なに、それ？　見間違いじゃないの？」


    　惚ほうける素振りを見せた彼女へ、証拠の写真を突きつけた。そこには楽しげにデートする彼女の姿や、ラブホテルに消えていく後ろ姿まで映っている。


    　それを見た彼女の表情が、徐々に強こわ張ばっていく。乾いたように光を失った瞳ひとみは、興味が失せたとばかりに、投げやりな感情を剥むき出しにしていた。


    「……キモ。なにそれ、ストーカーじゃん。マジできしょいんだけど」


    　その瞬間、彼女の演じ続けていた仮面が剥はがれ、ぞっとするほど冷淡で無愛想な素顔が現れる。仰のけ反ぞるようにして、彼女は椅い子すの背もたれに乱暴に背中を預けた。不機嫌そうに舌打ちすると、不快感に醜みにくく歪ゆがんだ顔を向けてくる。


    「あ～あ、くそっ！　あと少しでゲームに勝てたのに、あたしの負けかよ。つーか、あたしがあんたのために費やした貴重な時間をどうしてくれんだよ。ああッ！」


    　彼女が苛いら立だたしげに僕の脛すねを蹴けり上げてきた。恋した相手のあまりの豹ひよう変へんぶりに、驚きよう愕がくするとともに恐怖に駆られる。ただでさえ威圧的な相手は苦手なのに、今まで築き上げてきた関係のぶんだけ、精神的なショックも大きい。


    「つーか、ゲームのためとはいえ、あんたみたいなキモくて臭くて、糞くそつまんねぇゴミ相手に、笑顔を振りまいてたあたしってすごくね？　アカデミー賞ものじゃん」


    　後になって知ったことだが、彼女は仲間とのゲームで、僕からいくら金を貢みつがせることができるか、何日性欲を我慢できるかなど、賭かけをしていたらしい。


    　少し考えればわかることだ。僕みたいなキモくて不細工な存在を好きになるような女子高生なんているはずがない。


    　情けなくて、恥ずかしくて、愚かしくて、僕は震ふるえるように涙を流した。


    　彼女は散々僕を貶けなす言葉を吐き続けると、心底見下すような冷たい視線を浴びせて、喫茶店を後にする。


    　その後は、どんなふうにして家に帰ったかも覚えていない。靄もやのかかったような思考で、機械的に玄関のドアを開ける。


    「おせーぞ、キモオタ。何してたんだよ？」


    　目の前には醜みにくい冷笑を浮かべる彼女の姿があった。驚きのあまり声すら出ない。麻ま痺ひした頭で、合い鍵を渡したままだったことを思います。


    「お帰り、いーちゃん。おまえのイカくさいお人形を借りてるぜ」


    　奥のほうからイケメンの男子生徒が姿を現す。彼女の本命だ。それ以外にも、数人の男女の姿が目に入った。全員が僕の教え子で、彼女と仲のよい連中だ。


    　イケメンの教え子が、僕の大切にする美少女フィギュアを乱雑に扱っている。反射的に「返せ！」と叫んで、部屋の中へ駆け込んだ。


    「臭えよ！　近寄ってくんなッ！」


    　怒声とともに蹴けりを入れられる。腹部に突き刺さる激しい痛みに思わず蹲うずくまった。


    　そんな僕の苦しむ姿を見て、教え子たちがはしゃいだ笑い声を漏もらす。彼女も手を叩たたいて、笑っていた。


    　弾けるような怒りが芽生えた。絶対に許さない。仕返しをしてやる！


    「……ぐぅ、……な、なんで僕の部屋に？」


    「なんでって、決まってんじゃん。新しいゲームをはじめるんだよ。よかったね、いーちゃん。あたしみたいな美人に、これからもかまってもらえてさ」


    　──それからが僕の人生にとって、本当の地獄のはじまりだった。

  


  
    



    



    



    第五話　やられたらヤリ返す！


    



    　良りよう二じは旧校舎の四階の教室から、遠くの街並みを眺めていた。優ゆう妃きがよく見つめていた風景。無性にそれが見たくなったのだ。


    『変なことを考えるなよ、良二。おまえが迷ってどうするよ』


    　相変わらず人の心を見透かしたように、誠せい一いちが話しかけてくる。


    「わかっています。だけど確かに僕は、偏見と差別でモノを見ていたのかもしれません」


    　良二の頭には、毒ぶす嶋じまが言った言葉がずっと引っかかっていた。


    　──毒嶋はキモくて不細工だから悪者として扱われ、優妃のような美女は善人として扱われる。


    　良二もどちらかと言えば、毒嶋のような扱いを受けていたので、彼の気持ちが理解できないわけではない。また同時に優妃が嘘うそをついているとは思いたくないし、彼女はそんな子ではないと信じている。


    　それなのに毒嶋という人間を悪だと決めつけ、彼の言い分や考えも聞かず、一方的に断罪してしまったのは何な故ぜだろう？


    　キモオタと生徒たちから蔑さげすまれる良二にも心はある。それと同じく、毒嶋にも心があるはずだ。彼が優妃をどのように思っていて、どんな関係を望んでいて、どうして優妃が悲しむような仕打ちをするのか、それを知る必要があるのではないか？


    　そんな想いが、良二の考えを迷わせていた。良二はその迷いを、美少女フィギュアとなった誠一に吐と露ろする。


    『良二。「藪やぶの中」っていう小説がある。知っているか？』


    「あ、名前だけなら」


    『読んでないのかよ、まったく。おまえはもう少し教養を身につけろ。芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけの作品だぞ』


    　呆あきれたように言う誠一の科白せりふには、どこか懐なつかしい温かさを感じる。


    『どんな話かといえば、殺人事件が起こるんだが、その証人から一人ずつ話を聞くんだ。だが話す人間によって、微妙に内容が食い違っていて、必ず誰かの証言と矛む盾じゆんが出てきてしまう。誰か一人の話を聞いていても、真実にはたどり着けないという教訓じみた話さ』


    「今回の件と似てるかもしれませんね。それでその小説では、真実をどうやって突き止めるんですか？」


    『いや、そのまま放置だ』


    「え？　いいんですか？　そのオチで!?」


    『だから、「真相は藪の中」って言葉があるんだろ？』


    　誠一は肩を竦すくめるようにして言った。その言葉だったら良二も耳にしたことがある。


    「……毒ぶす嶋じま先生は否定していましたが、ビデオの話は本当でしょうか？」


    『俺は本当だと思うぜ。まあ、その答えはすぐにわかるさ。ビデオは藪やぶの中でなく、精密機械の中にあるんだからよ』


    　すでに暴き屋には依頼をしている。実は毒嶋にビデオのことを話したのも作戦のうちで、家以外の場所にビデオやデータがある場合、動揺した毒嶋の行動をトレースすることで、それを発見できるというのだ。


    「そのビデオが実在するのだとしたら、毒嶋先生は、どうして茜あかね空そらさんにあんな酷ひどいことをしたんでしょう？」


    『理由はいくつかあるな。単にそういう趣しゆ味み嗜し好こうだったとか、金儲もうけのためとか、優ゆう妃きを脅おどして関係を続けるためとか、仲間内での交渉の材料に使うとか』


    「……最後の意味がわからないです」


    『早い話が性接待さ。ヤクザあたりがよく使う手だ』


    「どちらにしても、茜空さんの気持ちを無視している。好きでないのなら、きっぱりとそう言って、付き合わなければいいのに！」


    『馬鹿か、おまえ。優妃みたいないい女に言い寄られたら、好きでなくともキープしておくもんだろ？　金もかからず束縛もせず、趣味を尊重し日本一の尻しりを持つ。最高じゃねえか』


    「兄さんに聞いた僕が馬鹿でした……」


    　そのときだ。良りよう二じのスマホが音を鳴らし、メールの着信を告げる。暴き屋からの依頼完了の連絡。中身を確認した上で、物理媒体とデータ媒体のビデオの消去に成功したらしい。


    　男たちに悪戯いたずらされる優妃のビデオは、やはり存在したのだ。


    　これで嘘うそをついていたのは毒嶋だったことが確定した。けれども良二は、どこかしら引っかかるものを感じていた──。


    



    　次の日、明らかに毒嶋は挙きよ動どう不ふ審しんだった。物言いたげな表情を良二に向けてきては、すぐさま思い直したように目を逸そらしてくる。


    「明らかにこちらを意識してますね。ビデオの件を訊きかれたら、どうしましょう？」


    　良二はこそこそと誠せい一いちに話しかけた。一時間目の授業のない良二と毒嶋は、職員室で互いに意識しながらも、知らないふりを決め込んでいる。


    『落ち着けよ、良二。向こうは「そんなものは知らない」と言い切ったんだ。自分から言えるわけがねえ。ほかにデータを隠していなかったようだし、交渉材料カードが何もない状態だ。どんと構えてろ』


    　誠一はケラケラと笑うが、人の悪意に慣れてない良二は、悪いのは毒嶋のほうだと理解していても、どうにも罪悪感を刺激され落ち着かない気持ちになる。


    　チャイムが鳴り、休み時間に入った。さっさと職員室を立ち去りたい良二は、ここぞとばかりに早めに教室へと向かう。


    「あ、村むら埜の先生」


    　胸に教科書を抱き締めた静しず流るが、良りよう二じの姿を見つけるや、トタトタと駆け寄ってきた。濡ぬれ羽色の長い髪と、若草色のロングスカートが揺らめき、彼女の弾んだ気持ちを演出する。


    「はぅわ～、夜よ桜ざくら先生」


    　途端に良二は幸せな気持ちになった。幸福感から、だらしない表情となる。静流が側そばにいると流れる、春の日差しのような穏やかで暖かい至福の刻。


    　最近は誠せい一いちのせいで、ずっと失われていたそれが、ようやく戻ってきたのだ。胸に熱いものが込み上げてくる。


    「昨日は、いろいろとありがとね。村埜先生が頑張ってくれたおかげで、茜あかね空そらさん、学校に来てくれたよ」


    　静流が自分のことのように喜んで言う。その笑顔を見るだけで、良二はほかに何もいらないと思った。


    「なんとなく普通の恋愛相談じゃない気がするけど、言えないんだよね？」


    「はい、すみません。思ったよりも大きな話になっていて……」


    　優ゆう妃きが毒ぶす嶋じまと付き合っているという話も言いづらいのに、その毒嶋によって卑ひ猥わいなビデオまで撮られたと知ったら、根が真ま面じ目めな静流は卒そつ倒とうしかねないだろう。


    「うん、わかった。……やっぱりすごいね、村埜先生は」


    　静流が上気した表情で言う。誇らしさと気恥ずかしさが、ほんのりと滲にじみ出ていた。


    「い、いや。夜桜先生ほどじゃないですよ。あははははは」


    「またまた、謙けん遜そんしてぇ。うふふふふふふ」


    『つーか、おまえらさっさと付き合えよ。両想いなんだからよぉ。見てるこっちの胃が凭もたれてくるぜ』


    　嘆息したように言う誠一の声は、幸せいっぱいの良二の耳には届かなかった。


    「あ、そういえば、伝言を預かってるんだった。茜空さんがね、次の授業の休み時間に、いつもの場所で待ってるって」


    　いつもの場所とは、おそらく旧校舎のことだろう。


    「でね？　その……村埜先生。私、村埜先生のこと信じてるからね。だからその……」


    「なんです？」


    「茜空さんがいくら美人だからって、勘違いしたら駄目なんだからね！」


    　ビシッと指をさしてから、静流は立ち去っていった。気のせいだろうか、若干顔が赤かった気がする。


    　良二はぽりぽりと頬ほおを掻かきながら、誠一に尋たずねた。


    「兄さん、…………勘違いってなんですか？」


    『その説明いるか!?』


    



    　二時間目の授業が終わった良りよう二じは、言付けどおり旧校舎へと向かった。四階のいつもの教室に、机の上で片足の膝を抱かかえる優ゆう妃きの姿を見つける。先にいるということは、二時間目の授業はサボったのかもしれない。


    「あ、オトノン。やっほー」


    　良二に気づいた優妃が、いつものキラキラした笑顔を向けてきた。蜜のように甘い声には、昨日のような悲壮感は漂っていない。


    「あ、はい。……こんにちは」


    　どんなテンションで話しかけていいかわからなかった良二は、後ろ髪を撫なでながら会釈した。


    「なんで、そんなに他人行儀かなぁ？　昨日会ったばっかじゃん。でもまあ、学校で会うのは久しぶりだから、なんか変な気分だよね」


    　泰然とした様子で呟つぶやいた優妃は、次に真ま面じ目めな表情となって、いつものように窓の外の風景を眺める。


    「昨日はありがとね、オトノン。一人で悩んでいたときは、もうこれしかないって感じで、出口がわからなかったけど、──やってみる。いーちゃんを嫌いになる努力」


    　振り返った優妃の勝気な瞳ひとみは、自信と輝きに満ちていて、神こう々ごうしいまでの気高さと美び麗れいを感じさせた。


    「それで早速ね、いーちゃんの嫌いなところを箇条書きにして、声に出して何度も読み上げたんだけど……」優妃は壮大なため息を吐ついて続ける。「なんかそうやってると、嫌いな部分も許せる気になって、……逆効果だったかなぁって」


    　良二は苦笑いした。なんとも優妃らしいエピソードだ。やはり人の心は、そう簡単に変わることはできないのだろう。


    「そこで考えたんだけどさ……。嫌いになれないのなら、別の人をもっと好きになればいいと思ったんだ」


    「なるほど、逆転の発想ってやつですね。いいと思いますよ」


    　良二はポンと手を打って同意した。前向きなところも優妃らしい。


    「というわけで、オトノン」


    　机の上に腰かけていた優妃が、ぴょんと飛び降りる。そして前傾姿勢の上目遣いで、ゆっくり足を振るようにして近づいてきた。にやりと微ほほ笑えむコケティッシュで小悪魔的な表情は、あざとさがマックスだった。


    「あたしの彼氏になってくれないかな？」


    「………………は？」


    「にひひひひひ」


    　良りよう二じの反応を試すように、優ゆう妃きが目を細めてくる。


    「なっ！　え？　はっ？　そ、──そんなことできませんよぉおおお！　僕は教師で茜あかね空そらさんは生徒ですよぉおおおおっっ!!」


    「それ言ったら、いーちゃんだってそうじゃん」


    「そ、それはそうですけど、とにかく駄目です！　僕以外の人と健全な恋愛をしてください！」


    「ええ～、なんで断るかな？　あたしみたいな美人でプロポーションも完かん璧ぺきで、相手につくす性格の女の子って、なかなかいないと思うよ。そうでなくとも、オトノンが女の子にモテるのって、これが最初で最後かもしれないじゃん」


    「さりげに僕を貶けなさないでください！」


    　良二の反応に、優妃は腹を抱かかえてケラケラと笑った。


    「もう、からかわないでくださいよ」


    「あはははは。ごめんね～。でも、別にからかったわけじゃないよ。あたし、オトノンみたいなタイプ好きだし。でも、やっぱり無理か～。仕方ないよね」


    　けれども優妃は、言葉に反してすっと良二との距離を詰めてきた。ほとんど体が接するような位置に立つ。


    「ちょっ、茜空さん!?」


    「ねえ、オトノン。昨日みたいに胸を借りていいかな？　……ちょっとの間だけでいいから」


    　返事を待たずして、優妃が良二の胸に頭を預けてくる。肩が小さく震ふるえていた。


    　途端に浮き足立っていた良二の心は、冷水を浴びせられたみたいになる。優妃はいまだ傷心の身なのだ。冗談っぽく言ってはいるが、良二の言葉に傷ついているかもしれない。


    「すみません、茜空さん」


    「ううん。謝らなくていいよ。だって、──謝るのはこっちだから」


    　にっと、いたずらっ子のような笑顔を上げてきた優妃は、次の瞬間、良二の左手から美少女フィギュアを抜き取っていた──。
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    「俺、とりあえず参上」


    　誠せい一いちは眼鏡めがねを外すと、いつもどおり前髪を掻かき上げた。


    「アニノン、久しぶり」


    　良二から美少女フィギュアを奪った優妃は、悪びれることのない態度で挨あい拶さつする。


    「おうよ。そういや悪かったな。俺らが不ふ甲が斐いないばかりに、つれえ目に遭わせたみたいで」


    「へぇ～、意外。アニノンはそんなこと言わないキャラだと思ってた」


    　優ゆう妃きは心底驚いた表情で、目をぱちくりさせた。


    「それで？　俺を呼び出した理由はなんだ？　おおかた想像どおりでいいんだな？」


    「どんな想像をしているかは知らないけど、たぶんそうかな。月並みの考えかもしれないけど、あたしをめちゃくちゃにして、いーちゃんから奪い取ってほしい。……本当はオトノンのほうがタイプなんだけど、いちおう顔は同じだし」


    「ナイスな判断だ。あの奥手の童貞魔王を攻略するには、あと百年はかかるぜ」


    「それって死ぬまで童貞ってことじゃん」


    　優妃は腰に片手を当てて、気の毒そうな笑顔を浮かべた。


    「じゃあ、そろそろ行くか」


    「オッケー。ホテルじゃなくて、あたしの部屋でもいいよ」


    「なに言ってんだよ。昔の男を忘れるためのセックスだろ？　なら、場所は決まってる」


    　ぽかんとする優妃に向かって、誠せい一いちは法の抜け穴を見つけたときの、悪人のような笑顔を見せた。


    



    「さすがは、アニノン。思考がぶっ飛びすぎて、想像すらできなかったわ」


    　その場所に着いた優妃は、呆あきれたような諦あきらめたような複雑な表情を見せた。閑静な住宅街に建つ、少し古びた賃貸マンション。そこは優妃がよく知る場所だった。


    　幾度となく通い、期待と寂しさとの混じった感情に翻ほん弄ろうされ、今まさに忘れ去ろうとしていた思い出の場所。


    　そこは──毒ぶす嶋じま一いつ輝きのアパートだった。


    　今は学校があるので、毒嶋は中にはいない。一人暮らしのため、当然ほかに誰かがいることもなかった。


    「じゃあ入るぞ」


    「……いいのかなぁ」


    　ノリノリの誠一と違い、優妃は気が引けていた。毒嶋がいないときに中に入るのは初めてのことだったし、それ以前に、思い出がいっぱい詰まったあの部屋に戻ったら、決意が鈍る気がしたのだ。


    「俺を信じろよ」


    　優しく背中を叩たたかれ、優妃は覚悟を決めた。深呼吸をしてから中へと入っていく。合い鍵を持っているので、侵入は容易だった。暴き屋に侵入されたのは昨日の今日なので、セキュリティを強化する暇ひまもなかったのだろう。


    「おうおう、見事なまでのオタク部屋じゃねえか」


    　誠一が部屋を見回しながら感想を漏もらす。部屋中に張り巡らされたアニメやゲームのポスター。本棚にはゲームのパッケージやエッチな漫画、同人誌の類たぐいが乱雑に詰め込まれている。


    　ベッドの掛け布ぶ団とんにもアニメのキャラが描かれていて、裸のイラストが入った抱き枕が、三つほど転がっていた。


    　そしてインテリアの代わりに部屋中に置いてあるのは、様々なポーズを決める無数の美少女フィギュア。毒ぶす嶋じまが定期的にケアをしているので、埃ほこりひとつついてはいない。けれどもそれ以外の部分は雑然としていて、掃除や洗濯は基本優ゆう妃きがやってあげていた。


    　たくさんの思い出が詰まった部屋。そこには楽しい思い出はほとんどなかったはずなのに、なぜか感傷的な気持ちになってしまう。


    「早く失恋から立ち直るために必要な儀式ってのがあるんだ。なんだか知ってるか？」


    　誠せい一いちの問いに、優妃は思考を巡らせる。けれどもすぐにはわからなかった。そんな便利な儀式があるのなら、すぐにでも教えてほしい。


    「わかんないよ、なに？」


    「彼氏との思い出の品を、さっさと捨てることだ。気持ちってのは意外と物体に宿るものなのさ」


    「フィギュアに宿っているアニノンが言うと、説得力が違うねぇ」


    　おちゃらけたつもりで言った優妃だったが、次の瞬間、誠一がここに自分を連れてきた意図を悟る。


    「──まさか!?」


    「おう。ようやく察したか。通常は自分の持ち物を捨てるもんだが、今回はちょっと趣向を変えてみる」


    　不敵な笑みを浮かべた誠一は、鞄かばんの中から金かな槌づちを取り出した。来る途中でホームセンターに寄って何か買っていたことは知っていたが、金槌だとは思わなかった。


    「ええっ！　駄目じゃん！　犯罪だよ、それ！」


    「なに言ってんだ。先に犯罪行為をしてきたのは向こうのほうだろ。やられたことは倍にして返す。テレビで流行はやる前から、俺のモットーだ」


    「で、でもさ……」


    「悔しくねえのかよ、優妃。ここにあるオタクグッズは、毒嶋の寵ちよう愛あいを受けているんだぜ。おまえが頑張っても得られなかった愛情を、なんの努力もなしに享受してんだ。この部屋からはオナった後の臭いがぷんぷんしやがる。最高の女である優妃には手も出さなかったくせに、物と概念でしかない創作物に興奮してんだぞ！　そんなことが許されていいのか!!」


    「……いいわけ、ないじゃん！」優妃はぐっと拳こぶしを握りしめた。「あたしだって悔しいよ、悲しいよ！　こんなに好きなのに！　誰よりもいーちゃんのことを愛していたのに！　愛情を注いでくれるどころか、感情すらない量産型の安っぽいオモチャのほうを大事にされて！　プライドが傷つかないわけないじゃん!!」


    　絶叫がほとばしる。ため込んでいた感情が一気に爆発した。毒嶋に対する愛情が深ければ深いほど、憎しみが増大していくのを感じる。


    「毒ぶす嶋じまが一番大事にしていたフィギュアはどれだ？」


    「え？　あ、その子。熱ねつ力りき学がく第だい二に法ほう則そくちゃん」


    　優ゆう妃きが教えると、誠せい一いちは躊躇ためらいもなく真紅の衣装に身を包む美少女フィギュアを手に取った。次に優妃の目の前の床にそれを置くと、今度は優妃の手に金かな槌づちを握らせてくる。


    「憎いっていう気持ちを声に出しながら、思いっきり叩たたけ」


    　囁ささやくような、それでいて力強い声が、頭の中へ染み渡っていく。昂たかぶった感情は憎しみとともに、怒りの発散を強く求めている。


    　涙で歪ゆがんだ視界の先には、感情のこもらない無機質な美少女フィギュアが置いてあった。こんなものに負けたのかと思うと、歯は痒がゆくて情けなくて、惨みじめで悲しい気持ちになる。


    「このっ！　いーちゃんのっ、──馬鹿ぁあああああっっ!!」

  


  [image: ]


  
    　怒りの咆ほう哮こうとともに右手を振り下ろす。全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めた優妃の一撃を浴びて、美少女フィギュアはバラバラに砕け散った。


    「どうだ、優妃？　どんな気分だ？」


    「……なんかね。──すっごく、気分いい」


    「ナイスな回答だ。それじゃ次々行くぞ！」


    　誠一が満足げに言うと、どんどん美少女フィギュアを床に落としていく。一度経験をしてしまえば、心理的ストッパーは容易に外れ去った。自分がこんなに苦しんでいるにもかかわらず、無機質なアホ面づらを晒さらし続ける美少女フィギュアに、灼やけるような憎しみを覚える。


    「あたしをなんだと思ってるのよ！」


    「こんな美人、そうそういないんだからね！」


    「こんなのより断然あたしのほうがいいんだから！」


    　優ゆう妃きは思いの丈たけをぶつけながら、次々に美少女フィギュアを破壊していくのだった──。


    



    「よし、これであらかた終わったな」


    　誠せい一いちが部屋の中を見回しながら、満足そうに言った。


    　床には粉砕された美少女フィギュアだけではなく、切り裂かれたアニメのポスターや抱き枕、同人誌やエッチな漫画なども散乱していた。ゲームのディスクはもちろんのこと、パソコンの中にもデータがあったので、ＨＤごとぶっ壊してある。


    　自分よりも遥はるかに大切にされていた二次元グッズのすべては、優妃の手によって完かん膚ぷなきまでに破壊され尽くしたのだ。


    　大仕事を終え、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた優妃は、なぜか急に悲しい気持ちがあふれ出してくるのを感じた。意に反して涙がこぼれ落ちてきてしまう。


    「なんでかなぁ。……涙が出てきちゃった」


    「そういうもんさ。恋って感情は」


    　誠一が囁ささやくように言って、次に優しく優妃の唇くちびるを奪ってきた。丁てい寧ねいで繊細な愛あい撫ぶが口こう腔こうを刺激してきて、痺しびれるような快感がじんわりと湧わき上がってくる。


    　唇が離れると、唾だ液えきが糸を引いて、淫いん猥わいな輝きを発した。


    　誠一はそのまま優妃をベッドの上に押し倒すと、包み込むように愛撫しながら、少しずつ服を脱がせていく。


    「……んんっ、あ……、……ふぁん」


    　力強くリズミカルな刺激が、ときに優しく、ときにネチっこく敏感な部分を攻めてきて、どんどん体が気持ちよくなっていった。


    　正直、誠一のような俺様系の男はタイプではなかったが、体のほうはその嗜し好こうに反して、貪どん欲よくに快楽を求め、誠一のテクニックにスパークするような悦よろこびを感じている。


    「んんんっ、……ああぁん！　……んはぁっ、イッ、イクッ!!」


    　早くも絶頂を迎え、激しく体を痙けい攣れんさせる。快楽に蕩とろけた表情をする優妃に誠一は優しくキスをすると、自然な動きで優妃の中に侵入してきた。


    　奥まで満たしてくる力強いストロークに、電気が走るような強烈な快感が脳を満たす。快楽の虜とりことなって愉悦の嬌きよう声せいを漏もらしながら、優妃は再びエクスタシーを覚えた。


    「優妃。今度は後ろを向いて、四つん這ばいになるんだ」


    　言われるままにお尻しりを突き出して、犬のような格好をする。すぐさま芯を満たす快感が襲ってきて、全身が激しく揺さぶられた。


    「マジで最高の尻だぜ」


    　不意にお尻にも侵入してくる感覚を覚えた。


    「あっ、……んんんっ、……くぅう、だ、……だめ。そこは……。ぁあああああああんっ!!」


    「大好きな場所だろ？　反応が全然違うぜ」


    　誠せい一いちの言うとおりだった。体内を貫く二つの激しい快感に、理性が霧散してしまいそうだった。悦楽に溺おぼれる一匹の獣のように、貪欲に快感だけを求め続ける。


    「イクッ！　イクイク、……あぁあんっ！　イッ─────────ッッッッ!!」


    　あまりにも強烈な快感に、声すら出せずに絶頂を迎えた。続けざまに与えられる想像を絶する快感の嵐に、意識が飛びそうになる。真っ白に意識を染め上げられる快楽の刺激は、そのままつらい記憶も悲しい体験も一いち途ずな想いも掻かき消してくれるように思えた。


    　その後も優ゆう妃きは、様々な体位でエクスタシーに導かれ、女に生まれた悦よろこびを意識の限界まで思い知らされるのだった──。


    



    　　　※　※　※


    



    　家に帰った毒ぶす嶋じまは、呆ぼう然ぜんと部屋の中に立ち尽くしていた。


    　無惨に荒らされた室内。けれどもそれが泥棒の類たぐいでないことは直感的に理解できた。


    　おそらくは、あの糞くそビッチの仕し業わざだろう。


    　茜あかね空そら優妃。


    　彼女は、どれだけ僕を傷つければ気が済むのか？　どれだけ残忍な行為を続ければ気が済むのだろうか？


    「いーちゃん」


    　偽りの笑顔を思い出すたびに、愛憎混じる複雑な感情が湧わき上がってくる。理性の蓋ふたを押し上げて、凄せい惨さんな地獄のような日々の記憶を思い出させる。


    　まさか大人になってまで、教師になってまで、年下の生徒たちに虐いじめられるとは思っていなかった。これほど惨みじめで、情けなくて、精神を抉えぐるような仕打ちがあるのだろうか？


    「……ごめんな。痛かった……ろう。ごめん……な」


    　毒嶋は床に散らばった思い出の破片を拾い集めては、謝罪の言葉を口にする。自分が不ふ甲が斐いないばかりに、なんの罪もないコレクションの数々が犠牲になってしまった。


    　物には心が宿っていない。痛みも悲しみも感じないだろう。ならば、どんな酷ひどいことをしても許されるのだろうか？


    　毒嶋は破壊された美少女フィギュアに、切り裂かれた抱き枕やポスターに、自分自身を重ねていた。


    　彼女たちにとっても、自分は心のないものと同じだったのだろう。心がないと思うから、どこまでも残忍になれる。平気で騙だまし、裏切り、屈くつ辱じよくを与え、それを嘲あざけることができる。


    　彼女たちにとって相手の心とは、自分たちを楽しませるための反応でしかなく、彼女たちと同じ高位の精神を持っているとは露つゆほども思っていないのだ。


    　深い絶望が覆おおい被かぶさってくる。何もかもが馬鹿らしくなった。生きているのが苦痛になった。けれども、死ねない。


    「新しいゲームの内容はねぇ。──〝何日したらあんたが自殺するか〟なの！　すぐに死んだりしないでよ。楽しみが減るから。あははははははっ!!」


    　ぎりりと奥歯が軋きしむ。震ふるえるような怒りが湧き上がってくる。


    　馬鹿にするな馬鹿にするな馬鹿にするな馬鹿にするな馬鹿にするな馬鹿にするな馬鹿にするな馬鹿にするな馬鹿にするな馬鹿にするな馬鹿にするな馬鹿にするな馬鹿にするな!!


    　どす黒い炎のような憎悪は、過去の凄惨な出来事を糧かてとして、激しく思考を染め上げていった。もはや我慢ならない。心が軋むような悲鳴をあげている。


    　毒ぶす嶋じまはスマホを取り出すと、茜あかね空そら優ゆう妃きにＳＮＳで連絡した。


    　──話がしたい。


    　どれだけ時間が経ったのだろうか。スマホが優妃からの返信を告げた。


    　──わかった。あたしもいーちゃんにきちんと伝えたいことがあるの。


    　毒嶋はスマホをポケットに押し込むと、キッチンに向かい下の開き戸から、鈍い光を放つ包丁を手にする。毒嶋の顔を淡く反射する鉄の刃は、自分の心を代行する力強い味方のように思えた──。

  


  
    



    



    



    第六話　私たちは、会えば絶対、すぐわかる！


    



    「兄さん、いい加減教えてください。僕と入れ替わったあと、いったい何をしたんですか？」


    　夜の九時過ぎ。自分の部屋で床に座り込む良りよう二じは、両手に握りしめた美少女フィギュアに向かって詰問していた。


    　学校で優ゆう妃きに美少女フィギュアを奪い取られてしまったことは覚えている。次に意識が戻ったとき、良二は自分の部屋のベッドの上にいた。けれども誠せい一いちが表に出ておいて、まったく何もなかったと思えるほど、良二は学習能力がないわけではない。


    　優妃の意図になんとなく気づいているからこそ、不安な気持ちに駆られていた。


    『おまえもしつけえな。ガキじゃねんだ。いちいち報告する必要なんてねえだろ？』


    　目の前の美少女フィギュア──村むら埜の誠一は、めんどくさそうな表情で言い放つ。


    「いいえ。兄さんの場合はきちんと報告してください。今までの経験から、その不利益を主に被こうむっているのは僕のほうじゃないですか！」


    『……そうだっけ？』


    「そうですよ！　なに本気で自覚ない顔してんですか!?」


    『ったく、被ひ害がい妄もう想そうの強い弟だぜ。……わかったよ。特段変なことはしてねえぜ。いつもどおりだ。はい、終了』


    「兄さんのいつもどおりは僕にとっては異常なことなんです！　いいから教えてください！」


    『だってよぉ。教えたら、おまえ怒るじゃん』


    「なに子供みたいなこと言ってんですか!?　っていうか、怒られるようなことをしたんですね？」


    『だから、してねえって。だがな、──おまえに言ったら間違いなく怒ると思う』


    「それはもう、してるってことでしょうが!!」


    　良二が誠一に向かって激しい突っ込みを入れていると、スマホが電話の着信を鳴らしてきた。


    『おっ、珍しいこともあるもんだ。ほら、電話だぞ』


    　思わぬ助け船に、誠一がほっとした声で言う。


    「電話が終わったあとで、また質問しますからね」


    　良二は未練がましいジト目で睨にらみつけたあと、スマホのディスプレイを見る。そこに表示されていたのは、夜よ桜ざくら静しず流るという名前だった。


    「──────!?!?」


    　良二は声にならない悲鳴をあげる。興奮と感動で一気に幸せがマックスとなった。頭の中には桜の花びらが満開に咲き誇っている。


    「は、ははははは、はい。むむむむむ、村埜です!!」


    　良りよう二じは正座をすると背筋をピンと伸ばして、興奮と緊張とが混じった声で電話に出た。学校が終わった後でも静しず流るの声が聞けるなんて、こんな幸せなことがあっていいのだろうか。


    「村むら埜の先生！　大変なのっ!!」


    　けれども電話から聞こえてきた静流の声は、鋭く緊迫した悲鳴に近いものだった。尋常でない気配をすぐに察する。


    「どうしたんですか!?　と、とにかく落ち着いてください！」


    「村埜先生！　私、どうしたら!?　茜あかね空そらさんがっ！　茜空さんがッ!!」


    　唐突に告げられる優ゆう妃きの名前。じくりと痛みを伴う不安が胸を締めつけてくる。


    「茜空さんが、どうかしたんですか!?」


    　そうして告げられた静流の科白せりふに、良二はショックのあまり気を失いそうになった──。


    



    　ガラスの向こう──真っ白な病室のベッドの上には、死んだように眠る茜空優妃の姿があった。


    　口元には酸素吸入器が押し当てられ、頭部には包帯が巻かれている。点滴のために布ふ団とんからはみ出した腕にも、包帯が巻いてあった。おそらく全身がそんな感じなのだろう。


    　キラキラと輝く太陽みたいな優妃の痛ましい姿に、良二は胸を締めつけられる思いだった。


    　隣に立つ静流も目を赤くして、固く目が閉じられたままの優妃の横顔を、不安げに見守っている。


    「失礼ですが、身内の方ですか？」


    　疲れた様子の白衣の医者が話しかけてきた。


    「いえ。僕たちは彼女の通う高校の教師です。ご両親は海外にいて、すぐには来られないみたいで」


    　本来は患者の容態を他人に話すことはまずないのだが、今回は事情が事情ということもあり、話を聞くことができた。


    「最初にお伝えしておきますが、──命に別状はありません」


    　診察室へ案内されると、開口一番そのように告げられた。


    　医師の言葉に、良二はほっと胸を撫なで下ろす。静流も安心したらしく、弛し緩かんしたような安あん堵どの息を漏もらした。


    「……ですが、頭部と脊せき髄ずいに強い衝撃が加わったため、なんらかの後遺症が残る可能性があります。こればかりは意識が戻らないことには、なんとも言えません」


    



    　良二は一階の自販機で缶コーヒーを買うと、ガラス張りのロビーから見える朝焼けを眺めた。


    　緊迫した時間はあっという間に過ぎ、今は少しだけ落ち着いた時間が流れている。交代で病院に泊まり込むという話も出たが、医師の説明の後には警察からの事情聴取があり、その後もいろいろな雑用に追われ、結局昨夜は一睡もできなかった。


    　そのせいもあってか、ようやく疲れが降りてきたらしい静しず流るが、先ほど安らかな寝息を立てはじめたばかりだ。起こさないようにそっと席を立ち、ロビーまで足を運んできたのだった。


    　コーヒーの苦みを味わいながら、良りよう二じは昨夜の警察の話を思い出していた。


    　──優ゆう妃きは昨晩、毒ぶす嶋じまに殺されかけたのだ。


    　動機は判然としないが、二人は昨晩、外で会う約束をしたらしい。そこで包丁を隠し持っていた毒嶋に、優妃は襲われたのだという。


    　優妃の悲鳴を聞き、すぐに周囲の人間が異常に気づいたが、不幸はそのときに起こった。


    　毒嶋から必死に逃げようとした優妃は道路に飛び出し、ながら運転をしていたワゴン車に、運悪くはねられてしまったのだ。


    　優妃が車にはねられた後、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた毒嶋は、すぐさま駆けつけた警察官に取り押さえられ、今は留置所にいるらしい。


    　毒嶋は黙秘しているらしいが、すでにスマホなどの品は押収されている。おそらく警察は、毒嶋と優妃が付き合っていた事実を把握していることだろう。


    『良二、すまねえ』


    　誠せい一いちがぞっとするほど陰気な表情で、唐突に謝罪の言葉を口にする。


    「いえ、兄さんが謝ることはないですよ。毒嶋先生が卑ひ猥わいなビデオを撮影していたことは事実です。誰かが、なんとかしなければならなかった……」


    『違うんだ、良二。毒嶋はビデオを処分されたから、優妃を襲ったんじゃねえ』


    「どういうことです？」


    　疑問符を向ける良二に向かって、誠一は淡々と事実を告げた──。


    



    「なんですって!?　毒嶋先生の部屋に勝手に押し入って、中をめちゃくちゃにしたぁ!?　なんでそんな馬鹿な真ま似ねをッ！」


    　良二はあまりの非常識に呆あきれ果てるとともに、激しい憤いきどおりを覚えた。ガチのオタクである毒嶋が大切にしているオタクグッズを、あろうことか全部壊してしまったというのだ。毒嶋はある意味、被害者でもあった。


    『優妃の想いを吹っ切らせるためだ。方法としては間違っちゃいねえ。ただ、あの毒嶋が、そんなに逆上するとは思わなかった』


    「逆上するに決まってるじゃないですか！　毒嶋先生にだって心はあるんです。大切なものを壊されたら、誰だって怒りますよ！」


    『先にゲスな行為を働いたのは毒嶋のほうだ。借りを返すのがスジってもんだろうが』


    「その結果が、これですか？」


    『ああ、そうだ。詰めが甘かった。二度とおかしな真似ができないよう、徹底的に痛めつけるべきだった。俺の──判断ミスだ』


    　誠せい一いちが強こわ張ばった表情で忸じく怩じたる思いを口にする。漲みなぎる自信と堂々たる不ふ遜そんさを併せ持つ誠一の、こんな沈んだ表情を見るのは初めてのことだった。本当に心の底から後悔しているのだろう。だが──。


    「兄さんは、──思い違いをしている！　痛めつければ、暴力で脅おどせば、それですべてが解決すると思ってるんですか!?」


    『……良りよう二じ。今のこの状況で「すべてじゃなく例外もある」だとか、ピントのズレた馬鹿な揚げ足取りをするつもりはねえ。だがな、──それが非常に有効だってことを、俺の見てきた世界は証明しているんだ！　おまえの甘い考えじゃ、もっと不幸になるだけだぜ！　先に相手を屈服させたほうが人生は勝ちなんだよ！』


    「兄さんは間違っています！」


    　良二は悲鳴のような声で叫んだ。


    「勝ちとか負けとか、有効とか証明とか、そんなことはどうでもいいんですっ!!　……どうして、わかってくれないんですか？」


    　誠一は無言で良二を睨にらみ返していた。けれどもその瞳ひとみには、怒りも絶望も憎悪の感情もない。ただ真しん摯しに真剣に、弟の言葉を待っていた。


    「兄さんが優ゆう妃きさんのために怒ったり、力を貸してくれたり、癒やしてくれたりするのはうれしいです。でも、どうしてその感情を毒ぶす嶋じま先生にも向けてあげられないんですか？　毒嶋先生がどんな気持ちだったのか、何を考えていたのか、どんな苦しみをもっていたのか、全然考えてないじゃないですか!?　相手は心を持った人間ですよ？　力で脅す前に、非道な行為で報復する前に、どうして話し合おうとしないんですか!?　……そんなの悲しいですよ」


    　最後のほうは湿ったような声で、悲痛な余韻を響かせた。


    　黙って聞いていた誠一は、ゆっくりと目を閉じると、否定するように頭を横に振る。


    『……おまえの考えはよくわかった。だがな、世の中はどうしようもないクズが大勢いるんだ。おまえの理屈は心がある人間だけに通じる理屈だ。人を傷つけ貶おとしめて、心底笑えるような輩やからが平気で人間の皮を被かぶってやがる。いや、それこそが人間の本性かもしれねえ。毒嶋も同類だ。話す価値もねえ』


    「……そうかもしれません。僕も正直、毒嶋先生には怒りを覚えています。だけど、僕たちはまだ、毒嶋先生の考えを聞いていません！」


    『なぜ、そこまであいつの肩を持つ？　優妃のことより大切になったか？』


    「逆ですよ。茜あかね空そらさんは素晴らしい女の子です。自分をしっかり持っていて、いつも輝いていて努力家で。そんな彼女が愛した人が、単なるクズなわけないじゃないですか!?　兄さんはそうは思わないんですか!?」


    『………………』


    　誠せい一いちは何か言おうとしたみたいだが、思い直したように口を噤つぐんだ。


    「そこのキミ。病院内では静かにしてもらえるかしら」


    　突然、よく響く明瞭な声が投げかけられた。見ると、気が強そうな白衣の女医が咎とがめるような視線で、こちらを威い圧あつしてきていた。


    「え？　あっ……、すみません」


    　良りよう二じは反射的に身を竦すくめた。声が大きくて気が強そうな威圧感のある人物は、彼の苦手とするタイプだ。目を合わせることすらできない。


    「うん？　あなた……どっかで見たことあるわねぇ」


    　そんなことを口にすると、女医が訝いぶかしむように眉まゆ根ねを寄せて良二の顔を覗のぞき込んできた。初対面なのに、やけに距離が近い女性だ。


    「いえ、あの……気のせいかと」


    「いいや、それはない。私はこういった類たぐいのことで外したことないんだから」


    　やけに自信満々に言い放つ。言葉が通じるようで言葉の通じないタイプみたいだ。さっさと立ち去りたい気持ちになる。


    『うん？　あれ？　髪型と色が違うから気づかなかったが、こいつ葛くず原はら麗れい子こじゃないか？　おう、間違いねえ。麗子だ』


    　どうやら誠一の知り合いらしい。つまりは良二が彼女のことを知らないのは事実であり、誠一の面影がある自分を見て、知り合いだと勘違いしているらしかった。


    『あいつの父親が、ヤクザ専門の闇医者をやっていてな──』


    　誠一が彼女の素性を説明してくれるが、すでにきな臭い単語が聞こえている。誠一の知り合いという時点で嫌な予感がしたが、彼女も普通の人間ではないのだろう。


    「葛原先生、なにやってるんですか？　患者さん、待ってますよ」


    　良二が乾いた愛想笑いを浮かべていると、一人の看護師が葛原麗子に呼びかけてきた。


    「ああっと、そうだった」


    　麗子はくるりと踵きびすを返すと、最後にもう一度だけ振り返り、じろりと良二を睨ねめつけた。


    「うう～。モヤモヤするけど、思い出せないってことは、私にとってどうでもいい相手ってことだし、まぁいいか」


    　捨て科白ぜりふのようなことを言って立ち去る麗子を見送りながら、良二はどっと疲れが降りてくるのを感じた。この偶然の出会いが悪いほうにいかなければいいのだが。


    「村むら埜の先生ッ！」


    　そのときだ。背後から切せつ羽ぱ詰まった静しず流るの声が飛んできた。緊迫した空気に、一瞬で身が引き締まる。優ゆう妃きに何か起こったに違いない。


    「茜あかね空そらさんがっ！　茜空さんがっ!!」


    　ドクンと心臓が脈を打つ。痺しびれるような不安に産うぶ毛げが逆立った。


    　医者は容態は安定していると言っていた。だが、容態が急変しない可能性はゼロではない。悪い予感に眩暈めまいを起こしそうになる。


    「どうしたんですか!?　まさか彼女に何か──!?」


    「ううん、そうじゃなくて！　──茜あかね空そらさんの意識が戻ったの！」


    



    　静しず流るとともに病室に戻った良りよう二じだったが、検査があるということで、優ゆう妃きと面会することはできなかった。お昼を過ぎたくらいに、ようやく面会の許可が下りる。良二たちは逸はやる気持ちを抑えながら、優妃の病室へと向かった。


    　真っ白なベッドの上には、上半身を起こして座る優妃の姿があった。まだ包帯は残ったままで、事故の傷跡を色濃く思い出させる。


    　窓の外をぼんやりと眺めていた優妃は、良二たちの気配に気づくと、つり上がり気味の大きな目をぱちぱちさせて、気まずそうな作り笑いを浮かべた。


    「よかった～！　本当に意識が戻ってよかったよ！　すごく心配したんだからね！」


    　感情があふれ出したような声で、静流がよろこびを表す。今にも抱きつきそうな勢いで、ベッドの脇わきに駆け寄っていった。


    「とりあえず、本当によかったです」


    　良二もいろいろな思いが込み上げてきたが、口をついて出てきたのは簡素な言葉だった。こんなとき、素直に自分の感情を出せる女性は羨うらやましいと思う。


    　そんな感動を見せる二人をよそに、優妃は戸惑ったような困ったような微妙な苦笑いを返し続けていた。


    「……茜空さん？」


    　違和感に気づいた静流が疑問の声をあげる。どこか様子が変だった。彼女は茜空優妃であって茜空優妃ではない。そんな意味不明なイメージを、なぜか良二は覚えた。


    　問いかけるような良二と静流の視線を浴び、優妃はちょっと考えるような仕草をして、申し訳なさそうに驚くべき言葉を発する。


    「あのね、なんか盛り上がってるところ悪いけどさ。──あんたたち、だれ？」


    



    　結論から言えば、あの日の悲劇は、優妃から二つのものを奪い去ってしまった。


    　ひとつは体の自由。


    　脊せき髄ずいにダメージを受けた優妃は、下半身が麻ま痺ひし、歩くことさえ困難になっていた。現役を退いても衰えることのなかった洗練されたウォーキングは、今は見る影もない。彼女のそんな姿は、栄えい枯こ盛せい衰すいという響きに似た悲哀を感じさせた。


    　そして、もう一つは思い出。


    　精神的にも物理的にも脳にショックを受けた優妃は、ここ二年ほどの記憶をすっかりなくしていた。いわゆる記憶喪失というやつだ。


    『ある意味よかったんじゃねえのか。毒ぶす嶋じまに対する想いどころか、存在すらも忘れてしまったんだ』


    　誠せい一いちがなんでもないことのように言う。今の優ゆう妃きの状態を見ても平気でそんなことが言える誠一の神経に、小言を言いたい気持ちもあるが、確かに「毒嶋と別れる」という目的は達せられたように思える。


    　けれども──。


    「あれ？　今日も来たんだ。ムラノン暇ひまだったりする？」


    　優妃が病室のベッドの上で、ケラケラと笑いながら言った。けれども以前のようなキラキラと輝くような笑顔ではなく、どこか翳かげりがあり、無理をしているのが見え見えで、痛々しい気持ちになる。


    　良りよう二じの呼び名はムラノンに戻っていた。改めて自己紹介をしたところ、「村むら埜の良二先生か。ならムラノンだね」と速攻で同じ渾あだ名なをつけられてしまったのだ。


    　当然、優妃は誠一の存在も忘れてしまっている。良二はあえて伝えるようなことはしなかった。好奇心の強い優妃の性格なら、隙すきを見て美少女フィギュアを奪い、本当かどうか確かめる危険がある。というか、前科があった。


    「パパもママも毎日来るからさぁ。そんなに来たって、すぐにはよくならないって、言ってやったばかりなんだよねぇ」


    　優妃が毒嶋に襲われ、事故に遭ってから二週間が過ぎていた。怪け我がの具合もずいぶんとよくなったみたいで、優妃の体を痛々しく包んでいた包帯の量も、だいぶ少なくなっている。


    「そりゃ、親ですから。心配はしますよ」


    「気持ちはうれしいけどさぁ。今までもそこまで一緒にいたわけじゃないから、時間を持て余すっていうか、かえって気を使うんだよね」


    　海外で働いていた優妃の両親は、今は日本に戻ってきている。優妃は小学生の頃から人気モデルとして忙しく、両親もそれぞれに仕事で家にいる時間が少なかったため、一般の家庭よりはクールな関係らしい。


    「……すみません。僕もそんなに会話が得意ではないんで、迷惑ですよね……」


    「え？　いや、ムラノンのことを言ったわけじゃないよ。──なんだかムラノンが側そばにいると、懐なつかしい気持ちになるんだよね」


    　ふっと優妃の顔に悲しみの翳かげりが差す。良二は罪悪感で胸を締めつけられるような気持ちになった。


    　優妃には事故にあった経緯を話していない。つまりは毒嶋の存在すら知らない状態だ。


    　彼女の両親の強い希望もあったし、静しず流ると話し合ったり、誠一と話し合ったりした結果も同じだった。すべてをなかったことにして、新しい人生を歩んでもらう。それが大人の出した結論。そこには毒ぶす嶋じまの存在も優ゆう妃きの気持ちも、必要なかった。


    「ねえ？　ムラノン。変なこと……訊きくけどさ。……もしかしてムラノンって、あたしの恋人だったりする？」


    「え？　ええっ？　い、いや、違いますけど!?」


    　いきなりの質問に良りよう二じは激しく動揺した。女の子にそんな質問をされて、心が乱れないわけがない。


    「じゃあ、なんで、あたしのお見舞いに来るわけ？　しずっちなら担任だしわかるけど、ムラノンはまったく関係ないじゃん」


    　優妃が疑うような視線を向けてくる。確かに彼女からしてみれば、良二が足しげく見舞いに来る理由はないのかもしれない。


    「……関係は薄いかもしれませんが、最初に居合わせたわけですし、気にはなります。……あと、夜よ桜ざくら先生も毎日来れるわけではないですから、代理といいますか……」


    「なんか言い訳っぽいなぁ」


    　しどろもどろに答える良二に、優妃が鋭い疑惑を向けてくる。彼女はよく人を観ているというか、勘が冴さえている。


    「でも、まぁ、……あたしの恋人ってわけじゃなさそうだね」


    　自じ嘲ちようめいて言う優妃の瞳ひとみから次の瞬間、涙が流れ出してきた。


    「茜あかね空そらさん!?」


    　ぎょっとした良二は慌てて駆け寄ったが、彼女に触れようとする寸前で思い止とどまる。


    「あ、……ごめん。……急に泣きだしたりしたら、びっくり……するよね？」


    　優妃は必死に涙を拭ぬぐうが、次から次に流れてくる涙を拭い去ることができずにいた。


    「最近、ずっとこんな感じなんだ。……急に悲しくなって、……胸にぽっかりと穴が空いているようで……。たぶん、あたし。大切な何かを忘れてしまったんだと思う。……なくした記憶の中に、絶対に忘れたらいけないものを、……置いてきたんだと思う」


    　良二は言葉に詰まった。罪悪感と歯は痒がゆい思いに、痛いくらいに胸が締めつけられる。


    　その大切なものの正体を知っている。


    　なくした想いの強さを知っている。


    　けれど、──それを伝えることはできない。


    「つらくて、……苦しいの。悲しいって、痛いって、心が叫び声をあげている。……わかんなくて、悔しくて、消え去りたい想いに駆られるの。……たぶん、あたしの中に誰かいたんだと思う。あたしの魂たましいの半分を占めていた大切な誰かが……」


    　記憶は消えても、思い出はなくなっても、心が覚えていた。


    　それが決して報われない、悲しい恋だとしても、優妃にとってはそれほど大切なものだったのだ。


    「……もしかしたら、ムラノンがそうかと思っていた。なんか結構タイプだったし、一緒にいると安心するし。……でも、ちょっと違うかも、って感じてた。あたしの中のあたしが否定している」


    　良りよう二じは「ええ、僕は違います」と言おうとして、咄とつ嗟さに口を噤つぐんだ。そんなことを言えば、優ゆう妃きの大切な存在が誰なのかを知っていると伝えるようなものだ。


    「……あたし。自信を持って言えることがあるの。……その人に会えば、……会うことができたなら、絶対にわかる！　あたしにとって大切な人だって、絶対に理解できると思う！　記憶も戻ると思うのッ!!」


    　涙で汚れた顔を隠すことなく、優妃が決然とした表情を向けてくる。


    　……二人が付き合っていた事実を知っているのは、自分と警察、あとは静しず流るくらいだ。


    　当の毒ぶす嶋じまも逮捕されて取り調べを受けているが、ずっと黙秘したままらしい。警察もスマホの履歴などの状況証拠から、二人の関係を推測しているに過ぎない。つまりは決定打が欠けているのだ。


    　そんな警察も、記憶喪失の優妃に事実確認をするような、下へ手たを打つことはしなかった。友人たちが見舞いに来るときも、事故の話はしないようにと口止めを徹底していた。


    　だから優妃が真実にたどり着くことはない。


    　──そのはずだった。


    　けれども彼女の決然とした表情からは、良りよう二じがその人物を知ったうえで隠していることを、確信しているように思えた。


    『良二。下手な同情に惑わされるなよ。優ゆう妃きの人生に毒ぶす嶋じまは必要ない』


    　誠せい一いちが釘を刺すように言い放つ。その理屈はわかる。それが正しいことも頭では理解していた。だが──。


    　心が、迷っていた。


    「ムラノン、お願い！　その人に会わせて！」


    　優妃の真しん摯しな想いが病室に響き渡る。良二の迷いを揺さぶるように、心に響いてくる。


    「……すみません。茜あかね空そらさん。それは……できません」


    　喉元を締められているような声で、良二は答えた。苦渋の決断だ。


    「なんで!?」


    「茜空さんの……ためです。僕は茜空さんに、つらい思いをさせたくありません」


    「今だって充分つらいよ！　あたしのためだって言うけど、あたしの幸せはあたしが決める！　ムラノンに決められたくない!!」


    「それは、そうですが……」


    『そんなわけねえだろ、良二。なに流されてんだよ。子供ってのは目の前のことに一生懸命で、全部が見えてねえんだ。だがな、俺たちは全部見てきたうえで、どうなるかを知っている。後悔なんて後になってからするもんだ。子供の今の気持ちよりも、将来の幸福を考えろ！　それが教師の役目だろ！』


    　誠一の叱しつ責せきが飛ぶ。良二が身を竦すくめるほどの正論の塊かたまり。一切の反論を許さない確信が、そこにはあった。


    　けれども、ぼんやりとその可能性に気づく。誠一の理屈には、致命的な間違いがあった。本人も自覚しない決定的な瑕か疵しがある。


    「……少し、時間をください」


    　そう言って、良二は病室を後にした。


    



    「村むら埜の先生。ちょっといいかな？」


    　それから数日後。昼休みの職員室で、静しず流るが遠慮がちに話しかけてきた。いつもだったら興奮気味によろこぶ良二だったが、彼女の暗い真剣な表情に、重い話だと瞬時に理解する。


    「茜空さんのことだけど……、最近情緒が不安定みたいなの」


    　生徒指導室に移動したところで、静流が重い口を開く。案の定、優妃の話だった。


    　優妃とはあれ以来会っていない。それと同時に、良二はなんの行動も起こしていなかった。


    　誠一の言葉の瑕疵。そこに道があるような気はするが、自分の判断が間違っている可能性も否定できない。優妃の人生がかかっているだけに、安易に行動に移せずにいた。


    「リハビリも拒否しているらしいの。時間が経てば経つほど、回復が遅くなるのに……。このままじゃ茜あかね空そらさん、二度と歩けない体になってしまうかも」


    　静しず流るは淡々と話すが、その悲痛な思いは如実に表情に浮かび上がっていた。歯は痒がゆい思いが、良りよう二じの胸を締めつける。


    「茜空さんは、なんと？」


    「……会わせてほしいって、大切な人に。そうでなきゃ、リハビリはしないって。──村むら埜の先生は約束したんだよね？　彼女と」


    　良二としては約束したつもりはなかったが、優ゆう妃きの中ではそのようになっているらしい。確かに、そう誤解されても仕方のない別れ方だった。


    「私にも訊きかれたよ。……茜空さんの大切な人が誰なのか教えてほしいって。……私はそもそも相手が誰なのか知らないから、教えようもないけど」


    　静流が後ろめたい表情になる。確かに静流はその相手を知らないが、勘づいてもいるはずだ。つらい嘘うそを言わせてしまったことに、じくりとした罪悪感を覚える。


    『おまえのせいだぞ、良二。中途半端な情けをかけんじゃねぇ』


    　誠せい一いちが呆あきれたように言った。責めるような感じだが、「もうどうでもいいや」といった投げやりなニュアンスもする。


    「私ね、馬鹿なこと言うけど、自分だって、おかしいと思うけど……。あの人を茜空さんに会わせたら、駄目……なのかなぁ？　あっ、物理的に無理って話はあるかもだけど……」


    　静流が思い詰めた表情で考えを口にした。おそらく勢いで言っているのではなく、彼女なりに熟考した結果だろう。


    　でも静流はすべてを知っているわけではない。優妃が何に悩んでいて、毒ぶす嶋じまとの間に何があって、毒嶋は何を考えていて、どうしてあの惨劇が起こったのか、そのすべてを把握しているわけではないのだ。


    　だから、正しい判断を下せない。


    　おそらく、すべてを把握しているのは誠一と良二だけだろう。けれども、そんな良二でさえ判断に迷い、答えがわからず、どうしたらいいかわからずにいる。


    　誠一は悩むのを放棄したみたいに、あっさりと判断を下した。だが良二には、それが最良の選択だとは、どうしても思えないのだ。


    　その意味では、すべてを知っていたとしても人間である以上、誰もが正しい判断を下せるわけではないのかもしれない。


    　──いや、違う。


    　良二は燻くすぶっていた想いが、ゆらりと立ち上がるのを感じた。


    　──違う。そうじゃない。僕たちはまだ、すべてを把握してはいないんだ！


    　熱い想いが込み上げてくる。感情が激しく昂たかぶり、全身に力が漲みなぎるのを感じた。


    　今はもう、行動あるのみだ。


    　良りよう二じは決意を固めると、自分に言い聞かせるようにして静しず流るに伝えた。


    「──僕に任せてください。きっと、誰もが幸せになる方法を探し出してみせます！」


    



    『良二。おまえ、本気か？』


    　誠せい一いちが呆あきれたように言う。けれども、もう止める気は毛頭ないようだ。いい加減で他人にクールな性格の誠一は、「基本は自己責任で」というスタンスであり、必死に自分の考えを押し通すようなタイプではない。


    　良二がやってきたのは、毒ぶす嶋じま一いつ輝きが勾留されている留置所だった。


    　良二がずっと抱いだいていた違和感。誠一の言葉の中にあった瑕か疵し。


    　それは、「毒嶋の気持ちを聞いていない」という事実だ。


    　この事件のすべてを良二は知っている気になっていた。だが違った。そこにはまだ、毒嶋の持つ真実が含まれていなかった。毒嶋と話をしないことには、すべてを知ったとは言い難い。


    　──彼と会って話を聞く。


    　優ゆう妃きと毒嶋を会わせるかどうかは、その結果次第だ。


    『手続きはこっちな。紐ひも状のものは渡すと怒られるからな』


    　良二は留置所など初めての経験でいろいろとわからないこともあったが、経験豊富な誠一のアドバイスで、スムーズに手続きを済ませられた。


    　すでに学園を免職されている毒嶋と良二の関係は元同僚だ。なので面会の許可が下りるかは微妙なところではあったが、そこはなんとかクリアできた。


    　しかしながら、毒嶋と会うことは叶かなわなかった。


    　本人が拒否したからだ。可能性として予想はしていたものの、やはり拒絶されるのはつらい。孤独な檻おりの中で、彼はどんな精神状態でいるのか、良二は気が気ではなかった。


    『それじゃあ、駄目だったときの手て筈はずどおり、毒嶋の弁護士とコンタクトをとるか』


    　誠一に促された良二は、留置所の職員に毒嶋の弁護士と連絡を取りたい旨を伝える。


    「ああ、その当番弁護士の先生なら、先ほど来るって連絡がありましたよ。ここで待っていたほうが行き違いにならないと思います」


    　意外にも毒嶋の当番弁護士は、ちょうどこちらに向かってきているとのことらしい。留置所の職員が、来たら教えると言ってくれたので、良二は落ち着かない気持ちで椅い子すに座り、弁護士の到着を待った。


    　やがて留置所に弁護士バッジをつけた一人の人物がやってくる。ツバメの羽のように尖とがったボブカットの、毅き然ぜんとした雰ふん囲い気きの女性だ。


    『あの女、まさか──「カミソリの平ひら仲なか」じゃないか!?　いくつもの示談と減刑を成功させてきた凄すご腕うでの弁護士だぞ！』


    　誠せい一いちが興奮したように言う。けれども良りよう二じは別のことが気になっていた。その女性に、なんとなく見覚えがあったからだ。


    　呆ぼう然ぜんと立ち上がる良二に気づいたらしく、カミソリの平仲が何気ない視線を向けてくる。途端に、その表情に驚きよう愕がくの色が浮かんだ。


    「あれ？　あなた、──もしかして、村むら埜の先生!?　久しぶりじゃない！」


    　女弁護士が目を丸くする。その反応で良二は確信を持てた。やはり彼女は平ひら仲なか愛あい梨りだ。


    「……お久しぶりです。まさか、こんなところでお会いするとは……」


    　良二が戸惑ったように挨あい拶さつを返していると、先ほどの留置所の職員が横から声をかけてきた。


    「ああ、その人ですよ。例の当番弁護士の先生は」


    　その事実に今度は良二が目を丸くする。つまり平仲愛梨が、毒ぶす嶋じまの弁護士だというのだ。奇妙な偶然に、どこか運命めいたものを感じた。


    



    「本当すごい偶然よねぇ。元気にしてた？　そっか、今は聖せい実じつ館かん高校に。それで毒嶋氏と面会を……」


    　近くの喫茶店に移動した良二たちは、奥のテーブルに腰を下ろした。カミソリの平仲こと、平仲愛梨は興奮した様子で良二との再会をよろこんでいる。


    『おい、良二。おまえ、カミソリの平仲とどんな関係だ？　エロい展開しか思い浮かばないぞ』


    「思いっきり偏かたよった色眼鏡めがねで見ないでください。兄さんじゃないんですから。……普通に元教え子のお母さんってだけですよ。僕が初めて赴任した学校の教え子です」


    　良二はひそひそ声で誠一に説明をする。


    「っていうか、村埜先生。それって美少女フィギュアってやつよね？　……モテない先生だとは思っていたけど、ついにそっちの道に走っちゃったかぁ」


    　愛梨が、いたわるような笑顔で嘆息する。


    「ち、違いますよ！　僕は普通に生身の人間が好きなんです！　これには涙なしには語れない、理不尽な悲劇があるんです!!」


    　良二は泣きたい気持ちになった。今では日常となって忘れていたが、美少女フィギュアに話しかけるのは世間的には痛い行為でしかない。そんな誤解を受けると、やっぱり悲しい気持ちになる。


    「へえ～。生身の人間ねぇ。──もしかして村埜先生、好きな人でもできた？」


    「え？　ええっ？　ま、まさか、そ、そんなこと、ななななないですよ」


    「あはははは。わかりやすいなぁ。そっか、まったくうちの娘に手を出す雰ふん囲い気きじゃなかったから、女の子に興味ないかと思ってたけど、そうじゃなかったんだね」


    「まぁ、それはそうですよ。……いえ、愛あい香かさんがどうとかじゃなく、彼女は僕の教え子ですし」


    　良りよう二じは慌ててフォローを入れた。愛あい梨りの娘──愛あい香かに魅力がないと言うつもりはない。


    「……普通はそうだよね。村むら埜の先生はオーラがないから誤解を受けやすいけど、今時珍しい理想の教師だもんね」


    「いえ、そんなことは……」


    「あるよ。……私は世間じゃ『カミソリの平ひら仲なか』って呼ばれて、敏腕弁護士なんて言われているけど、自分の娘ひとりまともに育てられなかった。弁護士の娘なのに偏差値三十とか、本気で恥ずかしかった。でも、村埜先生は違った。真剣に愛香に向き合って、あの子をその気にさせて、たった一年で偏差値を四十も上げて、有名大学に合格させたんだ。並なみの先生にできることじゃないよ」


    『良二、おまえ。そんな映画化されそうなことをやってのけたのか？』


    「たまたまですよ。たまたま。愛香さんは才能もあって、努力家でした。僕は大したことはしていません」


    　誠せい一いちに向けた言葉が聞こえたらしく、それを拾って愛梨が続ける。


    「能力があっても、それを開花させられない人間は大勢いるよ。そして、それを手伝える人間もね。……今だから言うけどさ。村埜先生には、娘の彼氏になってほしかったんだ」


    「──え？」


    　突然の告白にどきりとした。他人からそんなふうに言われるのは生まれて初めての経験だ。


    「で、愛香に訊きいたの？　村埜先生のこと好きって？　──そしたら」


    「そしたら？」


    　良二はグビッと咽のどを鳴らした。相手は元教え子で、ぜんぜんそんな感情はなかったが、今はもう二十歳を超えている。気にならないと言えば嘘うそになる。


    「教師としては最高だし尊敬するけど、男としてみたらマジあり得ないって。キモいしダサいし魅力はないし、オスとしてのオーラゼロ。冗談でももっとマシな男を娘の相手に考えてよね、だってさ。──恩人の先生相手に酷ひどいよね？」


    「そんなオチだと思ってました！」


    　というか、酷いと思うなら、わざわざ本人に伝えないでほしい。


    「あ、ごめんね。こっちの話ばっかりして。それで、村埜先生は毒ぶす嶋じま氏にどんな用事だったの？」


    　ようやく本題に入ったため、良二は事の経緯を説明する。


    　毒嶋と優ゆう妃きが付き合っていることは、すでに愛梨は把握していた。その他のトラブルの内容についても、おおよそは知ってはいるみたいだった。だが、毒嶋の気持ちについては、愛梨のほうも把握できていないらしい。


    　良二は優妃の現在の状況、彼女の気持ちを伝え、優妃から恋愛相談を受けていた事実も話した。だが、それは一方の言葉のみを聞いただけで、毒嶋がどんな気持ちで、どんな考えを持っていたか、ぜんぜん知らなかったことを伝える。


    　だから毒ぶす嶋じまが、どんな人物なのかわからない。果たして優ゆう妃きと会わせても大丈夫な人間なのか。それを知るために、毒嶋と話をしたいと、率直な気持ちを話して聞かせた。


    「そういうわけか。……なんかいろいろ見えてきたわ。毒嶋氏は私にも心を開いてなくてね。どうしようかと困っていたところなの」


    　話を聞き終えた愛あい梨りは、得とく心しんしたように頷うなずいた。今度は愛梨に毒嶋のことを尋たずねてみたが、口を閉ざし心も閉ざしているため、詳しい話は聞けていないそうだ。


    「一つ質問なんだけど、どうして茜あかね空そらさんは、毒嶋氏のことが好きなのかな？　愛あい香かがあんなのを彼氏として連れてきたら、意味不明すぎて卒そつ倒とうする自信があるんだけど」


    　気持ちはわからないでもないが、それでも酷ひどい言いようである。


    「……理由って、必要なんでしょうか？」


    「え？」


    「人を好きになるのに、理由っているんでしょうか？　映画やドラマの感想でたまに耳にするんですが、『主人公がヒロインを好きになった理由がわからない』って批判。それって、逆におかしくないですか？　他人を説得できる理由がある恋って、ただの損得じゃないでしょうか？　好きって気持ちは理屈じゃなくて、本人にもどうしようもなくって、他人と理由を共有できない、その人だけの、大切な感情なんじゃないでしょうか？　他人に説明して納得してもらえないなら、それは偽りの感情なのでしょうか？」


    　優妃は言った。人を好きになるってことは理屈じゃない、と。だから、簡単には諦あきらめることができず、つらく悲しい想いをしてまで縋すがりついてしまう。それは愚かなことだろうか。


    「……確かに、村むら埜の先生の言うとおりね。ごめんなさい。少し、なんでも頭で考え過ぎていたみたい」


    「いえ。……生意気言って、すみません」


    「……とある映画監督が言ってたんだけど、恋愛映画の主人公が美男美女なのは、観客の願望を満たすためじゃなくて、ストーリーに説得力を持たせるためらしいの。でないと、二時間の映画で恋に落ちる理由を演出できないって。ほら、昔流行はやった壁ドンだって、不細工がやったら単に怖いだけだけど、イケメンがやるとドキッとするでしょ？　あの理屈。つまりはエピソードとかきっかけなんてのは説得力なくて、恋に落ちる一番の理由は見た目だっていう、身も蓋ふたもないない話よ」


    　──そして茜空優妃の好む顔は、世間一般の趣味趣向とは大きくズレていた。だからといって、その気持ちが嘘うそだということはなく、その恋に価値がないわけでもない。


    　誰もが抱いだく、大切で純粋で熱く切ない、ごく普通の愛情なのだ。


    「それと茜空さんに毒嶋氏を会わせる件だけど、私は賛成かな」


    「え？　そうなんですか!?」


    　愛あい梨りの科白せりふに、良りよう二じは驚きを隠せなかった。常識的に考えてデメリットの大きい賭かけだ。難色を示されるのが当然だと思っていた。


    「たぶん、村むら埜の先生ほど、彼女に感情移入していないからだと思う。そのぶん客観的だとは自負するけど」


    「正直、僕はまだ迷っていました。せめて毒ぶす嶋じま先生の気持ちを聞いてからだと」


    「うん、それは大事なことだと思う。私も立場上知りたいしね。ただ、茜あかね空そらさんに焦点を絞れば、やはり会うメリットのほうが大きいと思う。まず彼女は意思が強いタイプでしょ？　そんな彼女が毒嶋氏と会うまでリハビリを拒否している。これは大きなデメリット。それこそ取り返しのつかない後遺症を残すことになるわ」


    　良二は頷うなずいた。確かに、それは避けるべき事態だ。


    「次に、村埜先生が心配している記憶の件だけど、毒嶋氏と会った途端、茜空さんが記憶を取り戻して、つらい体験を思い出す可能性は高いわ。でもね、遅かれ早かれ記憶は必ず戻るものなの。単に、問題を先送りしているだけでしかないでしょ？」


    　鋭い指摘だった。記憶がずっと戻らない前提で考えていたが、ふとしたきっかけで記憶を取り戻すのであれば、必死に真実を隠し通すことには意味がない。それを思い出すタイミングによっては、さらなる悲劇を生み出す可能性も否定できなかった。


    「そして最後。『そもそも論』になるんだけど、茜空さんがつらい体験を思い出すことって、そんなに駄目なことかな？」


    「え？　それはどういう……？」


    「つらい想いをさせたくないって親心は理解できるわ。でも、つらい想いをしなければ、成長できないこともあるでしょ？　確かに彼女は普通の人よりもつらい記憶を持っているかもしれない。けれども、本当の意味でそれを忘れてしまったら、また同じ失敗を繰り返すと思うの。大人は確かに未来を知っている。だから失敗しない道を教えることはできるわ。でも、それは同時に失敗という貴重な体験を奪うことにもなるの。挫ざ折せつを味わうべきとか、そんなことを言ってるわけじゃない。ただ、本人が納得していない価値観を押しつけても、未練だけが残って、先に進めない可能性だってある。今の茜空さんが、まさにそんな感じじゃない？　違う？」


    　愛梨の言葉が良二の胸を打つ。優ゆう妃きのことを思うあまり、過保護な考えに固こ執しつしていた。確かに彼女の未来を思うなら、記憶を取り戻させたほうがメリットがある。


    『さすがは、カミソリの平ひら仲なかってとこか。裁判官さえも容易たやすく説得する手腕。見事だな』


    　誠せい一いちが感心したように言う。そうだった。つい、教え子の保護者という認識で接していたが、彼女は凄すご腕うでの弁護士。弁が立つのも道理だ。


    「それじゃ、兄さんも賛成なんですね？」


    『俺としてはどっちでもよかったんだが、たった今、賛成のほうへ傾いた感じだ』


    　美少女フィギュアが可愛かわいらしくウインクする。思考が柔軟な誠一は、意見や考えを変えることに抵抗がない。そっちにメリットがあると思えば、あっさりと正反対のことでも口にできるのだ。


    「ありがとうございます！　平ひら仲なかさん！　僕もやっと決意を固めることができました！」


    「いいよ、このくらい。村むら埜の先生には恩があるんだから。……それで質問だけどさ。村埜先生は、どうやって毒ぶす嶋じま氏と茜あかね空そらさんを会わせる気だったの？　メソッドの話」


    「実はそれも、弁護士の方と会って相談しようとしていました。毒嶋先生は今回、どんな罪に問われますか？」


    　毒嶋の罪は殺人未遂のはずだ。けれども誠せい一いち曰いわく、包丁を持って襲っただけでは、必ずしも殺人未遂にはならないと言う。なぜなら殺人未遂には殺意の証明が必要で、毒嶋の気持ちはいまだ判然としないままだ。


    「傷害罪よ」


    　愛あい梨りはきっぱりと断言するように答えた。


    「……殺人未遂じゃないんですね？」


    「そりゃそうよ。茜空さんの体に、切り傷はなかったんだから。包丁を持って復縁を迫ったりとか、少し怪け我がをさせて懲こらしめてやる気だったとか、いくらでも言い訳は立つわ。それに今回は茜空さんの証言もとれないしね。検事は負ける戦いはしないし、私もやるからには勝つつもりでいるわ」


    　自信満々に答える愛梨。その揺るぎなき眼まな差ざしには、確固たる結末が見えているように思えた。


    「ですが、それでは──」


    「そうね。何か月もかかってしまう。だから、保釈できないかってことでしょ？」


    　良りよう二じは真剣な表情で頷うなずく。事前の誠一の情報では、傷害罪なら保釈できるとのことだった。後は金額の問題だけだ。


    「うん、わかったわ。今から動けば、三日後には保釈できると思う。任せといて」


    「ありがとうございます。それで、保釈金ですけど……」


    「ああ。私が払っとくから大丈夫よ」


    　愛梨がさも当然とばかりに、あっけらかんと言い放つ。


    「え？　いいんですか!?」


    「それくらい、どうってことないわよ。どうせ毒嶋氏にはそんなお金ないし、どのみち村埜先生が出すつもりだったんでしょ？　なら、私が払っても一緒じゃない。保釈金なんて、そのうち返ってくるんだからさ」


    「で、ですが……」


    「それよりも、重大な問題があるんだけど」


    「え？　なんですか？」


    　急に愛あい梨りの顔からにこやかな雰ふん囲い気きが消えたので、良りよう二じは不安な気持ちになった。顔が強こわ張ばってくるのがわかる。


    「保釈された人が被害者に会うことは、法律的に禁止されてるの。そこはどう思ってるの？」


    「…………え？」


    　予想外の科白せりふに、良二は言葉を失った。まさか、そんな制約があったとは。


    「そ、そうなんですか？　兄さん」


    『弁護士がそうだって言ってんのに、なんで俺に聞くんだよ。それぐらい知ってるもんだと思っていたぜ』


    「もしかして、兄さんは知ってたんですか？」


    『当たり前だろ。それ以前に保釈人は加害者なんだから、常識的に考えて、裁判の最中に被害者に会えるわけねえだろ』


    「それはそうかもしれませんが、……加害者が被害者に謝りにいくのも悪いことじゃないかと……」


    『なんで謝るのが前提なんだよ？　逆さか恨うらみで殺したり、訴えを取り下げるよう脅おどすことだってあるだろ？　だから接触は禁止されている』


    　良二は言葉に詰まった。確かにその危険は充分にある。悪いことをしたのだから反省するのは当然。その価値観が通じないことに、良二は居い心ごこ地ちの悪さを覚えた。


    「それじゃ、兄さんは、僕からこの案を聞いたとき、どうして無理だって言わなかったんですか？」


    『無理じゃねえよ。法律的に禁止されてるってだけの話だ。ぶっちゃけ会ってもバレることはねんだし、問題ないだろ？』


    「大問題ですよ！　兄さぁあああああんんんっ!!」


    「うわっ、びっくりした！　どうしたの？　ぶつぶつ独り言いってると思ったら、急に大声出したりして」


    　愛梨が若干仰のけ反ぞったような姿勢で目を丸くしていた。思わず出てしまった突っ込みで、彼女を驚かせてしまったみたいだ。


    「それで、どうするつもりなの？」


    　愛梨がどこか試すような表情で尋たずねてくる。良二は未練を断ち切るよう長い息を吐いた。


    　愛梨は自分のことを理想の教師とまで言ってくれた。他人の評価がほしいわけではないが、純粋にうれしかった。でも、次に言う科白を聞いて、失望することだろう。


    　──それでも、かまわなかった。


    　生徒のためならば、喜んでクズ教師の誹そしりを受けよう。


    「毒ぶす嶋じま先生を茜あかね空そらさんに会わせます。法律的には禁止されているかもしれませんが、──バレないようにします！」


    　その科白せりふを聞いて、愛あい梨りは目をぱちくりさせた。


    （ああ、軽けい蔑べつされただろうな）


    　良りよう二じは心の中で罵ののしられる覚悟を決める。けれども後悔の気持ちはなかった。やがて──、


    「あはっ、あはははははは！」


    　予想外に、愛梨の明るい笑い声が返ってきた。今度は良二が目をぱちくりさせる。ひとしきり笑ったあと、愛梨は清すが々すがしい顔になってから感心したように言った。


    「村むら埜の先生、あなた変わったわね。実はね、あなたに足りないのは、そのイリーガルさだと思っていたの。熱意と誠実さはあっても、真ま面じ目めで型にはまりすぎな性格じゃ、解決できない問題も出てくる。村埜先生はそれでも一生懸命なんとかしようとするけど、正道だけじゃどうにもならないこともあるの。そこを心配してたんだけど、──大丈夫みたいね。理想の教師であるあなたに、型破りなイリーガルさが加われば、まさに鬼に金棒──最強の教師の誕生よ」


    　誇らしげに言う愛梨の言葉が、脳に響き渡る。


    　誠せい一いちの持つイリーガルさや型破りな部分は、正直好きにはなれない。でも、そこが自分に足りなかった部分だと、彼女はそう言ったのだ。


    「あ、もうこんな時間。ごめんなさい。次の用事があるんだ。保釈の件、決まったらすぐに電話するから。じゃあね」


    　愛梨は一方的に告げると、ここの飲食代を置いて、慌ただしく出ていってしまった。


    　喫茶店に残された良二は、呆ぼう然ぜんとその背中を見送っていた。頭の中では、先ほどの愛梨の言葉がリフレインしている。


    　自分に足りていなかったイリーガルさ。それが今の自分にはあるのだと彼女は言った。それはすなわち──。


    「僕の健全な精神が、兄さんのクズな思考に侵されてる、ってことじゃないですかぁああああああああああああああああああっっ!!」


    『良二。……おまえも悪い人間になっちまったなぁ。ようこそ、クズの世界へ。弟子が師を超える日が楽しみだぜ』


    　誠一がおもしろがるような表情でからかってくる。


    「誰のせいでこうなったと!?　僕は、僕はっあああっ!!　兄さんみたいなクズエロな人間にだけは、なりたくないんだぁぁあああああああああああああっっ!!」


    　良二の悲痛な叫びが、店内にこだました。

  


  
    



    



    



    第七話　毒嶋の見たモノクロの風景


    



    　愛あい梨りと再会した三日後、彼女から連絡があり、毒ぶす嶋じまが無事釈放されたとの情報が入った。今は自分のアパートに戻っているらしい。


    　良りよう二じはすぐさま毒嶋のアパートへと向かい、部屋の呼び鈴を鳴らした。


    「すみません、毒嶋先生。村むら埜のです。お話があります！　開けてください！」


    　ドアを叩たたいて声をかけたが、なんの反応もなかった。


    「……いないんでしょうか？」


    『いや、気配はする。単に居留守だろ。だから正面突破は無理だと言ったんだ』


    「騙だますようなやり方をすれば、不信感を抱いだかせるだけです。毒嶋先生の本心を聞かなければ、意味がありません」


    　良二は粘り強くドアの前から話しかけた。毒嶋の気持ちを聞きたいこと。フィギュアなどを壊したことを、きちんと謝罪したいこと。そして、優ゆう妃きに会ってほしいこと。何度も何度も繰り返し、真しん摯しな気持ちで伝えた。


    『良二。一度出直せ。声が掠かすれてきてるじゃねえか。三さん顧この礼れいという言葉もある。無理に今日に拘こだわる必要もないだろ？』


    　確かにその意見は正論だ。けれども、そんな計算高い気持ちで相手に伝わるのか、という思いもある。


    「……少しだけ休憩したら、また続けます」


    『へいへい』


    　良二の返事に、呆あきれたように返す誠せい一いち。


    　──そのときだ。


    　鍵を開ける音が聞こえ、完全に無反応を決め込んでいたドアが、ゆっくりと開く。


    「……は、入れよ」


    　そこには不機嫌そうな表情で睨にらみつける毒嶋の姿があった。


    「毒嶋先生……」


    「か、勘違い……すんな！　め、迷惑なんだ……よ。う、うるせーだろ！　あ、あと、僕はもう〝先生〟じゃない……から」


    　良二は毒嶋の後に続いて、奥の部屋へと移動する。そこには破壊されたオタクグッズの数々が、乱雑に積み重ねられていた。


    　誠一が毒嶋の部屋に侵入して破壊活動を行ったのは、ずいぶん前の話だが、毒嶋はその日のうちに逮捕されてしまったため、ここには当時のままの風景が残されていたのだ。


    『パソコンとかは証拠になるから警察が持っていったみてえだが、これらはゴミと判断されたようだな』


    　誠せい一いちが他ひ人と事ごとのように呟つぶやく。良りよう二じは不快感から、誠一を強く握りしめた。誠一が痛みに顔を歪ゆがめるが、同情よりも怒りのほうが上回っている。


    「……酷ひどいです。これはいくら兄さんでも、許せません」


    　良二の批難に誠一はいくぶん、ばつの悪そうな顔をする。悪いとは思っているらしい。


    「お、お宅に聞くけど……、ぼ、僕の部屋を、めちゃくちゃにしたの……は、お、お宅なのか？　さっきドアの前で、い、言ってた……だろ？」


    　毒ぶす嶋じまが視線を合わせないまま、ぼそぼそと呟くように問うた。聞き逃しそうになったので、慌てて意識を集中させる。


    「はい。すみません。怒るのも当然だと思います」


    　良二は深々と頭を下げた。実際にやったのは優ゆう妃きで、唆そそのかしたのは誠一だが、そんな言い訳は毒嶋の神経を逆さか撫なでするだけだ。それに良二は、自分のことのように申し訳ない気持ちになっていた。


    　だが──。


    「嘘うそだっ！」


    　鋭い毒嶋の声が響く。こんな声も出せるのかと、意外に思った。


    「あ、あの糞くそビッチにも、き、訊きいたんだ！　あ、あいつは、じ、自分がやったと言ったんだ！　む、矛む盾じゆんする……だろっ！」


    　良二は自分の不用意な発言に後悔を覚えた。おそらくはあの日、毒嶋が優妃を襲った日。毒嶋はいきなり包丁を出したのではなく、優妃となんらかのやりとりがあったのだろう。


    　常識で考えれば、部屋をめちゃくちゃにした犯人は優妃だ、と毒嶋が思い込むのは当然の流れだ。だから優妃に復ふく讐しゆうしようとしたのだろうが、別人だという可能性もゼロではない。故ゆえに、襲いかかる前に問うたはずだ。あれはおまえの仕し業わざかと。


    　──致命的なミスを犯した。


    　真実を知る良二と、それを知らない毒嶋。その認識と情報には差異がある。差異は不信感と猜さい疑ぎ心しんにつながり、彼の心を固く閉ざす扉となるだろう。


    　だが、下へ手たに誤ご魔ま化かすのは逆効果だ。かと言って黙っているわけにもいかない。──覚悟を決める必要があった。


    「その日、僕もここにいました。茜あかね空そらさんに、毒嶋先生が大事にしているものを壊すよう言ったは、──僕です」


    「……………………っ!?」


    　毒嶋が声にならない悲鳴をあげる。同情するほどに、狼ろう狽ばいした表情を見せつけてきた。良二が口にするまで、その可能性に気づくことさえなかったのだろう。ぐるぐると、その事実の意味を考えているはずだ。


    「い、一緒に、いた……のか？　ゆ、優ゆう妃きと、ぼ、僕の部屋に──？」


    「はい」


    　良りよう二じは神妙な顔で頷うなずいた。


    「な、なんだよ、それ!?　く、くくくく糞くそビッチがっ!!　ぼ、僕の部屋だぞ！　そ、それなのに！　ほかの男と……だと!?　ば、馬鹿にしやがって!!　くそっ！　くそぉおおおおおおおっ!!」


    　毒ぶす嶋じまがくぐもった咆ほう哮こうをあげる。激高していた彼は、大事にしていたはずのフィギュアを掴つかみ上げては、感情が昂たかぶるまま床に投げつけた。


    （──毒嶋先生？）


    　良二は違和感を覚えた。今の毒嶋の感情は嫉しつ妬とに狂う彼氏そのものだ。優妃を男たちに悪戯いたずらさせて、そのシーンをビデオに撮っていた人物とは同じに見えない。


    　なんとなく、毒嶋は優妃のことを愛しているのでは？　と思った。それは事前に思っていたイメージと、優妃が語っていた毒嶋の姿と、だいぶ違うものだ。


    「毒嶋先生。あなたは茜あかね空そらさんを愛している。──そうですね？」


    　良二の科白せりふに、毒嶋はびくりと動きを止めた。猜さい疑ぎ心しんと警戒心が混じった顔で、不機嫌そうに押し黙ってしまう。


    　けれども良二は直感的に、それを肯定だと受け取った。沈黙を守る表情の中に、女性に不慣れな男特有の、戸惑いと羞しゆう恥ちの感情を読み取る。


    　毒嶋は優妃のことを愛している。彼は決して誠せい一いちの言うような、クズな思考で優妃と付き合っていたわけではないのだ。


    　それを確信した途端、良二の中に沸ふつ々ふつと怒りが湧わいてきた。熱い思いが激しく咽のどを震ふるわせる。


    「そんなに好きなのに、どうしてあんなビデオなんて撮ったんですか!!」


    　毒嶋の顔に、怯おびえと後悔の気持ちが色濃く表われた。しかしそれは一瞬のことで、すぐに不機嫌そうな怒りの表情に取って代わられる。


    「さ、先に、謝罪しろ……よ！」


    「謝罪？」


    「へ、部屋をめちゃくちゃに、した……だろ!?　ま、まずはそこから……だ!!」


    『さっき謝っただろうが。ネチネチとしつこい野郎だぜ』


    　誠一が不満そうに言うが、良二はそうは思わない。相手が納得しない以上、それはこちらの謝罪が足りないのだ。


    「すみませんでした」


    　良二は深々と頭を下げる。だが、毒嶋の気持ちは収まらないようだ。


    「ほ、本当に悪いと思ってる……なら、ど、土下座しろ……よ！」


    　毒嶋が唾つばを飛ばしなら、要求をエスカレートさせる。


    　だが良りよう二じの中に戸惑いはない。この部屋の惨状を見れば、土下座をするのは当然だと思った。素直にその要求に従う。膝を床に突き、深々と頭を床に擦こすりつけた。そうして再び、謝罪の言葉を口にする。


    「ま、まだだ。ふ、服を脱げ……よ！　ぜ、全裸になれ！　ほ、本当に悪いと思ってる……なら、せ、誠意を見せ……ろ!!」


    　毒ぶす嶋じまの要求はさらにエスカレートしていく。良二は抵抗を覚えたが、ここまできて逆らうわけにはいかない。


    『良二、嫌になったら俺に代われ。見てみろ、あいつは虚勢を張ってはいるが、内心ではビクビクしてやがる。根っからの小心者だ。軽くぶん殴って脅おどせば、なんでも言うこと聞くぜ。すぐにでも優ゆう妃きのところへ引っ張っていける』


    　誠せい一いちが嘲あざけるように言う。確かにそれはもっとも安易で確実な方法かもしれない。だが──絶対に間違った方法だ。


    「……兄さん。暴力で解決しないでください。毒嶋先生の要求は正当なものです」


    　良二は言われたとおり全裸になると、再び土下座して、必死に謝罪の言葉を述べ続ける。


    「べ、弁償しろ……よ！　あ、あと、慰謝料も、は、払え！」


    「……はい。わかりました。責任を持って支払います」


    「よ、よし。まぁ、いい……だろ。か、金で買えないモノも、あ、あるけど。だ、妥協して……やる」


    　ようやく気が晴れたらしく、毒嶋が良二の謝罪を受け入れてくれた。なんとかスタートラインに立てたことに、安あん堵どと決意の息を吐く。


    「それでは教えてください。どうして、あんなビデオを撮ったりしたんですか？」


    　毒嶋はすぐには答えなかった。ただ、ふて腐れた子供のように不満げで不本意な感情を顔に刻みつけている。


    　沈黙が続いた。それでも良二は急せかすことなく、辛抱強く待ち続ける。


    　良二は教師の本能として、毒嶋という人物を理解しはじめていた。彼は内向的で気が弱く、思ったことがすぐには口に出せない性格の人間だ。典型的な虐いじめられっ子タイプ。


    　自分も同じ性格だからわかる。急かしたり、矛む盾じゆんを指摘したり、価値観を否定しては駄目だ。見た目は従ったふりをしても、頑かたくなに心を閉ざしていく。それでは意味がない。


    「……あの、糞くそビッチが、ぼ、僕を裏切った……からだ」


    　どれだけ時間が過ぎただろう。何度か言葉を発しようとした毒嶋が、ようやく言葉らしい音を発した。


    「裏切り」という単語に、良二は反射的に拒否感を覚える。あの優妃がそんなことをするはずがない。たが、ぐっと我慢して、続きを問うた。


    「どう、裏切ったのですか？」


    「……ほ、ホテルだ。あいつ、だ、誰かとラブホテルに行き……やがった」


    　良りよう二じはすぐに頭の中で否定しようとして、──その事実に思い至る。


    『ちっ。そういうことか』


    　誠せい一いちもそれに思い至ったらしく、忌いま忌ましそうな声を漏もらした。


    　優ゆう妃きは確かにラブホテルに行っている。そして、その相手というのは誠一だ。優妃にエッチなテクを教えるという目的で、彼女を一度だけ連れていった。誠一曰いわく、セックスはしていないが、それを証明することはできないだろう。


    「あ、あの日。れ、連絡が既読にならなかった……から、あ、あの糞くそビッチの居場所を、し、調べてみた……んだ」


    　調べた、という単語に違和感を覚えるも、すぐに理解が追いつく。おそらく毒ぶす嶋じまは優妃にＧＰＳの類たぐいを渡していて、彼女の居場所を特定したのだ。


    　姫ひめ園ぞの雅みや琵びが痴ち漢かん集団に拉ら致ちされたときも、ＧＰＳで雅琵の位置を瞬時に割り出すことができ、その精度の高さを実感した。地上何メートルという表示まで出るので、ラブホテルの中にいるかどうかまで容易に把握することができる。


    　しかしながら優妃がＧＰＳの存在を知っていれば、なんらかの対処をしたはずだ。そうでないことからも、毒嶋は優妃に秘密で彼女を監視していたのだろう。


    　同意の上ならまだしも、過剰なプライバシーの侵害だ。


    　だがこの事実は、毒嶋の優妃に対する独占欲と猜さい疑ぎ心しんと束縛の強さを、如実に物語っていた。それは歪ゆがんではいるものの、ひとつの愛の形といえるだろう。


    「ぼ、僕はからかわれていた……んだ。な、内心ではやっぱり……さ、蔑さげすまされていた……んだ。そ、そんなに……人の心を弄もてあそんで……た、楽しいのかよ！　ぼ、僕にだって……こ、心はあるんだぞ!!」


    　毒嶋が悲痛な思いを吐と露ろする。固い壁に閉ざされていた彼の本心が、わずかに見えはじめていた。


    「待ってください！　茜あかね空そらさんはそんな子じゃありません！」


    「お、お宅に何が、わ、わかるんだよッ！　ぼ、僕みたいな……キモいゴキブリみたいな男、す、好きになる奴なんて、い、いないに決まってるだろ!!」


    　半泣きになった毒嶋の声が室内に轟とどろく。その原因をつくったのは自分たちだとはいえ、彼の優妃に対する猜疑心と不信感には、強迫観念めいた思い込みがあるように感じられる。


    　どうして毒嶋は、好きだと言ってくれる優妃のことを信じてあげられないのだろう？　何かそうなった理由でも存在するのだろうか？


    「そ、それなのに、あ、あの糞ビッチは……、その後も、ぼ、僕に色目を使い……やがって！　きゅ、急にいやらしくなり……やがって！　ゲ、ゲームの期限でも、せ、迫ってるの……かよ!?　ぼ、僕を馬鹿にするな!!」


    〝ゲームの期限〟という意味はわからなかったが、良りよう二じは強い罪悪感と後悔に苛さいなまれた。よかれと思って頑張ったことが裏目に出ている。優ゆう妃きの努力の結末は、反対方向の望まぬ結果へと突き進んでいた。


    　ほかの男とラブホテルに行ったと思い込んでいる毒ぶす嶋じま相手に、積極的なアプローチは逆効果でしかないだろう。そんな不幸なすれ違いに対し、すべてをぶちまけたい気持ちになる。


    　だが──。


    　冷静な部分がそれを否定する。お人好しで世の中には善人しかいないと思っている良二にさえ理解できた。


    　ここで、優妃とラブホテルに行っていた相手は自分で、すべては毒嶋のためだと告げることは、最悪の手でしかない。毒嶋を優妃に会わせるという目的は、海の藻も屑くずと消えるだろう。


    「……毒嶋先生。お願いがあります。茜あかね空そらさんと会ってやってください」


    　良二は深々と頭を下げながら、お願いをした。


    「は？　……なっ？　……あっ？」


    　予想外のことだったのか、毒嶋は踏み潰つぶされたウシガエルのような奇っ怪な声を漏もらす。


    「もう一度お願いします。茜空さんと会ってください！」


    「なっ、なに馬鹿なことを……い、言ってんだよ！　あ、会えるわけ、な、ないだろ!?」


    「──会えます。僕が責任を持って会わせます」


    　良二は決意を込めた声で、静かに断言する。


    「い、いや、そうじゃなく……て。ぼ、僕はあいつを、あ、あんな目に遭わせた……んだぞ!?　あ、会えるわけ……」


    　毒嶋の抵抗は主にハードルの高さではなく、敷居の高さだったようだ。そこでふと、良二は気にかかることがあった。もしかして毒嶋は──。


    「あの、毒嶋先生。……茜空さんが記憶喪失になってる件はご存じでしょうか？」


    「………………は？」


    　ぽかんとする毒嶋の表情が印象的だった。まさかとは思ったが、その事実を知らされていなかったらしい。


    『警察としてはそうだろうな。被害者に証言能力がないとわかれば、加害者の独壇場だ。教えるわけがない。弁護士である平ひら仲なかにも釘を刺しているはずだ』


    「でも、それじゃ、僕たちが教えてしまってよかったんですか？」


    『優妃に会わせる話は知ってんだ。全部了解してるに決まってんだろ？　保釈の時点で検察ともその話はついてるだろう。どのみちもう言ってしまったんだ。さっさと交渉に入れ』


    　誠せい一いちに急せかされ、良二は優妃が記憶喪失になっている件、リハビリを拒否していること、そして毒嶋に会いたがっていることを伝えた。


    「デュフ！　ぐふふふふふっ！」


    　話を聞き終えた毒ぶす嶋じまがくぐもった笑いを漏もらす。


    「ぼ、僕じゃねえ……よ。あ、あの糞くそビッチが会いたがってる……のは。ほ、ホテルに行った相手だ。ほ、本命のほう……だよ」


    　良りよう二じは心を痛めた。毒嶋は本気でそう思っているようだ。


    「いいえ、違います！　茜あかね空そらさんが会いたがっているのは、毒嶋先生。──あなたなんです」


    「お、お宅、なに言ってん……だよ？　ち、違うって、い、言ってる……だろ？」


    「いいえ、違わないんです。信じてください、毒嶋先生！」


    「し、信じられるわけない……だろっ！」


    　だが毒嶋は意固地になって、その事実を信じようとしない。


    「じゃあ、信じなくてもいいです！　茜空さんに会ってやってください!!　少しでも彼女のことを愛しているのなら、彼女を救うために力を貸してください！　お願いします!!」


    「……わ、わかった」


    　どれだけそうしていたのだろう。床に頭を擦こすりつけながら懇願する良二に向かって、毒嶋がようやく折れてくれた。


    「毒嶋先生！　ありが──」


    「じょ、条件がある！」


    　良二の感謝の気持ちを遮さえぎるようにして、毒嶋が叫んだ。ここにきて条件を出されたことに軽く頭が混乱する。なぜか嫌な予感がした。


    「そ、その相そう対たい性せい理り論ろんちゃんを、ぼ、僕に渡せ！」


    「────え？　な、なんで？」


    　良二は愕がく然ぜんとした。想像を超える展開に頭が真っ白になる。


    　毒嶋が指さす先。そこにあるのは、誠せい一いちの魂たましいが宿る美少女フィギュアだ。だが、それを渡すということは──。


    「き、決まってる……だろ？　こ、壊すんだよ！　ぼ、僕にしたことを、や、やり返してやる……んだ！　も、文句ない……よな？」


    　毒嶋は知らない。これを渡すということは、すなわち誠一というイリーガルな存在を呼び出す行為。その後にどんな展開になるかは、火を見るより明らかだ。


    「──できません」


    　良二は怯おびえるように答えた。


    「な、なに断って……んだよ!?　ぼ、僕が渡せって、い、言ってるだろ！」


    　毒嶋が苛いら立だったように言う。だが、その声には、どこか興奮したような優越感が漂っていた。


    「すみません。できません。どうか、これだけは──。お願いします！」


    「デュフ、ぐふふふふふふふっ！　そ、そんなに、そのフィギュアが、だ、大事なの……かよ？　い、いつも大切そうに、も、持っている……もんな？　お、教え子より、た、大切なの……かよ！」


    　舌した舐なめずりするような声。良りよう二じの答えは、毒ぶす嶋じまの中の嗜し虐ぎやく心しんと優越感に強い刺激を与えてしまったようだ。


    「そ、それを渡せ！　そ、それ以外の妥協は、し、しないからな！」


    「お願いします。どうか、これだけは！　お願いです！」


    「い、いいや。だ、駄目だね。こ、断るなら、ぜ、絶対に糞くそビッチに、あ、会ってやらないから……なっ！」


    「毒嶋先生、聞いてください！　これは普通のフィギュアじゃないんです。この中には僕の亡くなった兄の魂たましいが入っていて、これを手放すと、僕は兄さんになってしまうんです。兄さんは元ヤクザで……、その──」


    「デュフ、ぐふふふふふふっ！　な、なんだよ、そ、その三流漫画にありそうな、せ、設定は。ば、馬鹿じゃない……のか？　しかも、や、ヤクザって。しょ、小学生かよ!!」


    　毒嶋が小馬鹿にしたように言い放つ。この状況で何を言っても、もはや信じてはもらえないだろう。


    「本当なんです。──だから」


    「だ、黙れよ！　い、いいから早く、そ、それを渡せよ！　こ、これが最後だ！　こ、断ったりはぐらかしたりしたら、く、糞ビッチに会う話は、な、なしだから……なっ!!」


    　最後通つう牒ちようを言い渡される。美少女フィギュアを奪うことに固こ執しつした毒嶋を、説得できる術はないだろう。もはや、覚悟を決める必要があった。


    「兄さん、お願いです。絶対に暴力や脅おどしで解決しないでください。悪いのはこっちなんです。毒嶋先生は被害者だ」


    『悪いが約束はできねえな。被害者だろうが、被害妄想だろうが、優ゆう妃きを不安にさせたそもそもの原因は、こいつだろうが。それに、こんな底辺のゴミにコケにされて、悔しくねえのかよ』


    「……悔しくはないです。毒嶋先生にも、人としての心がある。怒ったり悲しんだり疑ったり、それは当然の権利です！　兄さんは、正直すごい人だと思います。兄さんに比べたら、大抵の人は底辺のゴミでしょう。僕もその一人です。──でも、それでも、僕らは生きているんです！　心を持って感情を持って、理想も願望も抱いて生きているんです！　思いを口に出せなくとも、気持ちを表現するのが下へ手たくそでも、だからと言って、何も感じないわけないじゃないですかッ!!」


    『…………』


    「兄さん、お願いです。兄さんにとって、僕らのような底辺ゴミの気持ちを踏み潰つぶすことなんて、造作もないことかもしれません。でも、だからこそ、その気持ちを汲くみ取ってほしい。心があることを知ってほしい。僕らはここに生きているんだという証を赦ゆるしてほしい。お願いです。兄さんッ！」


    「お、おい。な、なにブツブツ言ってん……だよ？　あ、あと三秒以内に、わ、渡さないと、交渉決裂だから……なっ！　……三、……二」


    「──わかりました」


    　良りよう二じは観念したように呟つぶやくと、左手に持っていた美少女フィギュアを毒ぶす嶋じまに差し出した。


    　嬉々としてそれを受け取る毒嶋。そして次の瞬間、良二の意識は深い闇の底へと落ちていった──。
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    「俺、不本意ながらも参上」


    　誠せい一いちは面倒くさそうに言うと、いつものとおり眼鏡めがねを外して髪を掻かき上げた。


    「う、うん？　……あれ？　ふぃ、フィギュアがない……ぞ？」


    　毒嶋があたりをきょろきょろと見回しながら、困惑した声を出す。霊的なアイテムとなった美少女フィギュアは、誠一に入れ替わった途端、この世界から消滅するのだ。


    　その事実を知らない毒嶋にとっては、意味不明の状況でしかない。


    「お、おい！　ど、どこに隠し──。ひぃいいいいいいいいいッッ!!」


    　誠一に怒りをぶつけようとした毒嶋は次の瞬間、引き攣つった悲鳴をあげた。


    　誠一はやる気のない顔で、ただ毒嶋を眺めているだけだ。


    　けれども、遺伝子レベルまで組み込まれた毒嶋の底辺ゴミとしての本能が、即座に誠一のオスとしての優位を認め、ボス猿に従う最下層の猿のように怯おびえさせる。


    　だらだらと脂汗が流れ、呼吸することさえも困難となり、失禁する寸前まで、ガクガクと震ふるえだす。誠一が一言「死ね」と言えば、すぐに包丁で自分の咽のどを切り裂くことだろう。それだけの力の差が、この一瞬で形成されてしまっていた。


    　だが──。


    　誠一は泰然とした様子で正座すると、そのまま額ひたいを床に擦こすりつけた。


    「────へ？」


    　予想外の展開に、毒嶋が魂たましいの抜けたような疑問符を漏もらす。


    「すまねえ。俺が悪かった。殴るなり蹴けるなり好きにしていい。その代わり、──優ゆう妃きに会ってほしい」


    　どれだけ時間が経っただろう。誠一が本気で謝罪しており、自分に危害を加える気がないのを理解すると、ようやく毒嶋は金縛りから解とけた。


    「はっ？　な、なんだよ、それ？　フィ、フィギュアを渡す以外、だ、駄目だって、い、言っただろ？」


    　毒嶋は強気の発言をする。一瞬気け圧おされた気もするが、よくよく考えれば相手は村むら埜の良二なのだ。ビビる必要がどこにある？　ヤクザに代わるという設定で、キャラを作っているに違いない。そんなふうに自分を納得させた。


    「フィギュアはねえ。あれは俺になった途端消える。そういう霊的なアイテムなんだ。だから、その要求は飲めない。その代わり、俺を好きにしていい」


    「ふ、ふざけるなッ！　だ、だったら、交渉決裂だッ！　で、出ていけ！」


    「頼む。優ゆう妃きに会ってほしい」


    「い、いいから、出ていけって、い、言ってるだろ！」


    　けれども誠せい一いちは動かない。強固な意思の顕けん現げんのように微動だにしなかった。


    「くっ、このっ！　ば、馬鹿にしてッ！」


    　怒り狂った毒ぶす嶋じまが、近くにあった美少女フィギュアの残ざん骸がいを投げつける。それは誠一の頭に命中するが、誠一はなんの反応も見せない。


    「……でゅ、でゅふふっ」


    　その反応に安心を覚えた毒嶋は、自分より優位だと本能的に知っている相手を一方的に痛めつける初めての快楽に陶とう酔すいし、次々に美少女フィギュアの残骸を誠一に投げつける。その瞬間、自分は途と轍てつもなく偉くなっているのだという、満足感を得た。


    　怒りが強ければ強いほど、憎しみが深ければ深いほど、それに比例して快感も強くなっていく。


    「か、顔を上げろ！　め、目は閉じるんだ！」


    　言われるまま従う誠一。その顔に盛大なビンタを浴びせる。


    「ぐへっ、ぐっ、ぐっ！」


    　奇っ怪な悦よろこびの声をあげ、毒嶋はさらに暴力を振るった。殴る蹴けると体力の続く限り誠一を痛めつける。やがて疲れ果てた毒嶋は、満足したような表情で床に座り込み、荒れた呼吸を整えはじめる。


    「──終わったか？」


    　誠一が目を閉じたまま、静かに問う。


    「ん？　ああ……。で、でも、あの糞くそビッチに会ったりは──」


    「ああん？　なんか言ったか？」


    　次の瞬間、誠一が目を開けた。毒嶋の本能が引き攣つるような悲鳴をあげ、全身から血の気が一気に引く。あまりの壮絶な恐怖に、悲鳴すらもあげることができず、毒嶋は全身の産うぶ毛げをびんびんに逆立てた。


    「俺を殴るなり蹴るなり好きにしていい。その代わり、優妃には会う。そういう約束のはずだ。──違うか？」


    「ぐっ、……がっ、……あがっ！」


    　誠一はごく普通に尋たずねているだけだ。しかし、毒嶋にとってはそうではない。


    「違うかと聞いてんだが？」


    「ち、ちちちちち違わないです！　すすすすすすすびばぜんんんんんんっ！」


    　毒ぶす嶋じまは肺はい腑ふを絞り出すようにして答えた。これだけ大きな声を出したのは人生で初めてかもしれない。


    「よし、じゃあ、今から行くぞ」


    「は、ははははははははははいぃいいいいい！　村むら埜のさんんんっ！　わ、わかりましたぁあああああ！」


    　そんな怯おびえまくる毒嶋をよそに、誠せい一いちはふっと薄い笑いを浮かべた。


    （──たく、調子狂うぜ。まさかこんな奴相手に、真っ当な交渉をするなんてよ。まぁ、脅おどすばかりが能じゃねえからな）


    　しかし誠一は気づかなかった。もしこの場に良りよう二じがいたら、こう言っただろうことを──。


    「めっちゃ脅しているじゃないですか!?」


    



    　病院には夕方近くに到着した。そこには毒嶋の弁護人である愛あい梨りや、優ゆう妃きの担任である静しず流るの姿もない。


    　前者は愛梨のキャリアを考えてのことだ。保釈人が事件の被害者に会うことは法律によって禁じられている。保釈人が勝手にやったことならまだしも、弁護士がその場にいたことがバレたら、ただでは済まない。


    　静流がいない理由は単純で、いるとたぶん面倒くさいし、いても役に立たないだろうという誠一の判断だ。それに良二の知らないところで、弟の想い人に会うつもりはない。良二のためというよりは、嫉しつ妬とに狂った良二の相手が酷ひどく面倒だからだ。


    　そんなわけで病院には毒嶋と二人で来たのだが、いざというときのために協力者が必要だった。誠一は鼻筋の整った美人の看護師を見つけると、彼女に話しかける。


    「葛くず原はら麗れい子こを呼んでくれ。渋ったら、葛原泰たい造ぞうの件で話があると伝えてくれ」


    　ちなみに誠一が彼女を選んだ理由は、単に話すなら美人のほうがいい、というだけだった。


    　ややあって、不機嫌そうな顔をした葛原麗子がロビーに姿を見せた。じろりと睥へい睨げいして誠一と目が合うや、確信したらしく、こちらへツカツカと歩いてくる。離れた場所で縮こまるように椅い子すに座る毒嶋が、怯えたような表情でその様子を眺めていた。


    「私を呼び出したのは、あんた？」


    「久しぶりだな、麗子。大人っぽくなって見違えたぜ」


    　その科白せりふに麗子は目を見開く。


    「あんた……。前にここで美少女フィギュアに話しかけてた危ない奴よね？」


    「そっちかよ。間違ってはねえが間違いだ」


    「私は意味不明なことを言う馬鹿が嫌いなんだけど？　脳みそに蛆うじでも湧いてんの？」


    「俺だよ。村むら埜の誠せい一いちだ。ヴァージンを捧げた男を忘れるなよ」


    「──え？　……あっ！　あああああああああああああああああああっ！」


    　麗れい子この絶叫がロビーに響き渡った。何事かと、患者たちが怪け訝げんな視線を向けてくる。しかし麗子も誠一もそんなものを気にする性格ではない。


    「そ、そうよ！　その顔、その態度、その雰ふん囲い気き！　あんたは村埜誠一！　────って、そんなわけあるかい！」


    　ノリ突っ込みとともに麗子は右ストレートを放ってきた。誠一はわかってたとばかりに、動じることなく左手でそれを受け止める。


    「……なかなかいい反応じゃない」


    「俺が村埜誠一なら当然だろ？」


    「馬鹿なことを言わないの。あの男は先々月亡くなったわ。私も個人的に司法解かい剖ぼうに立ち会わせてもらったから断言できる。顔もよく見ると違うし。──あんた誰？」


    「だから村埜誠一だよ。死んだあと幽霊になって、弟の体を使わせてもらってるんだ」


    「あんたねぇ。──医者を舐なめんなッ！」


    　今度は股こ間かんを蹴けり上げてきたが、誠一は自然な動きでそれを避よけた。


    「信じねえのか？」


    「信じるわけないでしょ？　どれだけ人の死に接してきたと思ってるの？　幽霊なんかいるわけないでしょ？　そんなもんいたら病院中幽霊ばかりじゃん」


    「心霊体験をした看護師も多いって聞くが？」


    「あいつらは馬鹿だから。──で？　今の話からすると、あんたは誠一の弟ってこと？　確か、そんなのがいるってのは聞いたことあるけど」


    「まあ、そんなもんさ」


    　誠一はどうでもいいふうに答えた。


    「それで？　その弟がなんの用？　父さんの名前を出したってことは私を脅おどしにでも来たのかしら？」


    「おやっさんには世話になってんだ。んなことするかよ」


    　麗子はジト目で誠一を睨にらみつける。誠一ならともかく、その弟と父である泰たい造ぞうに接点はないはずだ。誠一として振る舞おうとする姿に、呆あきれている様子だった。


    「おまえにひとつ、頼みがある」


    　誠一は記憶喪失である優ゆう妃きに、毒ぶす嶋じまを会わせることを話した。しかしその場合、最大の問題が横たわっている。それは記憶を取り戻した優妃の容態が、、予想外に急変すること。いざとなれば、速すみやかに医師の対応を仰ぐ必要がある。


    　良りよう二じともその話をしていた。そこで誠一は麗子を引き込むことを提案したのだ。彼女は性格上、この手の話に拒否感を示さない。良二に交渉させるのは不安だったが、今は誠一になっている。話もスムーズに進んでいった。


    「……つーか、ほとんどあんたのせいじゃない」


    　話を聞き終えた麗れい子こが、呆あきれたように言う。彼女は不明な点があると、きちんと理解するまで納得しないタイプなので、結局は誠せい一いちの体験したすべての事情を話すことになった。


    「そうでもないさ。問題はすでに内在していた。時間の問題だ」


    「ああ、なんかいかにも誠一が言いそうな科白せりふね。つーか、教え子をラブホテルに連れ込んで尻しりを開発した挙句、彼氏の家でセックスするとか、あんたの家系、遺伝子レベルでクズなんじゃないの？」


    「おうよ、クズで上等！」


    　自信満々に言い放つ誠一に、麗子は盛大にため息を吐つく。けれどもどこか、うれしそうな表情を浮かべていた。


    「ええと、村むら埜の良りよう二じだっけ？　いいよ。立ち会ってあげる。なんか異常があったら、すぐに対処してあげるから」


    



    「あ、ムラノン。来てくれたんだ」


    　病室のドアを開けると、優ゆう妃きが沈んだ笑顔を向けてきた。元気だった頃の輝きは、いまだに戻っていないらしい。


    「当たり前だろ？　おまえの尻は日本一なんだ。ベッドに埋うもれさせとくにはもったいねえ」


    「なにそれ？　ムラノン、キャラ変えたの？　なんか雰ふん囲い気きも別人みたいだし。ぶっちゃけ、前のほうがあたし好みかな」


    「相変わらず、男を見る目がねえな」


    「あれ？　その話したっけ？　まあ、いいや。……本当はね。ムラノン、もう来ないかと思っていた」


    「来るに決まってんだろ。そんでよ、今日は約束を果たしに来た」


    「え？」


    「約束どおり、連れてきてやったぜ」


    　誠一の科白に、優妃の顔が輝きを取り戻す。瞳ひとみが涙に揺れ、驚きを隠すように口元を両手で覆おおった。期待と不安に感情が激しく揺れているようだった。


    　そして遂に、その人物が病室に入ってくる。だが──。


    「……違う。その人じゃない」


    　優妃が落胆したように呟つぶやく。輝きを取り戻した顔から、一瞬にして表情が消えた。


    「当たり前よ。私があんたの恋人に見える？」


    　呆れたように言ったのは麗子だ。優妃は麗子を見て、違うと口走ったに過ぎない。


    「え？　でも……」


    「あんたが彼に会えば、記憶を取り戻す可能性も高い。そしたらショックで体に異常が出ることもあるでしょ？　だから私が立ち会うことになったの。ああ、それと。このことは秘密で。私は対処はするけど、責任取るつもりはないから」


    　早口でまくし立てる麗れい子こに、優ゆう妃きはぽかんとした表情で、「はぁ……」と了解の意思を示した。


    「おい、いいぜ。入ってきな」


    　誠せい一いちが言って、ドアから今度こそ、毒ぶす嶋じま一いつ輝きが姿を現した。


    　おどおどした態度で、視線を優妃に合わせることなく、のろのろとした所作で誠一の横に立ち尽くす。まるで地縛霊のような雰ふん囲い気きだ。


    



    　そして、──優妃の時間が止まっていた。


    



    　すべての表情も感情も、息をするのも忘れて、ただただ毒嶋の姿を目に焼きつけている。


    「ぢゅっ、ぐげっ、……がぁっ」


    　毒嶋が奇っ怪な声を漏もらす。おそらく何かを言おうとしているのだろうが、上う手まく言葉を出せないでいるようだ。


    　長い沈黙が続いていた。誠一も麗子も黙って二人の様子を見守っている。さすがにこの状況で口を挟むほど、無粋な感性は持ち合わせていない。


    「……ごめん、さい」


    　長い沈黙を破ったのは、凍こごえるような優妃の声だった。


    「たぶん、……違うと思う。……この人じゃ、なかったみたい……」


    　刹せつ那な、堪こらえていた感情があふれるようにして、優妃が大粒の涙を流しはじめた。


    「あれ？　なんでかな？　ごめんね。急に泣きだしたりして……。ちょっと今日は、心が変みたい……。せっかく来てくれたけど、ごめん」


    　優妃は必死に涙を拭ぬぐいながら、なんとか言葉を紡つむぐ。


    　酷ひどく狼ろう狽ばいしているように見受けられた。記憶は戻らなかったものの、無意識の領域では激しい嵐が巻き起こっているのかもしれない。


    「一度退散したほうがいいみたいね」


    　麗子が退室を促す。誠一も同じ考えだった。


    「まぁ、やるだけのことはやったし、仕方ねえか。帰るぞ」


    　誠一にも促されて、毒嶋が踵きびすを返す。帰る瞬間、毒嶋は小さな声で呟つぶやいた。


    「……お幸せに」


    　それは今まで表に出すことのなかった、毒嶋の本心でもあった──。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　誠せい一いちと毒ぶす嶋じまが立ち去った病室には優ゆう妃きのほかに、いまだ麗れい子この姿があった。アンニュイに窓の外を眺めながら、優妃が泣き止やむのを待っている。


    「ごめんなさい。お医者さんって忙しいのに、あたしなんかのために時間を無駄にさせちゃって。もう、大丈夫だから」


    　ようやく落ち着きを見せた優妃が、麗子に向かって話しかけた。麗子はゆっくりと振り返ると、ベッドの脇わきの椅い子すに座って、目の高さを優妃と合わせる。


    「医者は忙しいもんよ。でも、それは患者さんのために費やすものだから、謝る必要なんてないわよ。──記憶が戻るとね。今みたいに一気に感情が湧わき上がってくるものなの。よく堪こらえたわね」


    「えっと、何を言って……」


    「医者相手に誤ご魔ま化かすんじゃない。戻ったんでしょ？　記憶。なんで知らないふりをしたの？」


    　優妃はすぐには答えなかった。ぎゅっとシーツを掴つかみ、何かを考えるように、じっと一点を見つめている。


    「……あたしの存在は、いーちゃんを傷つけるだけだって、彼に、そう言われたんだ。だから、たぶん、このほうがいい」


    「記憶喪失のままのふりをして、あの汚物と別れるってこと？」


    「いーちゃんは汚物じゃない！　確かに臭くて汚くて色も茶色いけど、あたしにとっては最高の人なの！」


    　優妃の剣けん幕まくに、麗子はクスクスと笑いを漏もらした。


    「──そんなに好きなんだ？」


    「うん」


    「それなのに別れるの？」


    「……それがいーちゃんのためなら。好きだから別れるんだよ」


    「そっか。恋愛の形はいろいろだからねぇ。本人がそう決めたら、他人は何も言えなくなるよ。……それはわかってる？」


    「ごめん。なんか、いろんな人を巻き込んでるのに……。あたし馬鹿なんだと思う」


    「知ってることが少なければ、誰だって馬鹿な判断をしてしまうものよ。だからと言って、ディレッタントな馬鹿も多いけど。今から少し、私が知ってる話をするわ」


    　そう言って麗子は、誠一から聞かされた毒嶋の気持ちを話して聞かせた。


    



    　　　＊　＊　＊


    



    　優ゆう妃きが毒ぶす嶋じまに会ってから、二日が過ぎていた。


    　あの日の顛てん末まつを誠せい一いちから聞かされていたが、記憶が戻らなかったという事実に、良りよう二じはやるせない気持ちになる。優妃が嘘うそをついていたとは思えない。だからこそ、毒嶋に会って記憶が戻るというファンタジーを信じたかったのだ。


    『ま、現実なんてそんなもんだよ』


    　誠一が戯おどけたように言う。


    「毒嶋先生は、茜あかね空そらさんを愛していました。茜空さんもそうです。両想いなのに……。なんだか釈しやく然ぜんとしないです」


    『これ以上、俺たちにできることはねえよ。これにて一件落着だな』


    「ぜんぜん収まり悪いですよ」


    『子供向けの物語じゃねえんだ。人生にはバッドエンドもあるさ』


    「村むら埜の先生、おはよー！」


    　良二が誠一といつものように話していると、静しず流るが元気よく話しかけてきて、隣の席に腰を下ろしてきた。


    「お、おはようございます、夜よ桜ざくら先生」


    　静流には昨日、良二のほうから毒嶋と優妃を会わせたこと、記憶は戻らなかったことを伝えていた。話を聞いた直後はつらそうな表情を浮かべていたが、今はどこか浮き浮きしているように感じられる。


    「何かいいことでもあったんですか？」


    「……うん。これも村埜先生のおかげだよ」


    「え？　僕のですか!?」


    　どくんと鼓動が高鳴った。好きな相手からこんなふうに言われて、喜ばない男はいないだろう。期待と興奮から、宙にも浮きそうな心ここ地ちになる。


    「茜空さんがね、リハビリをはじめてくれたんだ」


    「──え？」


    「ありがとね、村埜先生」


    　膨ふくらんでいた気持ちは萎しおれ、良二は複雑な思いを抱いだく。優妃がリハビリをはじめてくれたことは素直にうれしい。けれども、優妃の記憶は戻らなかったのだ。根本的な問題が解決していないように思える。


    　──本当にこれでよかったのだろうか？


    



    　弁護士である平ひら仲なか愛あい梨りから連絡があったのは、その日の昼過ぎだった。


    『毒嶋氏のことで気になる情報を入手したの。今から会えないかな？』


    　急な呼び出しではあったが、愛梨の真剣な声と、毒嶋の件に収まりの悪さを感じていた良二は、すぐに承諾する。車で迎えに来てくれるとのことだったので、学校から少し離れた場所を指定した。


    　所用を済まし約束の場所に向かうと、すでに愛あい梨りの姿があった。真っ赤なセダンに寄りかかりながら、忙しそうに煙草たばこを吸っている。


    「あの、この前はありがとうございました」


    　良りよう二じは挨あい拶さつがてら、毒ぶす嶋じまを保釈してくれた件についてお礼を述べた。事の顛てん末まつと感謝の意は、一昨日の時点ですでに伝えていたが、愛梨と直に会うのはあれ以来今日が初めてだ。


    「いいのよ。村むら埜の先生の頼みだし、それにこっちにも利になることだしね。それはそうと、今からある人物と会う約束をしているの。まだ時間はあるけど、詳細は車の中で話すわ。さあ、乗って」


    　愛梨に急せかされるまま、良二は助手席に乗り込んだ。


    「村埜先生、演技は得意？　今から私は雑誌の記者。あなたはその助手って設定。いい？」


    「え？　いや、いいとか言われましても……」


    　有無を言わさぬ勢いで愛梨が告げてくる。けれども、事情のわからない良二は混乱するだけだ。毒嶋の件で話があるのではなかったのか？


    「あの、それと毒嶋先生の件は、どう……」


    「もちろん関係あるわ」


    　愛梨が良二の疑問を払ふつ拭しよくするように、きっぱりと言い放つ。


    「私のほうでも毒嶋氏のことをいろいろと調べていたの。そしたらね、気になる情報が飛び込んできた。もしかしたら、今回の件とも無関係じゃないかもしれない」


    「電話でも言われていましたが、それはどういう情報なんですか？」


    「毒嶋氏は以前、勤めていた公立高を二年ほど休職していた時期があるの。その理由を調べてみたんだけど、どうやら毒嶋氏は、生徒たちから酷ひどいイジメを受けていたみたいなのよ」


    「イジメ……ですか？」


    　良二はその単語に半ば驚きを隠せなかった。だが冷静な部分で、それもあり得る話だと納得もしていた。


    　良二の教師としての勘からいっても、毒嶋のようなタイプの人間がイジメの対象とならないことのほうが稀だ。しかしそれでも、教師という立場になってまで虐いじめられることに、同情に似た憐れん憫びんを覚える。さぞ悔しく惨みじめな思いをしたことだろう。


    「まだ詳しい話を聞いたわけじゃないけど、どうも最初はゲームって形で、毒嶋氏に近づいたらしいの」


    「……ゲーム、ですか？」


    　そのときだ。不意に良二の脳裏を何かが過よぎった。最近どこかで、ゲームという単語を耳にした記憶がある。あれは、どこだったか……？


    　答えはすぐに飛来する。そうだ。毒ぶす嶋じまの科白せりふの中に「ゲームの期限」という単語が出ていた。話の流れ的に引っかかるものを覚えたので、記憶の片隅に残っていたのだ。


    「恋人ごっこというのかしら？　好きでもない相手に告白して付き合うのよ。そして、その初心うぶな反応をみんなに逐一報告して、馬鹿にしたりあざ笑ったりするの。──悪趣味よね」


    「……酷ひどいです」


    　良りよう二じは忌いま忌いましげに呟つぶやいた。毒嶋はモテないタイプの人間だ。だからこそ恋人ができて、どんなにうれしかったか、どれほど幸福に浸っていたか想像に難くない。


    　恋人だけに見せる油断した表情、浮かれた態度、真剣で純情な想い。それらは本人の知らないところで拡散され、多くの生徒たちの嘲ちよう笑しようのネタとなっていたのだ。


    　それは裸の写真をバラまかれるよりも、屈くつ辱じよくと羞しゆう恥ちを覚えるに違いない。その想いが純粋で一生懸命であればあるほど、より深く心を抉えぐる残忍な刃に変わるはずだ。


    「そして、毒嶋氏の不幸はそれでは終わらなかった。どうもね、途中でその嘘うそに気づいてしまったらしいの、毒嶋氏が。だから別れを告げてそれで終わり。──本来はそのはずだった。でも、実際は違ったの」


    　ざわりと嫌な予感が、背中を通り抜けていった。不吉な言葉の紡つむぐ先。そこにはさらなる不幸の臭いが濃厚に漂っている。


    「──まさか？」


    「それを今から確認しに行くの。なんとか、その主犯の居場所を突き止めたわ」


    　愛あい梨りが言うには、某アングラ雑誌の取材と称して、その主犯から話を聞くそうだ。ちなみにその雑誌は実際に存在していて、「ワルだった過去に乾杯！」というコーナーがあるらしい。


    　若い頃に犯した犯罪やクズな行為、悪戯いたずらの内容などを告白形式で掲載するらしいが、果たしてどんな層に需要があるのか。良二は聞いただけでも不快感を覚えた。


    『懐なつかしいな。そのコーナーまだ続いていたのか。昔、組の若い連中とよく読んでいたぜ』


    「どんな層が読むか、よくわかりましたッ！」


    　良二は誠せい一いちのクズっぷりに、今すぐ屋上から飛び降りたい気持ちになった──。


    



    　毒嶋を虐いじめていた主犯──コヨミとは、歓楽街の喫茶店で待ち合わせた。しかし彼女が喫茶店に到着したのは、約束の時間を優に一時間は過ぎた頃だった。


    　途中で一度、痺しびれを切らした愛梨が電話をかけたが、「今ちょっとダチと誕プレバイしてっから、遅れるっつーか。電話とかウザいんだけど」と悪びれもせず答えてきた。


    　それを聞いた愛梨は温和に電話を切ったが、すぐさま「糞くそガキがァアアアアアアアアアアア！　舐なめ腐りおってぇええええっ！　地獄見せたるけえなッッ!!」とキャラが崩壊するほどにマジギレしていた。


    　当然、その怒りは収まることなく、コヨミが来るまで、良二は針のむしろ状態だった。


    「ええと、あんたが記者の人？　ここの支払いはそっち持ちでいいんだよね？」


    　店員に案内されてやってきたコヨミが、開口一番そのように言った。濃い茶髪に流行のメークをしたギャルっぽい感じの女性。


    　ケバくはないが、派手で金遣いの荒い雰ふん囲い気きを醸かもし出している。大きな目とすらりと伸びた鼻筋は美人の部類ではあるが、頬ほお骨ぼねが目立ち、肌も不健康そうで、どこか錆さびついたような印象を与えてくる。


    「ええ、それはもちろん。でもね、遅れてきたんだから、まず最初に謝るべきなんじゃないかしら？」


    　愛あい梨りが愛想笑いを浮かべながら怒りのオーラを発するという、器用な態度で話しかけた。


    「え？　あり得ないんだけど？　コヨミ謝るの大嫌いだしぃ～、ちょっと遅れたくらいでそんなこと言うとか、オバサン更年期障害？」


    「────は？」


    　刹せつ那な、愛梨の顔から愛想笑いすらも消し飛んだ。


    「そ、そそそそそそうですよね！　すみません！　僕らは全然気にしてませんから！　ね、平ひら仲なかさん？　コヨミさんも、なんでも好きなもの注文してください！　僕らの奢おごりですから！」


    　不穏な空気を察した良りよう二じは、すぐさまフォローに回った。当初は自分なんかが同席して、いったいなんの役に立つのかと思っていたが、今はいてよかったと心底思い直す。


    「あははは。あんた、なんかいろいろキモいね」


    　コヨミはケラケラ笑うと、誰の許可も取らず煙草たばこを吸いはじめる。そしておもむろにメニューを広げると、チョコレートケーキとブルーマウンテンを注文した。二つともこの店では、もっとも高い部類に入る。


    「あ、そうだ。コヨミそこの店で働いてるからさ。よかったら来なよ。可愛かわいい子多いよ。コヨミほどじゃないけど」


    　言って、一枚の名刺を差し出してくる。派手でキラキラした意匠。どうやら彼女はキャバクラで働いているらしかった。


    『ん？　この店は……』


    　ちょうど見える位置にいたらしく、誠せい一いちが呟つぶやきを漏もらす。


    「え？　兄さん知ってるんですか？　なんか兄さんが絡むと悪い予感しかしないんですけど」


    『安心しろよ、良二。普通に俺が昔オーナーをしていた店ってだけさ。麗れい子この誕生日祝いにプレゼントしてやったから、今はもう俺の店じゃねえよ』


    「ていうか、普通に突っ込みどころ多いんですけど!?」


    「それで、さっそく、本題に入りたいんだけど……」


    　良二たちのコソコソしたやりとりをよそに、愛梨が話を切り出した。雑誌を取り出し、「ワルだった過去に乾杯！」というコーナーの説明をする。


    　運ばれてきたケーキに口をつけながら、記事の内容を読んだコヨミは、「何これ、マジ受ける～」と、すんなり中身を気に入ったようだった。


    「コヨミはあんまこっち系の雑誌読まないからさ～、知らなかったけど、これおもしれ～よ。嫌いな奴の奥さんレイプして梅毒うつすとか、マジ冴さえてんじゃん！」


    　良りよう二じは不快感に吐き気を覚えた。その話が実話か作り話かは知らないが、それを読んでこんなにも楽しめる感性が理解できない。他者に対する共感性は皆無なのだろうか？


    「あなたも高校時代に、すごいことをやっていたって耳にしたんだけど、その話を聞かせてもらえないかしら？」


    「どこでそんな話聞いたの？　つーか、雑誌の取材って聞いてたから、グラビアかなんかだと思ってたんだけど」


    　どこか不満げな表情を浮かべるコヨミの前に、愛あい梨りは鞄かばんから白い封筒を取り出して置いた。


    「二万入ってる。話がおもしろかったら、その倍を出すわ」


    「マジ？　ちょーやる気出てきたんだけど」


    　コヨミは愉快そうに笑いながら、煙草たばこの灰を灰皿に落とす。そして再び煙草に口をつけると、長い煙を吐いた。


    「……高校のときっていったらアレかな～？　センコーにね、マジキモい奴がいたんだよ。ゴキブリとゲジゲジを足して、もっと気持ち悪くしたような奴。キモいし臭いし醜みにくいし。いまだにあいつ以下の男に会ったことないわ～。……なんて名前だったかなぁ？　なんかゲームで付き合ってた頃に、名前をもじって渾あだ名なをつけてたんだよね？　なんだっけなぁ……。『ぶーちゃん』じゃない、『ゆーちゃん』……は、前の彼氏だ」


    　ぞわりと奇妙な悪お寒かんを覚えた。耳鳴りのような不快な音が、頭を締めつけるような鈍い痛みへと変わっていく。


    　良二は何な故ぜか、その可能性を確信した。道理も理屈も超えて、空白だったパズルのピースがカチリと填はまるのを感じる。


    「もしかして……『いーちゃん』じゃないですか？」


    　自然に、良二の口からその科白せりふが漏もれていた。


    「え？　──ああっ、それっ！　それだよ！　いーちゃん！　確か一いつ輝きとかいう、めちゃくちゃ似合わない名前だったんだ！　親も馬鹿だよね？　もっと見た目に合った名前つけてやればいいのに」


    （なんてことだ……）


    　良二はあまりにも悲惨すぎる運命の悪戯いたずらに眩暈めまいを覚えた。


    　毒ぶす嶋じまを虐いじめ続け、休職させるまで追い込んだ偽りの恋人──コヨミ。


    　毒嶋を本気で愛し、彼との幸せな交際を望んでいた優ゆう妃き。


    　皮肉にも二人の毒嶋に対する愛称は、まったく同じものだった。


    　名前をもじってつける渾あだ名なの種類はそう多くはないだろう。転校した生徒が前と同じ渾名をつけられることも、しばしばある現象だ。


    　だがよりによって、毒ぶす嶋じまを本気で愛した女生徒と、偽りの愛で近づき休職にまで追い込んだ女生徒で、被かぶらなくともいいではないか！


    　今なら毒嶋の優ゆう妃きに対する不信感も理解できるような気がする。


    　コヨミも若い頃は学校でも人気の女生徒だったに違いない。そして優妃も学園でベスト５に入るほどの美少女で、元人気モデルだ。二人とも世の常識に反し、毒嶋という男として最下層の存在に告白し、彼を「いーちゃん」と呼んだ。


    　そう、彼女たちの想いはまったく違えど、シチュエーションだけ見るならば、それは限りなく同質のモノだった。故ゆえに、過去に強いトラウマを持つ毒嶋には、素直に優妃を信じて愛することが、どうしてもできなかったのだ。


    「麻雀だったかな？　コヨミが負け続けてお金払えなくなったの。で、『一発ヤラせたらチャラにしてやる』って言ったから、『彼氏以外にヤラせるわけないじゃん』って言ったら、『じゃあ、あのキモいセンコーと付き合うのとどっちがマシだよ？』って聞かれて、いーちゃんと付き合うことにしたんだった。なんかね、みんなでいろいろルール決めてさ。何日で別れるとか、ＮＧワードを設定したりとか、いくら貢みついでくれるとか。それぞれ賭かけの対象にしてたの」


    　だんだんと記憶が戻ってきたらしいコヨミが、懐なつかしい思い出を語るように笑顔を振りまきながら、毒嶋の心を弄もてあそんだ話をする。正直、良りよう二じは辟易とした気持ちになっていた。ただでさえ胸糞の悪い話を嬉き々きとして語るコヨミに、胸糞の悪さが倍増する。


    「それで、いーちゃんにバレたからさ。新しいゲームを考えたの。正直、あんなキモい奴にフラれたってことがマジ許せなかったの。今思い出してもマジムカつくぅ～！　あはははは！」


    　そのゲームの内容はあまりにも凄せい惨さんで、限りなく残忍なもので、常識を疑うほど人間性の欠けたものだった。


    　──毒嶋がいつ自殺をするか。


    　生きたいという本能を持つ人間に対し、死を穢けがれと認識し必死にそれを回避しようとする理性を持つ人間に対し、自ら率先して死を選ばせるほどに精神を傷つけ痛めつける行為。


    　彼女たちはずっとそれを、毒嶋に対して行っていたというのだ。


    「思いつく限りのことは、いろいろやったんだよねぇ。サンドバックにしたり煙草たばこを押しつけたりは毎日やって、電気ショックを流したりもしたなぁ。あと髪の毛とか、すね毛とか、陰毛とかも燃やしたりした。慌てて消そうとする様が、マジおもしろくってさぁ」


    　コヨミが非道な行いを嬉々として語る。暴力、虐ぎやく待たい、性的な虐いじめ。耳を覆おおいたくなるような人の尊厳を破壊する行為の数々が、一片の罪悪感もなく語られていく。


    　本当にそれを悪いと思っているのなら、恥ずかしいと思っているのなら、こうも愉快そうに語れるわけがない。


    　彼女の中では毒ぶす嶋じまは、一時の愉悦を得るための、心のないオモチャでしかないのだ。人ひとりの人生をめちゃくちゃにしておきながら、記憶の片隅にもその存在を留めていない。


    　──こんなことが、許されていいのか!?


    「で、近所の犬相手に獣じゆう姦かんさせてたんだけど、いーちゃんのメンタル、ゴミでよぉ、勃たたなくなっちまったの！　マジ受けるっ！　それでやっと死ぬ気になったのか、どっかのビルから飛び降りようとしたらしいんだけど、あいつ愚ぐ図ずだから、見つかっちゃってよ。警察沙ざ汰た。コヨミたちも『ヤバイかも』『警察に怒られるかも』ってハラハラしてたけど、なんかヘタレだったらしく、チクったりしなかったっぽい。まぁ、いざとなったらコヨミに送ったメールとか証拠にして、学校にバラすぞって脅おどしておいたから、それが利いたのかも」


    　果たしてそれはどうだろうと思った。確かにコヨミたちの仕返しを恐れたり、事実を赤裸々にすることで、かえって惨みじめになることを避けたりしたという可能性もある。


    　だが同時に、教え子たちを犯罪者にしたくないとか、偽りといえども初めて彼女になってくれた相手を最後まで憎むことができなかったとか、そんな理由がありはしないだろうか？


    



    　毒嶋のことを話し終えたコヨミに対し、愛あい梨りは追加で二万円を支払った。良りよう二じは内心で抗議の声をあげたが、コヨミが去った後で、愛梨は吐き捨てるように本心を語る。


    「お金を払わなかったら、あの馬鹿は絡んできたわ。世の中には金を払ってでも、さっさと追い払いたいクズがいるのよ」


    　愛梨も内心では腸はらわたが煮えくり返っていたようだ。


    　彼女が言うには、毒嶋がイジメに遭った話は、刑の情じよう状じよう酌しやく量りように大きく貢献するだろうとのことだった。ボイスレコーダーに証言はとっているが、これを何度も聴くのは気が滅入ると、愛梨は疲れた様子で愚痴った。


    「今から毒嶋先生と会って話をしたいんですが……」


    「いいわよ。私はちょっと用事があるから立ち会えないけど、近くまで送っていくわ」


    　良二は愛梨の車で、毒嶋のマンションまで運んでもらった。車を降りて愛梨にお礼を言うと、毒嶋の住むマンションを睨にらみつけるように仰ぎ見る。


    　毒嶋の過去を知ったことで、すべてのピースは埋うまった。それは同時に、毒嶋の想いも感情も、何を考え何に悩んでいたのかも、良二は自分のことのように理解できていた。


    『良二。今さら毒嶋に会ってどうするつもりだ？　優ゆう妃きの記憶は戻らなかったわけだし、毒嶋が優妃を傷つけた事実に変わりはねえ。それとも誤解してて悪かったと謝るつもりか？』


    「いえ。謝るのは毒嶋先生のほうです。彼はまだ茜あかね空そらさんにちゃんと謝っていません。兄さんの言うとおり、過去にどんなつらい目に遭っていたとしても、茜空さんには関係のない出来事です。毒嶋先生にはもう一度茜空さんに会って、すべてをきちんと話す義務があります。男としてのケジメがあります」


    『……なるほどな。だが、毒ぶす嶋じまもどうしようもない馬鹿だな。たまたま過去のトラウマと同じシチュエーションだったとしても、呼び名くらい変えられたはずだ。一言「いーちゃんは嫌だ」と言えば、あるいは違っていたかもしれねえ』


    　誠せい一いちが呆あきれたように言う。けれどもその表情にはどこか悲哀が混じっていた。


    「いいえ、それは違いますよ」


    　良りよう二じは静かに否定する。


    『うん？　何が違うんだ？』


    「そんなこと言えるわけがありません。それを言ってしまったら、茜あかね空そらさんをコヨミさんと同じだと認めることになってしまう。同時に、自分のトラウマも全部話さなくちゃならなくなる。いや、そんな理屈じゃない。もっと根本的な部分なんです」


    『なんだよ、そりゃ？　理由はどうだっていい。問題はどれがベストな選択かってことだろ？』


    「……兄さんの意見は正しいです。クズですけど、正論な部分も多いです。だけど、……兄さんの意見は強者の論理です。みんながみんな兄さんみたいに強いわけじゃない。自分の考えを言えるわけじゃない。きっぱりとした判断ができるわけじゃないんです！　……僕には、毒嶋先生の気持ちがよくわかります。僕らは言えない人種なんです。いーちゃんと言わないでほしい。そのたった一言が、付き合っている相手にも言えない性分なんです！　あっさりと女性とセックスできるような人間の価値観を持ってこないでください！　それができないから、僕らは童貞なんです！　僕が何年童貞やってると思ってるんですか!?　兄さんたちにとっては、『それくらい』のことかもしれません。『なんで？』って疑問符を浮かべるレベルかもしれません。だけど、僕らはこういう人種なんです。こういう存在もいるんです！　そして当然ながら、心を持って生まれてきています。兄さんたち強者からは見えないかもしれませんが、僕らにも心があるんです!!　荒れ狂う感情を持っているんですッ!!」


    　良二の叫びが、魂たましいの咆ほう哮こうが、茜あかね色いろに染まった空に響き渡る。キラキラと黄昏たそがれ色に世界を包み込む夕日は、あの子の気高き美しさを思い出させた。自分が夕日に想いを告げたように、毒嶋もまた優ゆう妃きに想いを告げなければならない。


    　そのときだ。乾いた電子音が鳴り響き、良二のスマホが静しず流るからの着信を告げる。


    『……村むら埜の先生？』


    　受話器から、どこか躊躇ためらうような静流の声が聞こえてくる。


    「はい。どうしました？」


    『うん。実は村埜先生に伝えておきたいことがあって……。茜空さんのことだけど』


    　なんとなく予感はあったが、やはり優妃のことらしい。


    「茜空さんがどうかしましたか？」


    『たぶん……だけど、根拠があるわけじゃない……けど、おそらく記憶が戻っていると思う』


    「なんですって!?」


    　良りよう二じは驚いた。いつか記憶が戻る日が来るとは思っていたが、こんなにも早いとは予想だにしていなかった。毒ぶす嶋じまと会ったことが、今になって影響を及ぼしたのだろうか？


    『しくったな。優ゆう妃きが演技している可能性を失念していたぜ』


    　──演技？


    　すぐには意味がわからなかったが、ややあってそれを理解する。つまり優妃の記憶は毒嶋に会ったあの日に戻っていて、優妃は記憶が戻っていないと嘘うそを言ったというのだ。


    『気づいたのは今日だけど、もしかしたら毒嶋先生と会った日に、すでに戻っていたのかも？』


    　静しず流るには翌日に、毒嶋と優妃を会わせた件は伝えてある。だから彼女も同じ推測をしたのだろう。確かに、そっちのほうが偶然記憶が戻るよりは理に適かなっている気がする。だが──。


    「どうして茜あかね空そらさんは、そんな演技を──」


    『たぶん、すべてを思い出した上で、全部をなかったことにしたいんだと思う』


    　ぐらりと景色が歪ゆがむのを感じた。


    　優妃は自らの意思で、あの純粋だった想いを、まっすぐだった気持ちを、理屈でも努力でも変えられなかった愛という感情を、捨て去ろうとしているのだ。


    　それはある意味当然の決断かもしれない。良二たちも途中までは、それがベストな選択だと信じていた。だが、今は違う。伏せられていた最後の真実が暴かれ、毒ぶす嶋じまの優ゆう妃きに対する不信感の理由も判明した。
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    　運命の悪戯いたずらと悲しき誤解によって引き裂かれようとする二つの純愛を、このまま消し去っていいはずがない！


    「話はわかりました、夜よ桜ざくら先生。僕は茜あかね空そらさんのためにも、毒嶋先生のためにも、今からやることがあります！　後は任せてください！」


    『よくわからないけど、うん、わかった。村むら埜の先生を信じてるからね』


    　良りよう二じは高揚した気分のまま、電話を切った。


    　再び毒嶋を説得する必要がある。だがそれは、単に優妃に会わせればいいというわけではない。毒嶋が抱いだいていた優妃への想いを、トラウマとなった過去を語らせなくてはならないのだ。


    　それは良二たちのような人種にとっては、針の山を歩くよりも難しいことだ。


    　それでも──。


    　良二は意を決して、毒嶋の部屋へと向かった。

  


  
    



    



    



    第八話　アウトレイジビヨンド


    



    　インターホンを鳴らして来訪を告げると、すぐにドアが開け放たれた。毒嶋は良二の顔を見るや、すすっと後ろに下がり、そのまま土下座するように頭を深々と下げる。


    「む、村埜さん。よ、ようこそ……」


    　良二は無言でドアを閉じた。そして怒りを押し殺すように眉まゆをピクピクさせながら、誠せい一いちに問いただす。


    「兄さん。なんで毒嶋先生が僕のことを〝さん〟付けで呼んでるんですか？」


    『ん？　前からそうじゃなかったか？』


    「違いますよ！　それになんです、あの態度!?　なんでいきなり土下座なんてしてるんですか！」


    『高級ソープに行けば、大抵あんな出迎えしてくれるぞ』


    「ここはそんな如何いかがわしい店でなく、毒嶋先生の家です!!　いったい何をやったら、あんな反応になるんですか!?」


    『いや、マジで心当たりねえんだが……』


    　誠一が解せぬという感じで、腕組みしながら首を捻ひねる。どうやら本気で心当たりがないようだ。けれども自覚のないところが、かえって大問題のような気もする。


    「あ、あの……、どど、どうされました？」


    　急にドアを閉じた良りよう二じを訝いぶかしく思ったのか、遠慮がちに毒ぶす嶋じまが顔を覗のぞかせてきた。


    「いえ。……話があるんですが、上がってもいいでしょうか？」


    　良二の申し出に怯おびえたように頷うなずくと、毒嶋は奥の部屋を案内した。数日前に来たときは、美少女フィギュアなどのオタクグッズの残ざん骸がいが散らかっていたが、今では見る影もない。全部捨ててしまったようだ。酷ひどい仕打ちをしてしまったと、改めて罪悪感が甦よみがえってくる。


    「あ、あの……、せ、先日はありがとうございました……」


    　向き合うようにしてテーブルの脇わきに腰を下ろすと、毒嶋が囁ささやくように言った。おそらくは優ゆう妃きに会わせた件のことだろう。


    　毒嶋の落ち着いた態度からは、以前のような憎しみも怒気も感じられなかった。憑つきものが落ちたように、平静でしおらしい態度を見せている。


    「……もう怒ってはいないんですか？」


    　良二の質問に毒嶋は無表情を返してきた。重ねて訊ききたい衝動に駆られるが、ここはぐっと堪こらえる。よく観察してみれば、毒嶋はまだ何事か思案しているようだった。彼のリズムに合わせる必要があった。


    「しょ、正直……、わ、わかりま……せん。ゆ、優妃の痛ましい姿を見たら……、な、なんかどうでもよくなったというか……。き、記憶も戻らなかったし、ぼ、僕の一人相撲だったんです……よ」


    　しょんぼりと語る毒嶋からは、憐れん憫びんと悲哀とが色濃く漂っていた。言葉は拙つたなく要領を得ないが、おそらくは二重のショックを受けたのだろう。


    　優妃の痛ましい姿を見たことで、自分の犯した罪の重さを自覚し、そして優妃の記憶が戻らなかったことで、彼女の気持ちが嘘うそだったと、──そう理解している。


    　それは毒嶋の本来の性分が、純朴で純情で、他人の気持ちを慮おもんぱかることのできる人間だということを示していた。


    「もう一度、茜あかね空そらさんに会ってください」


    「……え？」


    　予想だにしていなかったのか、毒嶋が呆あつ気けにとられた表情を返す。


    「い、いや、……でも。な、なんの……ために？」


    「実は茜空さんの記憶はすでに戻っています。おそらく毒嶋先生と会ったあの日に──」


    　毒嶋が窪くぼんだ目を見開く。しかし驚きよう愕がくと興奮の混じった表情は、すぐに深い落胆の感情へと変化する。


    「じゃ、じゃあ……、な、なおさら会う理由が……ないん……じゃ？」


    　毒嶋は瞬時に悟ったのだろう。優妃が何な故ぜ記憶が戻らなかったふりをしたのかを。けれどもそれは、不幸なボタンの掛け違いでしかない。


    「実は僕は茜あかね空そらさんから恋愛相談を受けていました」


    　毒ぶす嶋じまの肩がぴくりと動き、まじまじと良りよう二じの顔を眺めてきた。動揺と疑惑が混じった弱々しい目だ。


    「誤解しないでください。旧校舎で茜空さんがコスプレしていた日、僕が偶然あそこに居合わせたことは知ってますよね？　それで僕は二人の秘密に気づいてしまったんです。その後、また茜空さんと会う機会があって、そのときに相談を受けました。内容が内容だけに、悩んでいたものの、相談する相手がいなかったみたいなんです」


    　良二が事情を説明すると、毒嶋の顔がわずかに弛し緩かんした。どうやら理解してくれたらしい。


    「茜空さんから相談を受けていたから言えることですが、──彼女は真剣に毒嶋先生を愛していました。断言できます」


    　毒嶋は視線を下げて目を逸そらした。呟つぶやくように「……でも」と否定の言葉を述べる。どこか煮え切らない態度だ。


    　それも仕方のないことだろう。現に優ゆう妃きは記憶が戻っていないふりをした。その事実は否定できない。


    「茜空さんは、──毒嶋先生と別れようとしていました」


    　その予感はあったのか、毒嶋は縮こまるように肩を落としたまま、特段なんの反応を見せなかった。


    「違いますよ。毒嶋先生を嫌いになったからではなく、身の危険を感じたからです。例の──ビデオがきっかけなんです。正直、その話を聞いて、僕は毒嶋先生を軽けい蔑べつしました。だから別れるべきだと進言したんです」


    　毒嶋は何も答えない。まるで自分にとって都合の悪い話は、耳を通り抜けているように思える。だが、違う。毒嶋のようなタイプの人間は罪悪感を覚えたとき、本当にどのように反応したらいいかわからないのだ。


    　良二は言葉を止め、次はそっちの番だということを伝える。毒嶋のように会話が苦手な人間は、自分が口を開くべきタイミングがわからないものだ。


    「……すみません。と、当然だと……思う」


    　毒嶋が反省の言葉を述べる。拙つたなく言葉足らずだが、彼は本気で反省しているようだった。


    　事情をもっと詳しく説明する必要があると思った。不幸なボタンの掛け違いを解とくには、互いの思い違いを正す必要がある。


    「茜空さんがラブホテルに行った件ですが……、あれは誤解です。彼女は確かにラブホテルにはいました。だけど、毒嶋先生が考えているような卑──」


    　良二は言葉に詰まった。「卑ひ猥わいな行為はやっていない」と言おうとしたが、実際はバッチリやっている。してないのはセックスだけだ。


    「──背徳行為はしていません。なぜ断言できるかと言うと、僕もそこにいたからです。──そしてほかの生徒も!!」


    　毒ぶす嶋じまの脳に科白せりふが届く前に、最後のフレーズを急いで付け加える。効果はてきめんで、毒嶋は妙な誤解をする前に混乱に陥ったようだ。パチパチと目を瞬しばたたかせ、どういうことかと目で問うてきた。


    「茜あかね空そらさんから、その、……毒嶋先生を口く説どき落としたいから、テクを教えてほしい……的な流れになって……、それで僕がほかの女生徒とエッチなことをしているのを見せて、その……エッチな授業を行ったんです」


    「……い、意味がわかりま……せん」


    「ですよねッ!?」


    　それは良りよう二じも激しく同意するところだ。本当どうやったらそんな展開になるのか、誠せい一いちの型破りな発想に血の涙を流したくなる。


    「あ、あの……、え、ＡＶじゃ、だ、駄目だったんですか？」


    「ですよねッ!?」


    　その指摘は鋭い。わざわざラブホテルにまで行って、おまけに能の乃のや神かん奈なを呼び出す必要性は本当にあったのだろうか？


    『これだから童貞野郎は。ＡＶでセックスの勉強しちゃ駄目だって、恋愛評論家も言ってるだろ？　ＡＶなんてファンタジーなんだよ』


    「兄さんが言っても説得力ないですけど!?」


    　誠一に対し突っ込みを入れたあと、良二は脱線しかけた話を強引に戻した。


    「──とにかく、茜空さんはラブホテルには行きましたが、潔白なんです。信じてください」


    『だがその後で、きっちり俺と失恋セックスしたぞ』


    「そうだったぁあああああああああああああ!!　兄さんの馬鹿ぁあああああああああああああああああ!!」


    「む、村むら埜のさん!?」


    　急に悶もだえ苦しみはじめた良二に対し、毒嶋は心配と怯おびえの混じった声を投げかける。


    「き、気にしないでください。ちょっと悪魔の囁ささやきが聞こえただけです。僕は何も聞いていない！　そう、聞かなかったことにします！」


    『良二よ。馬鹿がつくほど素直だったおまえが、ついにそんな科白を言うようになったか……。大人になったな』


    「それ、絶対皮肉ですよね!?」


    　全力で突っ込みを入れた良二は荒い呼吸を落ち着けると、再び話題を戻した。


    「──そういうわけで、茜空さんとしては心当たりがないのに、毒嶋先生に酷ひどい仕打ちをされた感じなんです。だから僕が別れるように言い、彼女もそれを承諾しました。──けれど、茜あかね空そらさんの想いは強すぎて、簡単に諦あきらめることができなかったんです。だから、……申し訳ないことだと思っていますが、毒ぶす嶋じま先生が大事にしていたオタクグッズを壊しました。毒嶋先生に対する気持ちをすべて吹っ切るために──」


    　それが今回の不幸な事件のきっかけとなった。誠せい一いちは時間の問題だと言ったが、やはり自分たちの行動が大きく影響を与えている。これはもはや、当人たちだけの問題ではない。なんとしても二人には幸せになってほしい。良りよう二じは強くそう思った。


    「──茜空さんの中では、毒嶋先生と別れたほうがいい、そんな思い込みが強く残っています。だから記憶が戻っていないふりをしたんだと思います。だけど、それは彼女の本望じゃない！　……教えてください。毒嶋先生の本当の気持ちを。本心を！　なぜ、茜空さんに冷たくしていたんですか？　自分の口から！　──お願いしますっ!!」


    　けれども毒嶋は押し黙る。ときおり悲痛な表情を浮かべることからも、なんとかしたいという気持ちはあるのだろう。あるいは凄せい惨さんな過去を思い出し、萎い縮しゆくしてしまったのか。


    　良二はじっと毒嶋が口を開くのを待ったが、彼がしゃべる気配はなかった。


    　……こちらから働きかける必要があるのかもしれない。


    「毒嶋先生。僕は……あなたの過去を知っています。前にあなたを虐いじめていた生徒たちがいたこと、その生徒がゲーム感覚で毒嶋先生と交際していたことも──。彼女は毒嶋先生のことを『いーちゃん』と呼んでいたらしいですね？」


    　良二は優しく語りかけた。黙って聞いていた毒嶋だったが、やがてその肩がわなわなと震ふるえはじめる。そして──。


    「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっっ!!」


    　悲痛な慟どう哭こくが唸うなりをあげた。


    　毒嶋は全身で悲しみを表現し、その元凶を吐き出すように男泣きをする。胸が裂けるような鳴き声が、毒嶋の心の傷の深さを思わせた。


    「そ、そうだよ。ぼ、僕は、──優ゆう妃きを愛してる！」


    　やがて慟哭に混じるように、毒嶋が告白をはじめた。


    「ぼ、僕が何年モテない人生を、送ってるって思ってるんだ！　女の子と目が合っただけで、き、気があるんじゃないかと思って、その日の夜にはもう好きになっているんだ！　ゆ、優妃みたいな完かん璧ぺきな子に告白されて、恋に落ちないわけないだろ！　い、イチコロだよ！　馬鹿野郎!!」


    　爆発した感情の吐と露ろは勢いに乗り、別人のように毒嶋をしゃべらせる。


    「も、もちろん不安もあったさ！　だ、だけど一晩経ったら、期待のほうが大きくなった！　せ、性欲に負けたんだよ！　優妃はあの糞くそビッチとは違うと、自分に言い訳して！　か、過去のことだから、大丈夫だと思ったんだ！」


    　だが実際は違った。毒嶋が翌日オッケーの返事をしたところ、優妃はこのように言ったのだ。


    「じゃあ、毒ぶす嶋じま一いつ輝きだから『いーちゃん』って呼んでいい？」


    　そのときから、優ゆう妃きと毒嶋を虐いじめた女生徒がダブって見えるようになったという。


    　普通なら断ればいいことだろう。違う渾あだ名なで呼んでほしい、そう伝えれば済むことだ。だが──。


    『え？　もしかして嫌だった？』


    　なかなか頷うなずかない毒嶋に対し、優妃が悲しそうな顔で、そんなふうに訊きいてきたのだ。


    「そ、そんなふうに訊かれたら、い、嫌って言えるわけないじゃないか！　ぼ、僕の気の弱さを舐なめるなよ！　ど、どんだけ人の顔色見て、生きてきたと思ってるんだ！」


    　そうだ。自分が思ったことを素直に言えるタイプの人間には、一生かかっても理解できないことかもしれない。だが毒嶋のようなタイプは、自分の意見を押し通すよりも、断って嫌な顔をされたり、相手を傷つけたり、気まずい空気になることのほうを恐れるのだ。


    　目の前の小さな妥協を許したことで、後々自分で自分の首を絞めることになる。そんな生き方しかできない生き物なのだ。


    「だ、だから、優妃に優しくできなかった。ゆ、油断した顔を見せると、また知らないところで拡散されて、わ、笑いのネタにされるんじゃないかって……。そ、それにこっちが冷たい態度をとっても、向こうが気を使ってくれると、あ、安心するんだ」


    　それは幼稚な恋の駆け引きだったのかもしれない。恋愛で騙だまされた経験のある毒嶋は、相手よりも優位に立ちたいという心理と、本当に好きなのか試したいという心理を持っていた。そして偶然にも、トラウマから冷たい態度しかとれなかったことで、その快楽のツボを見つけてしまったのだ。


    　冷たい態度をとり、そのたびに優妃が悲しんだり、頑張ったりするのを見て、毒嶋は彼女の愛を確信し、強い自己肯定と愉悦を覚えたのだ。子供がするような、幼稚で歪ゆがんだ愛情の確認方法──。


    「ゆ、優妃を抱きたいと思ったことは、な、何度もあった。だ、だけど女の人が怖くて、た、勃たたないんだ。そ、想像してオナニーならできた。ゆ、優妃に欲情したときは、か、彼女を帰したあと、オナニーに耽ふけった。か、彼女がいるのに、こ、恋人なのに……。み、惨みじめだった。い、いつか浮気されるんじゃないかって、お、怯おびえてた」


    　意を決した毒嶋は清水の舞台から飛び降りるような気持ちで、優妃と肌を重ねようとする。だが勃たなかった。それ以前に失敗できないという思いから、震ふるえるほどの緊張から、まったく興奮すら覚えることができなかったというのだ。


    『童貞が初体験で失敗する典型だな。それが原因でＥＤになる奴も多いらしい』


    「な、なんとしても優妃の心をつなぎとめておきたかった。で、でも僕にはなんにもない。……何も、ないんだ！　ふ、不安だったから、か、彼女を監視してたんだ。ほ、ほかの男と会ってるんじゃないかって、ほ、本当は騙だましているんじゃないかって。そ、そんな妄想に怯えていたんだ。──そ、そしてあの日、優ゆう妃きがラブホテルに行ったことを知った。あ、頭が真っ白になった。す、すべてが嘘うそだったと思い込んだ。ぼ、僕を騙だましたんだと思った。そ、そしたら、過去が甦よみがえってきて、ゆ、優妃とあの糞くそビッチが重なって見えたんだ！　じ、自分が自分じゃないと思うくらい、い、怒りに囚とらわれてた。ゆ、許せないと思った。ふ、復ふく讐しゆうしてやると誓ったんだ！　ぼ、僕を馬鹿にするなと思ったんだよ!!」


    　そしてネットを通じて交流があった男たちに声をかけた。陵りよう辱じよく系の漫画が好きなメンバーの集まりで、日頃から冗談っぽく「ＪＫを陵辱してえ」と語り合っていたそうだ。


    「い、今は後悔している。ひ、酷ひどいことをしてしまったと思う。だ、だけどあのときは、こ、高揚していたんだ。お、女を完全に支配できたことに、あ、圧倒的優位に立てたことに。も、もう何も怖くないと思った。あ、あらゆる不安が掻かき消えたんだ」


    　しかし、事情を知った良りよう二じたちによってビデオは回収され、毒ぶす嶋じまの高揚した精神は一気にどん底へ叩たたき落とされる。さらには追い打ちのように部屋を荒らされ、大切にしていたオタクグッズを無惨に破壊され尽くされたのだ。


    「そ、そのときに感じたのは、た、たぶん恐怖だった」


    　確かに憤いきどおりも憎しみも怒りも覚えたが、あえてもっとも強い感情を挙げるのなら、恐怖になると言うのだ。


    　前のトラウマでは、恋が終わった後に待っていたのは、毒嶋の尊厳を徹底的に破壊する強烈なイジメだった。壊れたフィギュアに、自分の姿を重ねてしまったらしい。そして唐突に、その場にいるかの如く、悲惨な体験がフラッシュバックした。


    　──このままでは、今度こそ殺されてしまう！


    　そんな常軌を逸した妄想が、現実のものとして毒嶋の思考を黒く染め上げた。


    　ならば、やられる前にやってやる！　殺されるくらいなら、こっちが殺してやる！


    　歪ゆがんだ記憶と感情のまま包丁を手に取り、優妃を呼び出したのだ。


    「……む、向こうも話があると言ってきた。わ、別れたいって言われた。もう、これ以上は付き合えない、ごめんなさい……と。そ、それを聞いた途端、感情が一気に爆発して、じ、自分でも頭が真っ白になってしまって、き、気がついたら、お、襲いかかっていたんだ」


    「どうして？　そこで茜あかね空そらさんと話をしたのなら、彼女が嘘をついていないことは理解できたはずです」


    　あくまで責める感じにならないよう、声をやわらかくして問うた。しかし毒嶋は力なく首を振る。自分でもわからないらしい。


    『いわゆる内弁慶症候群だな。イジメの被害者が加害者じゃなく、比較的仲のよい友人や、片思いの相手、親などを憎む心理さ。一見して、「俺の味方なのに、なんで助けないんだ」って逆さか恨うらみにも見えるが、心理学的に言えば、怒りや憎しみの感情は強者よりも弱者へ向かうものらしい。優妃が下へ手たに下した手てに出たことが仇あだになったな』


    　誠せい一いちが滔とう々とうと蘊うん蓄ちくをたれる。それがもし本当なら、優ゆう妃きはおそらく心底申し訳なさそうに、悲しみに堪たえるような表情で別れ話をしたのだろう。


    　人の心は理屈ではないのだ。好きな人を頭で選べないように、嫌いになろうと思ってもすぐには忘れられないように、違うとわかっていても過去のトラウマと重ねてしまうように、本人の意思ではどうにもならない。


    「……茜あかね空そらさんに会ってくれますね？　つらいでしょうけど、毒ぶす嶋じま先生の想いを話せば、きっと彼女はわかってくれます」


    　毒嶋はしばらく考えるようにじっと一点を見つめていたが、やがて首を振って拒否する。


    「どうして？」


    「……ぼ、僕たちは、別れるべき……なんだ。こ、ここでよりを戻したとしても、き、きっと不幸になる……」


    「そんなことはありません！　お互いまだ好き合っているのに、別れる必要なんてないでしょう！」


    「む、無理なんだよ！　ぼ、僕だって、必死に彼女を愛そうとしたんだ！　で、でも怖いんだよ！　お、女の子が怖くて怖くて仕方ないんだ！　ど、どう接したらいいかもわからないし、じ、自分に自信もない。あ、後になって別れるくらいなら、こ、このまま別れたほうがいいッ!!」


    　毒嶋がさめざめと涙を流す。良りよう二じは胸が張り裂けそうな思いだった。自分も似たところがあるから理解できる。


    　挨あい拶さつ程度ならまだしも、恋愛を維持できるレベルで女性と接する自信はない。その結果、人格まで否定されるような経験をすれば、二度と立ち直れないだろう。童貞は、デリケートでコミュ障で自分に自信がないからこそ、童貞なのだ。


    「……気持ちはわかります。でも、茜空さんなら大丈夫です」


    「そ、それが嫌なんだ。と、年下の女の子に、しゅ、主導権を握られるのが、た、堪たまらなく不安なんだ。もう、か、かまわないでくだ……さい。ぼ、僕は諦あきらめ……ます。そ、それが一番……いいんです」


    　良二はもう一度毒嶋の説得を試みるが、彼の意思は固いようだった。


    　良二は迷っていた。好き合っているのだから別れるべきじゃない、と思っている。けれども二人の意思は、シンクロしたみたいに別れることを望んでいた。理由はどうあれ、二人の気持ちを無視してまで、意固地になる必要があるのだろうか？


    『良二、頼みがある。──俺と代わってくれ』


    　良二の迷いを感じとったのか、誠一のよく通る声が耳に届いた。


    「え？　普通に嫌ですけど」


    『いや、空気読めよ。ここは明らかに俺の出番だろうが』


    「どんな空気だろうが、兄さんを自由にするわけないじゃないですか。これ以上、罪のない女性の貞操を危険に晒さらすわけにはいきません」


    『おまえの中で、俺はどんなイメージなんだよ？』


    「エロエロのクズですが？」


    『別にクズで上等だが、エロエロはちょっと違うぞ。俺はセックスにがっついてるわけじゃねえ。普通に口く説どいて、普通にセックスしているだけだ。勉強しなくとも満点とる人間とガリ勉で満点とる人間は、点数は同じでも全然違う人種だろ？』


    「じゃあ、エロの天才でもいいです。とにかく、エロいことをするのなら、兄さんを自由にできません」


    『……良りよう二じ。真ま面じ目めに聞いてくれ。俺には毒ぶす嶋じまのトラウマを消し去る秘策がある。このままでいいとは、おまえも思ってないんだろ？」


    　誠せい一いちの科白せりふが胸に響く。確かに、このままでいいとは思っていない。できれば毒嶋のトラウマを解消して、優ゆう妃きと幸せになってほしい。そんなふうに思っている。


    　けれども、もはや自分にはどうすることもできなかった。毒嶋を助ける術が見当たらない。だが、型破りな性格で裏社会を知り尽くしている誠一ならば違うのかもしれない。少なくとも誠一は、この手の提案で嘘うそをついたことはなかった。判断が揺らいでくる。


    「……ふたつ約束をしてください。ひとつはエロいことをしないこと。もうひとつは、──必ず毒嶋先生のトラウマを取り除くこと。このふたつを約束してくれるのなら、兄さんに後を託します」


    『聞くまでもねえだろ？　俺を誰だと思ってるんだ。大船に乗った気でいろよ』


    　自信に満ちあふれた不ふ遜そんなまでの態度で誠一が肯定する。ならば、もはや躊ちゆう躇ちよする理由はない。良二は自らの意思で美少女フィギュアを手放した。


    　そして意識が落ちる直前、それに気づく。


    　別に誠一は、約束を守るとは一言も言ってなかった──。
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    「俺、クライマックスで登場」


    「ぶっ、ぶひいいいいいいいいいいいい！」


    　誠一が現れた途端、毒嶋が豚の鳴くような声を出してひれ伏した。彼の本能が瞬時に誠一の存在を嗅かぎ取り、下っ端としての行動を起こさせる。


    「す、すすすすすすみません！　せ、せせせせ折角、村むら埜のさんが気を利かせてくれたのに！」


    「おい、毒嶋。おまえは優妃とセックスしたいか？」


    「……え？」


    　唐突な誠せい一いちの問いに、毒ぶす嶋じまは目をぱちくりさせた。


    「セックスしたいかと聞いてんだ」


    「ははははははは、はい！　し、したいです！　す、すごくしたいです！　……で、でも」


    「そりゃそうだろな。優ゆう妃きは日本一の尻しりを持った最高の女だ。……俺には正直、おまえの気持ちは理解できねえ。セックスなんて縄跳びよりも簡単さ。過去のトラウマっていっても、そんな気にするほどの内容だったか？」


    　意に介したふうもなく言い放つ誠一に、毒嶋は萎しおれたように身を竦すくめた。


    「だがよ、解決方法ならよくわかるぜ」


    　その科白せりふに、希望を見出だしたかのような表情で、毒嶋が顔を上げてくる。毒嶋の本能が、誠一ならできる、という確信を抱いだいていた。


    「外に出るぞ。ついてこい」


    



    　毒嶋を連れた誠一が向かった先は、コヨミが勤めるキャバクラ店だった。事情を聞かされていない毒嶋は不安げな表情で、それでも誠一の放つ威圧感に引き寄せられるように、素直に後をついてくる。


    「お客様。開店までもう少し時間があります。そちらの部屋でお待ちください」


    　背広に身を包んだ店員が慇いん懃ぎんな態度で案内してきたが、誠一は手で払い除けるようにして脇わきを通り抜ける。


    「オーナーに聞いてないのか？　俺は関係者だ」


    　誠一の態度があまりにも堂々として自然だったため、店員は咄とつ嗟さに反応できずにいた。戸惑った様子で、誠一たちの背中を見送る。


    　ドアを開けて中に入ると、淡い光が照らす店内の一角で、支度を終えたキャバ嬢たちがテーブル席に腰かけ、くつろいだ様子で雑談していた。その中に目的の人物を見つける。


    「あーっ！　あんた、さっきの記者の人だよね？　さっそく来てくれたんだぁ～！」


    　誠一に気づいたコヨミが、明るい表情で駆け寄ってくる。店の中では先ほどよりも愛想よく見えた。仕事モードに切り替わっているのかもしれない。


    　だがすぐに、コヨミは表情を引き攣つらせる。


    「……え？　もしかして……、いーちゃん？」


    　誠一の陰に溶け込むようにして佇たたずむ、毒嶋の姿に気づいたのだ。


    「へえ～、よくわかったな。面つらは忘れてると思ったぜ」


    「こんな強烈なブサイク顔、そうそう忘れられねえって。つーか、これどういうこと？」


    「毒嶋。この女が誰だかわかるか？」


    　誠一はコヨミの言葉を無視して、毒嶋のほうを振り返る。問われた毒嶋は、充血した目を皿のように開き、固く唇くちびるを噛かんでいた。全身がガタガタと小刻みに震ふるえ、ぎゅっと拳こぶしを握りしめている。


    　──目の前のキャバ嬢が誰であるか、理解したようだ。唐突に過去のトラウマと対面した毒ぶす嶋じまが、混乱と恐怖と不快感の混じった複雑な表情を浮かべる。


    「毒嶋、よく見ろよ。この女、美人だと思うか？」


    「──は？　ちょっと、なに言ってんだよ!?」


    　カチンときたのか、コヨミが憤いきどおった声を出してきた。しかし誠せい一いちは、それもまた完全に無視する。


    「よく見ろよ、毒嶋。目ん玉全開にして、優ゆう妃きとこの女を比べてみろ。同じに見えるか？　優妃はこんなにブスで貧相で性格の悪そうな顔をしていたか？　なぁ？　よく思い出してみろよ」


    「ちょっと、テメエ。無視すんなよ、なぁ？」


    　コヨミが乱暴に誠一の胸ぐらを掴つかんだ。誠一は毒嶋のほうを向いたまま、コヨミの顔面に軽く裏拳を叩たたき込む。


    「ふぎゃっ！」


    　その一撃でコヨミは吹き飛ばされ、テーブルの上に盛大に落下した。反動でテーブルの上からも転げ落ち、派手な朱色のソファでバウンドする。


    「きゃぁああああああっっ！」


    　キャバ嬢たちが甲かん高だかい悲鳴をあげて、慌てて誠一から距離をとりはじめた。剣けん呑のんで緊迫した空気があたりを包み込む。


    「いてえな、クソがッ！　な、何しやがるッ！　鼻が折れてるじゃねえかよ！」


    　鼻を押さえながら上半身を起こしたコヨミが、ヒステリックな悲鳴をあげる。怒りと屈くつ辱じよくから顔が醜みにくく歪ゆがんでいた。


    「おうおう。気品も輝きもねえ、下品な面つらだぜ。優妃の爪の垢あかでも煎せんじて飲ませてやりてえな。──ったく、どうやったらこのブスと優妃が重なるんだ？　なあ、毒嶋。優妃の顔をしっかり思い出しやがれ！　そうしてあの女を見ろよ！　わかるだろ!?　ぜんぜん別人なんだよ！　優妃はよぅ、見た目最高、性格も最高、尻しりも最高とトリプルＳの上玉なんだよ！　遊びや冗談で付き合うようなクズじゃねえ！　どうだ、毒嶋ッ！　しっかりと違いは理解できたか！」


    「う、……ううっ、くぅうう…………」


    　誠一の言葉が胸に響いたのか、毒嶋は顔を歪め、あふれ出る涙を必死に押しとどめようとしていた。


    「……ち、違う。……ぜ、ぜんぜん別人……だ。べ、別人なんだ……」


    「そうだ、毒嶋。てめえの記憶の中のこいつは、おそらくそれなりに美人だったんだろうよ。だがな、初恋の記憶は美化されるもんだし、生まれたときは美人だったとしてもな、心が醜く、努力すらも怠おこたるようになれば、すぐに腐って劣化する。てめえの過去は幻想だ！　こんなゴミクズのせいで、人生無駄にしてんじゃねえぞ」


    「さっきから訳わけんねえこと言ってんじゃねえぞ！　コヨミにこんなことして、ただで帰れると思うなよ！」


    　激高したコヨミの叫びに呼応するようにして、上質の背広を着た人相の悪い面構えの店員たちが、わらわらと姿を現してくる。ようやく中で起きている騒動に気づいたようだ。


    「……ひ、ひぃ……！」


    　毒ぶす嶋じまが青ざめた顔で、誠せい一いちの足に縋すがりついてきた。


    「おい、兄さん。なかなか威勢がいいみてえだが、うちの商品を傷つけといて、無事に帰れると思うなよ」


    「商品？　そりゃ、あんたの勘違いだ。こいつは客の吐いたゲロほどの価値もねえ。粗悪なゴミだぜ」


    「ゴミねぇ。じゃあ、てめえを今からゲロまみれのゴミにしてやるよ。海に沈められるか土に埋うめられるかくらいは選ばせてやる」


    「ひぃ～～～！」


    　毒嶋が情けのない声をあげた。恐怖で顔をぐしゃぐしゃにしている。


    「ざまーみろ！　コヨミを殴った罰だよ！　死んで償つぐなえよ！　クソがッ！　ぎゃははははは!!」


    　コヨミが醜みにくく歪ゆがんだ顔で、勝ち誇ったように叫んだ。


    「……盛り上がっているところわりーが、用事があるのは、そこのブスだけだ。てめーらの相手をするつもりはねえ。オーナーの麗れい子こにも伝えておいたんだがよ。ちゃんと確認とったか？」


    「ああ。安心しろよ。オーナーも承諾済みだ。到着するまでは好きにしていいってよ。どんな関係かは知らないが、残念だったな」


    　店員が残忍な笑みを浮かべながら言った。


    「……その言葉、そのまま返してやるよ」


    　誠一は諦あきらめたように息を吐いた。事前に「お礼参りに行くから」と麗子に電話したときも「はいはい、好きにすれば」という態度だったが、どうやら試されているらしい。


    「いいから、さっさとやっちまえよ！」


    　男たちの焦じれた態度に痺しびれを切らしたコヨミが、煽あおるように叫んだ。


    「つーわけで、──死ねや、こら！」


    　店員が手の骨を鳴らしながら、大おお股またで近づいてくる。


    「……やれやれ。仕事とはいえ、こんなゴミのために体張らなくちゃならねえとは……。同情するぜ」


    「うっせんだよッ！」


    　店員が咆ほう哮こうとともに右ストレートを放つ。誠一はなんでもないことのように、それを手で受け止めた。そのまま拳こぶしを掴つかむと、握り潰つぶすほどの力で指を食い込ませていく。


    「いで、いでででででっ！」


    　店員が悲鳴をあげ、痛みから腰砕けになる。


    「野郎ッ！」


    「ふざけやがってッ!!」


    　それを見た店員たちが一斉に襲いかかってきた。


    　誠せい一いちは腰砕けになった店員の股こ間かんを蹴けり上げ悶もん絶ぜつさせると、髪の毛と腰のベルトを掴つかみ、左手から襲いかかってくる店員たちに投げつけた。


    　飛んできた同僚を受け止めようとして、彼らは動きを止める。包囲網に時間差ができた瞬間だ。


    　その隙すきに誠一は、右手の店員たちに襲いかかる。一気に距離を詰め、自慢の拳こぶしを叩たたき込む。


    　次の瞬間、勢いはそのままに、ぐるぐると風車のように店員が回転して、頭から床に突き刺さった。


    「……………………え？」


    　刹せつ那な、誰もが動きを止めた。信じられないものでも見たように驚きよう愕がくに目を見開き、魚のように口をパクパクさせている。


    「な、何やってんだよ！　び、ビビってんじゃねえぞ！　それでも男かよッ！」


    　最初に言葉を発したのはコヨミだった。自分が戦う立場にないため、苛いら立だちを覚える感情のほうが強かったのだろう。


    「──くっ！　ま、まぐれだ！　まぐれに決まっている！　同時に襲いかかれば、手も足も出ねえさ！　ほら、何やってんだよ!!」


    　髭ひげ面づらの店員に叱しつ咤たされ、店員たちが襲いかかるタイミングを見計らうように、じりじりと誠一に近づいてくる。中にはテーブルの上に置いてあった灰皿や、ボトルを手にする者もいた。


    「い、今だ！」


    　髭面の店員が叫ぶ。


    「──はいよ」


    　だが、真っ先に動いたのは誠一だった。床を蹴って一気に距離を詰めると、ボトルを振り上げた店員の土手っ腹に、鋭い蹴りを突き刺した。店員はくの字になって吹き飛び、壁に激しく叩きつけられる。


    　だがその結末を見る前に、誠一は次のターゲットに狙ねらいを定め、拳を叩き込んでいた。再び人間風車ができあがる。


    「──ヒッ！」


    　恐怖から上ずった悲鳴をあげた店員が、手に持った灰皿を振り下ろしてくる。誠一は意に介したふうもなくそれを避よけると、無防備になった店員の顎あごにアッパーを叩き込む。宙に浮きあがった店員の体は激しくシャンデリアと衝突し、シャンデリアもろとも降ってきた。


    「きゃあああああ！」


    　雨のように降り注ぐシャンデリアの破片に、ギャラリーのキャバ嬢たちが抱き合うようにして悲鳴をあげる。


    「──と、てめえは降参なんだな？」


    　誠せい一いちの問いに、両手をあげたロン毛の店員が、コクコクと頷うなずいた。


    「で？　てめえはどうするよ？」


    　今度は髭ひげ面づらの店員に鋭い視線を向ける。店員は怯おびえながらも、誰かに助けを求めるように顔をきょろきょろと動かした。


    　そのときだ。


    　入り口のドアが開き、パーカーにカーゴパンツといった軽装の大男が現れた。すべてのパーツが極端に太く、十分に鍛えられているのが服の上からでもわかる。明らかに力士かレスラーあがりの人間だろう。


    「う、牛うし島じまさん！」


    　新たな援軍に、髭面が安あん堵どしたような声をあげる。


    「くくくくっ、あはははははっ！　これで、てめえも終わりだ！　てめえもチンピラなら知ってるだろ？　伝説のヤクザ、無敵の最強悪鬼──村むら埜の誠一のことをッ!!　この牛島さんはなぁ、その最強悪鬼の百番目の舎弟なんだぞ！」


    「……いや、知らねえな」


    　誠一は耳をほじりながら、やる気なさげに答えた。


    「最強悪鬼・村埜誠一を知らないだぁ？　くはははははっ！　愚か者め！　さあ！　牛島さん、あいつを──え？」


    　勝ち誇ったように演説していた髭面の頭を、牛島がむんずと鷲わし掴づかみにしてきた。


    「え？　あれ？　う、牛島さん!?」


    「ふんッ！」


    　次の瞬間、牛島の右拳こぶしが、左手に握る髭面の顔面に突き刺さった。巨大な拳によって意識を刈り取られた髭面は、まるで糸の切れた操り人形のように、床に崩れ落ちる。


    「ったく、みっともねえ奴だ」


    　牛島は愚痴るように呟つぶやくと、ツカツカと近づいてきて威圧するように誠一の前に立った。


    「強え奴は嫌いじゃねえ。だがこれも仕事だ。運がなかったな」


    「知ってるか？　日本には職業選択の自由があるんだぜ。今からでも転職したらどうだ？」


    　だが牛島は答える代わりに、にやりと口元を歪ゆがめると、次に誠一の頭を左手で鷲掴みにしてきた。誠一は不敵な笑みを浮かべたまま、されるがままになっている。


    「残念だが、減らず口を潰つぶすのが、俺の性には合ってるんでね」


    　牛島が右手で拳をつくる。子供の頭くらいはある巨大な拳だ。牛島は恍こう惚こつとした表情で舌した舐なめずりすると、次の瞬間──。


    「ふんっ！」


    「オラッ!!」


    　牛うし島じまと誠せい一いちの裂れつ帛ぱくの声が重なった。そして筋肉を叩たたきつける鈍い音が連続して起こる。


    「いてえええええええええええええええええッッ!!」


    　猛獣の如き咆ほう哮こうをあげたのは、牛島のほうだった。彼は痛みに表情を歪ゆがめながら、自分の左腕をさすっている。


    　対する誠一は、左拳こぶしを打ち上げた姿勢。余裕のある表情で苦く悶もんする牛島を眺めていた。


    　──そう、誠一のパンチは正確に、迫りくる牛島の右腕を捉えたのだ。


    　軌道をずらされた牛島の一撃は、そのまま誠一の頭を掴つかむ自分の左腕を直撃。それが、今の状況へとつながった真実だ。


    「なかなかパワーはあるが、頭は悪いようだな。来るタイミングと軌道がわかれば、対処のしようは山ほどあるぜ」


    「ぐっ、ぐぬぬぬぬぬぬぬぬッッ！　クソがぁああああああああッッ!!」


    　プライドを傷つけられた牛島が、青筋を浮かばせながら口角泡を飛ばす。そして抱きつくようにして襲いかかってきた。


    「ぶっ殺す！」


    「遅えよ！　オラッ!!」


    　叫ぶ牛島の顔に次の瞬間、誠一の拳が突き刺さる。だが──。


    　あろうことか牛島は、誠一の自慢のパンチを受けてなお、吹き飛ばされることも回転することもなく、踏みとどまっていたのだ。


    「ほう……」


    　感心するような声を漏もらす誠一。その表情はどこかうれしそうだった。


    「ぐふふふふふふ。貴様のパンチなど、この俺には効──」


    　不意に牛島の科白せりふが途切れ、次に惚ほうけた表情のまま白目を剥むく。そのまま牛島は、盛大な音を立てて仰向けに倒れた。


    「努力賞──ってとこか」


    　誠一が腰に手を当てながら、失神した牛島を讃たたえるように言う。


    「まったく、あんたも相当な化け物みたいね」


    　唐突に呆あきれたような声が投げかけられた。見ると、ドアの縁ふちに背中を預けて立つ、葛くず原はら麗れい子この姿があった。


    「うちの自慢の用心棒だったんだけど」


    「よう、遅かったじゃねえか。おまえが俺を試すような真ま似ねをするから、無関係の人間がこんな目に遭うんだぜ」


    「遅くはないわ。あんたがボコられてる最中に到着する予定だったんだけど、強さもあいつ譲りなのね。で？　その子を差し出せば、あんたは満足するのかしら？」


    　麗れい子こに顎あごで示され、すっかり自分に矛ほこ先さきが向いていたことを忘れていたコヨミが、酷ひどく狼ろう狽ばいしはじめた。


    「え？　ちょっと、どういうこと？　え？　お、オーナーはあの伝説のヤクザの情婦なんでしょ？　た、助けてよ！」


    「情婦じゃないわよ。単なる知り合い。……それにね。そこの男の名前を、あんたは知ってるの？」


    　唐突に尋たずねられ、コヨミは意味がわからないといった表情を返した。


    「その男の名前は村むら埜の良りよう二じ。伝説のヤクザ村埜誠せい一いちの実の弟よ」


    「…………え？」


    　コヨミの瞳ひとみが驚きと絶望で、大きく揺れた。


    「まさか、化け物じみた強さまで同じなんてね。残念だけど、その男を止められる人物に心当たりはないわ。なにやったか知らないけど、諦あきらめなさい」


    　突き放すような麗子の科白せりふに、コヨミはガタガタと震ふるえだし、奇声をあげて逃げだそうとした。


    「おっと、楽しいお遊びはこれからだぜ」


    　誠一はコヨミの髪の毛を掴つかむと、叩たたきつけるようにコヨミの顔を床に押しつけた。


    「ご、ごめんなさい！　許して！　助けて!!」


    「だとよ。毒ぶす嶋じま、どうするよ？」


    　いろいろなことが起きて思考が追いつかないのだろう、急に話を振られた毒嶋が、きょとんとした表情を返す。


    「た、助けて！　いーちゃん、助けてよ！　ごめん！　本当に悪かったと思ってる！　だから助けて!!」


    　毒嶋の赦ゆるしを得るのが、助かる唯一の方法だと思ったのか、コヨミが必死に毒嶋の機嫌をとろうとする。


    「……あ、あの、む、村埜さん。ぼ、僕はその……、もう……。ゆ、赦してやって……ください」


    「嫌だ」


    　誠一はきっぱりと断った。


    「え？　なんでよ!?」


    　コヨミが悲鳴のような声をあげる。


    「毒嶋。今ここで赦したら、それはこのゴミクズに負けたことになるんだぜ。乗り越えるんだろ？　過去を。やられたことはやり返せ。そうでなけりゃ、対等の立場すらなれねえぞ。──優ゆう妃きの幸せのためだ。男を見せろ！」


    　誠せい一いちの言葉を受けて、ぎゅっと拳こぶしを握りしめた毒ぶす嶋じまは、ややあってコクンと頷うなずいた。その瞳ひとみには強い決意の光が輝いている。


    「いや、やめて！　やめてってたらっ！　いぁああああああああああああああああああああああああああああ!!」


    　コヨミの絶望の悲鳴が、それから数時間にわたって、店内に響き続けた──。


    



    「む、村むら埜のさん……。あ、あの……、あ、ありがとうござい……ました」


    　派手なネオンに彩いろどられた煌きらびやかな夜の繁華街。誠一の後ろを一歩下がってついてきていた毒嶋が、唐突にお礼の言葉を述べてきた。


    　ぼそぼそと呟つぶやくようなしゃべり方ではあったが、そこには熱い想いが込められているように感じられた。


    「おうよ。礼をしたいなら、弁償と慰謝料の件をチャラにしてくれると、ありがたいんだがな」


    「え？　あ？　そ、それはもちろん。こ、ここまでしていただいたわけですし……」


    　誠一はちゃっかり支払いの件をなかったことにすると、お気に入りの店に後輩を連れていった後みたいに、毒嶋に感想を尋たずねた。


    「で？　どうだった？　あのゴミクズに仕返しした気分は？」


    「しょ、正直、スカッとしました。あ、あんなに怖がっていたのが、ば、馬鹿らしくなったというか……。で、でも、……嫌な気持ちにも、なり……ました」


    　毒嶋が申し訳なさそうに言う。誠一の気遣いは理解しているが、やはり罪悪感と後ろめたさを覚えているのだろう。


    　誠一は改めて思う。毒嶋は純朴な性格で、人を傷つけるのに向かないタイプの人間だ。それは良りよう二じも同じで、明らかに自分とは別の価値観を持っている。優しくて不器用な存在──。


    「それで、優妃と会う決心はできたか？」


    　だが毒嶋はすぐには答えない。立ち止まって、自信なさげに体を縮こまらせている。


    「ま、まだ……無理です。じ、自信がありません。……お、女の子との接し方が、わ、わからないんです」


    　口調は淡々としているが、科白せりふの端々に、湿ったような悲哀の感情が込められていた。毒嶋自身もつらく、忸じく怩じたる思いに押し潰つぶされそうなのだろう。


    「そればかりは仕方ねえよ。おまえは明らかに経験不足だ。誰だって初めから、なんでも上う手まくできるわけじゃねえ。女の扱いだってそうさ」


    「む、村埜さんも、……そ、そうだったんですか？」


    「いや、俺は普通に最初から得意だったけどよ」


    「…………」


    　毒ぶす嶋じまがものすご～くショックを受けたような崩れた顔になった。


    「おい、どうでもいいが、さっさとついてこい。目的の場所はすぐそこだぜ」


    「……え？　あ、……はい」


    　毒嶋は慌てて誠せい一いちの後ろまで駆け寄っていく。誠一の歩き方から、どこかへ目的を持って向かっていることは察していたが、誠一が何も説明しようとしないため、コミュ障の毒嶋は、質問を口にするタイミングがわからなかったのだ。


    「着いたぜ」


    　屈くつ託たくなく話しかけてくる客引きたちを無視しながら、数分ほど歩き続けたところで、ようやく誠一が足を止めた。


    　目の前には黄金に塗り固められた豪ごう奢しやな摩ま天てん楼ろうがそびえ立っている。最上階からは、この街のすべてを見渡すことができそうだ。


    「あ、あの……」


    　毒嶋が怯おびえるように、訝いぶかしげな視線で問うてくる。


    「あん？　ここか？　ここは通称『あんあんビル』って呼ばれている場所だ。ありとあらゆる性風俗の店が入り乱れていて、最上階に行くほどレベルと金額が高くなっていく。どんな初心うぶな童貞野郎でも、上層階に着く頃には、いっぱしのスケコマシになってるっていう虎の穴だ。トップ男優のほとんどは、このビルを制覇している」


    「……え？　あ、あの……、も、もしかして、ふ、風俗です……か？」


    　毒嶋がたじろいだ様子で、一歩後ずさる。素人の女性でも怖いのだ。その道のプロである姫相手では、童貞でＥＤの自分なんて、馬鹿にされ嘲ちよう笑しようされるに決まっているだろう。


    「優ゆう妃きとセックスしたいんだろ？」


    　誠一がすべての確信を持つように、不敵で挑戦的な表情で問いかけた。毒嶋はちくりと自尊心を刺激される。


    　コヨミと再会して美化されたイメージを払ふつ拭しよくしたからわかる。茜あかね空そら優妃は最高に素晴らしい女だと。しかもそんな彼女が自分を愛してくれているのだ。セックスしたくないはずがない。


    「し、したい」


    　素直な感情が吐と露ろする。ぐっと拳こぶしを握り締め、エロの集大成である黄金の塔を睨にらみつけた。


    「おまえの事情は把握しているつもりだ。その上で、女に慣れるためのトレーニングプランを俺が作成してやる。俺の言うとおりの順番で店を攻略していけば、セックスレベル一のおまえも、一か月後にはレベル九十九の勇者になってるぜ」


    　力強い言葉だった。荒こう唐とう無む稽けいな話でさえ、誠一が語ると実現できる当たり前のことのように思えてしまう。


    　正直、風俗には抵抗があった。金を払ってエロいことをしたら負けなような気もしていた。だが、もはや自分にはこの荒療治しか残されていないだろう。


    「お、お願いします！」


    「いい返事だ。じゃあ、入るぜ」


    　誠せい一いちに促され、毒ぶす嶋じまは一人前の男になるための第一歩を踏み出したのだった──。


    



    　宝石のような夜景を一望できる上品なオーセンティックバーのドアを開け、誠一は目的の人物を捜した。店内は薄暗かったが、カウンターで物思いに耽ふけるようにフルーツカクテルを口にする葛くず原はら麗れい子この姿をすぐに見つける。


    「おう、待たせたな」


    「そうでもないわ。誰かさんが派手にやらかした後始末をしていたから」


    「そいつは大変だったな」


    　まったく悪びれることなく言うと、誠一は麗子の隣に座り、クルボアジェを注文した。グラスが来ると同時に、麗子と乾杯する。


    「それで、──事情を説明してくれるかしら？　あんたの兄さんからもらった店だし、そこまで思い入れがあるわけじゃないけど、単なる退屈しのぎにしてはやりすぎよ」


    　批難するというよりは、興味があると言ったふうに麗子が切り出してきた。おおよそ訳ありだということには気づいているようだ。


    「いいぜ。別に隠すことじゃねえからよ」


    　そして誠一は、酒の肴に店を襲撃した理由を話した。毒嶋を優ゆう妃きに会わせる際に、すでにある程度の事情を話していたから、その続きといった感じだ。


    「それじゃ、あのヘタレ顔面崩壊は、今は『あんあんビル』で修業中ってわけね」


    「おう。まずはアニメのコスプレして添い寝してくれる店を選んでやったから、いくら女が怖いといっても大丈夫だろうよ」


    　誠一は愉快そうに答えたが、麗子は呆あきれたような息を吐く。


    「本当、そんなところは兄貴そっくりよね。喧けん嘩かも化け物みたいに強いみたいだし。あの村むら埜の誠一が二人もいたなんて、ほんと悪夢なんだけど」


    「だから俺が誠一だって言ってんじゃねえか。今は良りよう二じの肉体を借りてるが、中身は俺のままだ」


    「だから、医者舐なめんなって。そんな非科学的なことなんて、起こるわけないでしょ」


    　言いながら、麗子はフルーツカクテルを飲み干した。バーテンダーが視線で注文を問うてきたので、コースターをトンと指で叩たたいて同じものを注文する。


    「……まぁ、無理に信じさせるつもりはねえがな」


    　誠一もクルボアジェを飲み干すと、同じものを注文した。


    「確かにあんたからは、村埜誠一と似たものを感じるわ。あんたの兄さんのことを知らない馬鹿からしたら、違いを理解できないかもしれない。──だけど、私は違うわ。あの男のことを、村むら埜の誠せい一いちがどんな人間かを、よく理解している。だからこそ、あんたが絶対に村埜誠一じゃないってことを断言できるの」


    　麗れい子こがどこか遠い過去を思い出すように、懐なつかしむような目でカクテルを眺めながら言った。


    「意味がわからねえが？」


    「あんたには悪いけど、村埜誠一ってのはね、本物のクズだった。残酷で冷酷で他人がどうなろうと無関心で、自由気ままな暴君って感じ。権力と金と喧けん嘩かの強さで人脈はあったけど、あいつのことを好いている人間は、たぶん誰もいなかったわ。完全な利害関係のみで、あいつが死んでも涙を流す奴は一人もいなかった。それどころか、面倒な奴がいなくなったって、喜ばれているらしいわ。だから当然、あいつの仇かたきを討とうって話も出てこない」


    「……なるほどねぇ」


    　誠一がどこか楽しむように相づちを打つ。


    「人間的魅力が欠如した存在。それが村埜誠一って化け物なの。〝最強悪鬼〟なんて呼ばれてるけど、ある意味皮肉よね。心がないって馬鹿にされてるのよ。……だけど、あなたは違うでしょ？」


    　麗子が優しげな視線を投げてきた。そこには楽しむような、喜ぶような穏やかな歓喜が混じっている。


    「その自覚はねえがな。そんなに違うかよ？」


    「ええ。だって私が知っているあいつなら、生徒のためにこんなに一生懸命になんてなったりしない。ヘタレ顔面崩壊のために、店に乗り込むような真ま似ねもしない。……誰かの幸せそうな顔を見て、自分のことのように喜ぶこともしないわ」


    「…………」


    「それに、あんたはユーモラスだわ。型破りなところは兄貴そっくりだけど、すべてに愛あい嬌きようがあるっていうか、親しみを感じるっていうか、とても人間味にあふれている。──村埜誠一に足りなかったのはそこなの。あいつは大切な何かが抜け落ちた半端者だったのよ。だけど、あんたは違う。人の心を持っている。あいつが持っていなかった、大切な魂たましいの片割れを持っている。最強のヤクザに人間味が加われば、それこそ完かん璧ぺきな〝理想のヤクザ〟の誕生だわ」


    「……理想のヤクザね。やけに持ち上げるじゃねえか」


    　誠一は乾いた笑いを抑えるように、クルボアジェを咽のどに流し込む。


    「あら？　意外に可愛かわいい反応をするわね」麗子はくすりと笑って続けた。「本当、人間って不思議よね。同じ兄弟なのに、どうしてこんなにも違うのかしら？　何がきっかけで、ここまで違ってしまうんだろう」


    「そんなの決まってるじゃねえか」


    「なに？」


    　誠一の断言するような言い方に、麗子は目を輝かせた。


    「──理想の教師に出会ったのさ」


    「……教師？」


    　意外だったらしく、麗れい子こが目をぱちくりさせた。ややあって、吹き出すように笑い声をあげる。


    「そっか、教師かぁ。なるほどねぇ。確かに、いい教師に巡り合えば人生変わるわ。……あんたは最高に運がよかったんだねぇ」


    「ああ。……頼りなくて馬鹿みたいに真ま面じ目めで、無駄に熱くてよ。──いい教師だ」


    「その教師はもしかして女？　まるで恋人を見るような顔をしているわ」


    「俺にとっちゃ、恋人よりも大切な存在かもしれねえな。──ところで麗子。恋人で思い出したんだが、セックスするぞ」


    「このタイミングで言う？」


    　麗子が愉快そうに笑いながら、グラスに口をつける。満更でもない表情だ。


    「クズな最強悪鬼とのセックスも気持ちよかっただろ？　なら、理想のヤクザと評された俺とのセックスにも興味があるはずだ」


    「ずいぶん自信満々に言うわね。──でも、実はちょっと、そんな気分でもあるの」


    　麗子がとろんとした女の瞳ひとみで、妖よう艶えんな笑みを浮かべながら囁ささやき返す。


    　そうして店を出た二人は、そろって夜の街へと消えていった。

  


  
    



    



    



    第九話　女心と秋の空


    



    　梅雨の時期に入り、ここのところ毎日のように雨が降り続けていたが、今日は久しぶりに晴天を拝むことができた。


    　茜あかね空そら優ゆう妃きがリハビリをはじめてから、すでに一か月の月日が流れていた。当初は半年はかかると言われていたリハビリも、優妃の強きよう靱じんな精神力と弛たゆまぬ努力の結果、あと二か月もすれば普通に歩けるようになるところまで回復しているらしかった。


    　やはり元プロのモデルだけあって、自分を制する力と努力を継続する精神、そして何より目標に向かって突き進む能力が、ずば抜けているのだろう。


    　しかし、そんな優妃でさえ、どうにもならないことがあった。


    　それは、恋するという気持ち。


    　理性でもなく、損得でもなく、自分の意思でさえも自由にすることができない強烈で、純粋な想いの輝き。


    　他人には理解できないだろう感性で毒ぶす嶋じまに想いを寄せ、理不尽に扱われながらも振り向かせる努力を続け、酷ひどい仕打ちを受けてもなお、記憶をなくしてでさえ、優妃の毒嶋を愛する気持ちは消えなかったのだ。


    　いまだ毒嶋と優妃の再会は実現していない。毒嶋に心の準備ができるまで、棚上げしている感じだ。なんでも毒嶋は、女に慣れるための特訓をしているらしいが、良りよう二じはその詳細を聞かされていなかった。


    　そこはかとない不安を覚えるものの、毒嶋の弁護士である平ひら仲なか愛あい梨りからの連絡によると、毒嶋は見違えるほど明るくなり、印象も爽さわやかで、等身大の自信に裏付けられた好青年に変化しているらしい。空いた時間はアルバイトに励むなど、積極的に外の世界と関わりを持ち、バイト先での人間関係も良好みたいだ。


    　いったいどんな魔法を使えば、あの陰気でコミュ障なオタクである毒嶋が、そんな好青年に変化するのだろう、良二は首を捻ひねるばかりだった。


    「兄さん。いい加減、教えてくれませんか？」


    『だから嫌だって言ってんだろ。結果オーライなんだから、気にすんな』


    　良二の追及に、誠せい一いちは手のひらをひらひらさせて誤ご魔ま化かすように答えた。その態度が、良二の中で不安と不信感を募らせていく。言わないということは、間違いなく非常識な方法に違いない。


    　けれども、すべてが上う手まくいっている状況なので、それほど必死になって事情を知ろうという気にもなれなかった。


    　良二は今、優妃が入院する病院へ、久しぶりの見舞いに訪れている最中だった。


    　優ゆう妃きの容態は安定し、不安要素がなくなったことと、テスト期間の忙しさにかまけて、しばらく顔を出していなかったのだ。


    　病室には優妃の姿はなく、リハビリルームを覗のぞいたところで、一心不乱に訓練をする優妃の姿を見つけることができた。


    　バーに掴つかまりながら、思うように動かない体に鞭むち打うち、何度も何度も歩く動作を繰り返す。バランスを崩し、ひやっとする場面もあったが、めげる様子もなく、ひたすら同じ動作を繰り返していた。


    「あら？　村むら埜の先生じゃない」


    　唐突に後ろから名前を呼ばれる。振り返ると、そこに立っていたのは平ひら仲なか愛あい梨りだった。


    　毒ぶす嶋じまの弁護を引き受ける彼女が、ここにいることは特段不思議なことではない。毒嶋の減刑のためには、被害者である優妃の嘆願書が必要だった。そのため何度か優妃と交渉を重ねていたのだ。


    「あ、こんにちは。まだ嘆願書の件は終わってなかったんですね」


    「いえ、その件はもう済んだわ。優妃さんのおかげで毒嶋氏の減刑は確実なものになったわ。バイト先での印象もいいみたいだし、間違いなく執しつ行こう猶ゆう予よにもっていけるわよ」


    　愛梨が鷹おう揚ように笑って、自らの勝利を告げる。良りよう二じはほっと安あん堵どの息を吐いた。毒嶋は確かに加害者だが、やはり実刑を受けるほどの悪い人間ではない。心のつっかえが、ひとつ取れたような気持ちになる。


    「じゃあ、今日はどんな用事で？」


    「実は毒嶋氏から手紙を預かっているの。被害者には弁護士から渡すルールになっているから」


    　それを聞いた良二は、胸の内からうれしさが込み上げてくるのを感じた。ついにあの毒嶋が、優妃とコンタクトをとる決心をしてくれたのだ。


    「内容の確認は事務所の若手の弁護士に頼んだから、私は把握していないけど、優妃さんに対する想いとか、反省の気持ちとか、あと、過去のトラウマについても書いてあるみたい」


    　おそらく毒嶋は、優妃の前ですべてを話すことに、いまだ強い抵抗があるのだろう。だから手紙という形で、真実を包み隠さず告げることを選んだのだ。これは二人の関係を修復するための、大きな一歩といえる。


    「村埜先生は、まだここにいる感じ？」


    「はい。一応、優妃さんと少し話をしたいですし」


    「それじゃ、手紙を渡すの頼まれてくれるかしら？　彼女の邪魔をできる雰ふん囲い気きでもないし、私は今から別の用事があるのよ。お願いできそう？」


    　愛梨の提案に、良二はふたつ返事で承諾した。手渡された封筒には茜あかね色いろの花が描かれており、上品で清せい廉れんなイメージを与えてくる。触ってすぐに気づくほど便びん箋せんには厚みがあり、口数の少ない毒嶋が、どれだけ感情を込めているかを教えてくれる。


    　どんな想いが、ここには綴つづられているのだろう。


    　きっと優ゆう妃きは喜ぶはずだ。ずっと知りたかった真実に触れ、毒ぶす嶋じまの想いを知り、ジレンマと愛情の狭間はざまに揺れていた彼に、さらなる愛情を注いでくれるに違いない。


    『どうでもいいが、良りよう二じ。あんまりなんでも期待しすぎるなよ。優妃はまだ、毒嶋の過去を知らない状態なんだ。それを知って幻滅する可能性だってある。「女心と秋の空」って言ってな、ふとしたことがきっかけで愛情が冷めることもあるんだ』


    「不吉なことは言わないでくださいよ。茜あかね空そらさんの想いの強さと一いち途ずさは、兄さんも知っているでしょう」


    　良二は不満げに言った。確かに、優妃がどんな態度をとるかは未知数だが、彼女がそんなことで毒嶋を嫌いになるはずがない。


    　愛梨が帰ってから一時間くらいして、優妃が休憩を挟んだ。そのタイミングを見計らって、彼女に話しかける。


    「あ、オトノン。来てくれたんだ！」


    　優妃が汗で上気した顔で、輝くような笑顔を浮かべた。


    　良二の呼び名は、オトノンに戻っている。先々週、毒嶋が優妃に会うための努力をしていることを伝えに来た際、「記憶が戻っている事実を知っている」と告げたのだ。


    　静しず流るはその可能性を指摘しただけだが、決定的な情報は葛くず原はら麗れい子こが教えてくれたらしい。らしいと伝聞形になっているのは、誠せい一いちがピロートークで聞いたからだ。


    　そして案の定、その状態で誠一から良二に戻り、ラブホテルで絶叫して逃げ出すという毎度のパターンを経て、現在に至るのだった。


    　そんなわけで、今の良二たちと優妃の関係は、以前と同じにまで戻っていた。


    　車くるま椅い子すに乗った優妃を連れて、自販機の前まで移動する。そして優妃がスポーツドリンクを半分ほど飲み終わったタイミングで、手紙を差し出した。


    「これ、読んでください」


    「え？　もしかしてラブレター？」


    　からかうように言う優妃の言葉に、良二は神妙に頷うなずいた。


    「ええっ？　マジなの？　悪いけど、オトノンはやっぱ無理かなぁ～。それでもアニノンよりは可能性あるけどね」


    「──それは毒嶋先生からです」


    　途端に、優妃の顔から表情が消え失うせる。やがて、意味がわからないといったふうに、戸惑うような驚きよう愕がくするような、複雑な表情を浮かび上がらせた。


    「……う、そ？」


    「本当です。そこには毒嶋先生のすべてが書いてあります。そして、あらゆる真実が綴られています」


    　真剣な表情で、じっと手紙を睨にらみつけていた優ゆう妃きは、やがて震ふるえる手で中から便びん箋せんを取り出すと、毒ぶす嶋じまの書いた想いの丈たけに目を這はわせはじめた──。


    「……いーちゃん」


    　どれくらい時間が経ったのだろう。悲痛な声とともに、優妃が大粒の涙を流しはじめる。あふれる涙を必死に拭ぬぐいつつ、熱くなる鼻頭を押さえ洟はなを啜すすり上げながら、優妃は次々と便箋を入れ替えて、続きを読んでいく。


    「ごめん、あたし。何も知らなくて……」


    　途中で堪こらえきれなくなったのか、優妃が大声をあげて泣きだした。


    　おそらくは毒嶋が受けた凄せい惨さんな過去を知ってしまったのだろう。そして、そのイジメの主犯と優妃が重なって見えていたことも──。


    　優妃は何度も何度も毒嶋に謝ると、まだ涙も乾かぬうちに、次の便箋へと視線を走らせた。


    「へえ～、アニノン。……復ふく讐しゆうしてくれたんだ。あはっ、ありがと」


    　どうやら誠一が毒嶋とお礼参りに行った話も書いてあるらしい。その話を聞いたときは、良りよう二じも仰天して誠一の非常識を叱しかりつけたものだが、優妃は逆に痛快に感じたらしい。


    「………………え？」


    　唐突に、優妃の表情が曇った。


    　信じられないものでも見たように、ぞっとするほど冷めた瞳ひとみを見開いている。口元は半開きで、悲しみとは別の感情が湧わき上がっているように思えた。


    「どうしたんですか？」


    　良二は訝いぶかしげに尋たずねる。


    「ねえ？　オトノン。……『あんあんビル』ってなに？」


    　固く凍りついた表情のまま、良二に問うてくる。


    「え？　なんですか、それ？」


    　良二はぽかんとなって答えた。まったくもって聞き覚えのない単語だ。ビルというからにはビルなのだろうが、おそらくそんな意図の質問ではない。


    「じゃあ、アニノンのほうか。……これ？　どういうこと？」


    　優妃が良二の持つ美少女フィギュアに、凍てつくような視線を落としてきた。


    『…………良二、先に謝っとく。これはマズいパターンだ』


    「え？　兄さん、何を言って──」


    「オトノン！　通訳！」


    　優妃が別人のように尖とがった声で言う。


    「え？　いや、兄さんは特に何も……。いったい全体どうしたんですか？」


    「これ、読んでよ！　これって絶対風俗だよねっ！」


    　優妃が感情を爆発させて、良二に便箋を押しつけてきた。


    　風俗？　良りよう二じは混乱しながらも、急いで便びん箋せんに視線を走らせる。ややあって、眩暈めまいに似たショックを覚えた。


    　そこに書いてあったのは、毒ぶす嶋じまが「あんあんビル」で特訓と称して行っていた、卑ひ猥わいな体験談の数々だったのだ。


    「っていうか、風俗って！　お金払ってよく知らない女の人とエッチなことするとか、信じられないんだけど!?　本気で引くっていうか、生理的に駄目っていうか──。ああっ、なんでこんな人のことを一瞬でも好きになっちゃったんだろう！」


    　優ゆう妃きが一人で、どんどんとヒートアップしていく。


    「あの、……茜あかね空そらさん？」


    「うん！　やっぱり無理！　風俗だけは、あたし駄目だ！　生理的に受けつけないみたい！　ごめん、オトノン。あたし、いーちゃんのこと、嫌いになっちゃったみたい！　ぜんぜん好きって思えなくなったの！」


    「──────へ？」


    　良二はぽかんとなってしまった。急激な展開に頭の回転が追いつかない。


    　え？　これってもしかして──。


    「というわけで、ごめん。いーちゃんにはオトノンのほうから、よりを戻す気はないって伝えておいて。なんか会いたくないし、声も聞きたくないっていうか、そんな感じだから。悪く思わないでね」


    　一方的に言い放った優妃は、車くるま椅い子すを滑らせながら廊下の向こうへと消えていった。


    　後には呆ぼう然ぜんとする良二が残される。


    「……え？　…………はい？　……………………あれ？」


    　いまだに理解が追いつかない。もしかして今、人の恋が終わる瞬間を、見てしまったのだろうか？


    『マジで、好きって気持ちは理屈じゃねえんだな』


    「この状況でその科白せりふを言っちゃいますか!?　──っていうか、これで本当に終わりなんですか？　え？　えっ？」


    　良二は手品でも見せられた気分だった。


    　あれだけ一いち途ずで、どんな困難でも消すことができず、努力しても忘れることができなかった熱い想いが、こんなにもあっさりとなくなってしまうものだろうか。


    『良二。俺からひとつアドバイスをしておく。──好きな女には、風俗行った話はするな！』


    「って、今さら遅いですからぁあああああああああああああああッ!!」


    



    　こうして茜空優妃の一途な恋は、唐突に終わりを迎えたのだった──。
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